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表
紙

東
京
２
０
２
０
大
会
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
会
場
・
江
の
島

セーリング
ワールドカップシリーズ
江の島大会2019

特　集 キラリと光るわがまち自慢の全国大会

レギュラーリポート

2 イベントを通じた地域資源の創造と経営資源の調達 大谷尚之（宮城学院
女子大学教授）

6 青森県弘前市 ファッション学ぶ高校生の「甲子園」 吉澤佳苗

8 長野県大町市 北アルプス山麓で全国初の囲碁村づくり 西條哲也

10 鳥取県 「手話の聖地」ではじける熱い想い 米澤　章

12 人間活動の原点ゆらす体験を意味あるものに 北川フラム（アートフロント
ギャラリー代表）

基調論文

副基調論文

2019年度 国内調査報告　愛知県北名古屋市、奈良県桜井市
寺社を活用した地域拠点づくり
海外調査報告　 スウェーデン
環境に配慮した持続可能なまちづくり
海外調査報告　 ニュージーランド
女性が活躍できる地域づくり
“ がんばる地域 ”応援事業　愛媛県西予市
皮より中身、皮むき冷凍ミカンで勝負！

濵木由規雄

地域づくりの現場から
認知症キャラバン・メイト南勢地区連絡会　三重県南勢地域
木製パズルをツールに認知症対策

東村　篤

令和2年度地方創生フォーラム in 栃木
いちご一会から始まる未来創生
リーダー塾修了者エッセー
養成塾のつながり活かした公民連携

加藤　潤

首長の思い
「まちづくりは人づくり」
 山尾順紀（山形県新庄市長）

●北海道芽室町 「おもてなし」の心で全国大会 田川唯史
●秋田県大仙市 野球に燃える親父たちの「甲子園」 伊藤優俊
●山形県天童市 老若男女が競う「くちびる美人」 山口　宰
●茨城県龍ケ崎市 コロッケによるまちおこし 大竹　昇
●奈良県大和郡山市 スポーツになった金魚すくい 植田早祐美
●広島県安芸高田市 高校生が熱く舞う「神楽甲子園」 松田祐生
●山口県山口市 餅は買うものにあらず！ 椎木耕司
●愛媛県東温市 舞台芸術で豊かな未来を創造 田井秀一
●鹿児島県天城町 闘牛文化の継承・発展へ全国サミット 鹿児島県天城町商工水産観光課

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】
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8２０２０-

1 巻頭エッセー／若者が活躍する秋田の創生を目指して 佐竹敬久（ 秋田県知事）

  グラビア

 28 都道府県漫遊 【北海道】
表3 手前みそですが… 【佐賀県嬉野市】

（
藤
沢
市
）

神
奈
川
県
藤
沢
市
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
開
催
会
場
で
す
。
同

大
会
は
来
夏
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
で
は
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
や
、
海
外
セ
ー
リ
ン
グ
選
手
と
市

内
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
と
の
交
流
事
業
な
ど
、様
々

な
形
で
気
運
醸
成
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

大
会
時
に
は
１
０
０
０
人
近
く
の
「
シ
テ
ィ
キ
ャ
ス

ト
フ
ジ
サ
ワ
」（
都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
方
が
活
躍

予
定
で
す
。
ま
た
、
市
民
参
加
型
の
大
会
実
現
に
向
け

て
、
藤
沢
市
独
自
の
事
業
「
２
０
２
０
応
援
団
藤
沢

ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ
」
を
立
ち
上
げ
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
っ
た
り
、
大
会
に
向
け
て

ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
い
く
企
画
を
市
民
か
ら
募
集
し
、

そ
の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
と
、
様
々
な
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

藤
沢
市
で
は
、
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ

も
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
来
夏
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

共
和
国
や
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
共
和
国
な
ど
の
選
手
団

が
、
市
内
善
行
に
あ
る
県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
予
定
で
す
。
今
後
も
東

京
２
０
２
０
大
会
の
成
功
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝

　
藤
沢
市
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
開
催
準
備
室

（
０
４
６
６
‐
５
０
‐
２
０
２
０
）

（
写
真
提
供
＝
表
紙
は
神
奈
川
県
、
左
は
藤
沢
市
）

嬉野市

佐
賀
県

258

嬉野市は、佐賀県の南西部に位置し、
長崎県との県境に接する緑に囲まれ

た山間のまちです。北部九州有数の温泉地
を擁するとともに、「うれしの茶」や肥前
吉田焼、長崎街道の面影を残す歴史的な町
並みなど、観光資源に恵まれた地域です。
嬉野温泉は、古くから湯治場として知ら

れ、現在では肌にやさしい泉質により「美
肌の湯」として若い女性の方々に高い評価を得ています。風呂上がりのお肌のす
べすべ感は日本一の泉質と自負しています。
また、温泉を使った「嬉野温泉湯どうふ」も有名で、温泉の成分でトロトロに
なった湯豆腐をぜひご賞味ください。
2022年には新幹線の嬉野温泉駅（仮称）が開業する予定となっています。こ

れまで鉄路がなかった嬉野市に念願の新駅ができ、アクセスも容易になります。
ぜひとも嬉野市へお越しいただき、温泉でくつろぎお風呂上りにうれしの茶で

ゆったりと「うれしいひととき」を過ごしてみてはいかがでしょうか。 █百年桜
肥前吉田焼で知られる吉田地区の茶畑の丘
に、凛

りん
と立つ1本の桜。樹齢100年を超え、

高さ13㍍、枝張り 20㍍のスケールを誇る
八重のヤマザクラです

█あったかまつり（なまずの寝床）
毎年 1月下旬から 2月上旬に
開催されています。昨年は「宵
の美術館」として 432 体のラ
ンタンを展示し、幻想的な雰囲
気を醸し出しました

█嬉野温泉
炭酸水素塩泉・塩化物泉の弱アルカリ性の泉質で、皮膚の角質層を溶かしてお肌はすべ
すべしっとりとし、湯上りはさっぱり。心和み、体を癒やします

嬉野で「うれしいひととき」を

█スイーツ
長崎街道は、江戸時代に唯一の開港地だった長崎・出
島と小倉を結び、当時は貴重だった砂糖を使った菓子
屋や飴

あめ
屋が並び、「シュガーロード」と呼ばれました。

中でも、砂糖を煮溶かして鯛などの型に流し込んで固
め、表面を彩った「金花糖」は、菓子職人の手によっ
て受け継がれている貴重なものです。シュガーロード
は令和2年 6月19日に日本遺産に登録されました

█轟の滝公園
数百万年前の火山活動で出来たと
いわれる落差11㍍、滝つぼの面
積約 2500 平方㍍の滝。平坦地
にある滝としては珍しい大きさで
す。肥前風土記（8世紀）に記述
があり、昔から知られています

█
嬉
野
茶
畑

4
0
0
年
の
歴
史
を
持
つ
嬉
野
茶
。
栽
培
に

合
っ
た
良
質
な
土
壌
、
盆
地
の
地
形
に
よ
る

寒
暖
差
の
大
き
さ
、
生
葉
に
適
切
な
水
分
を

与
え
る
朝
霧
と
い
っ
た
お
い
し
い
お
茶
が
育

つ
条
件
を
備
え
て
い
ま
す

█
肥
前
吉
田
焼

4
0
0
年
前
か
ら
続
く
伝
統
産
業

で
す
。
丈
夫
で
使
い
勝
手
が
よ
い

茶
わ
ん
や
湯
の
み
、
急
須
な
ど
、

人
の
生
活
に
即
し
た
普
段
使
い
の

食
器
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
旅
の

思
い
出
に
一
つ
い
か
が
で
し
ょ
う
か

█
嬉
野
温
泉
湯
ど
う
ふ

嬉
野
温
泉
で
作
っ
た

湯
豆
腐
は
、
温
泉
成

分
で
溶
け
て
ト
ロ
ト

ロ
に
。
他
で
は
食
べ

る
こ
と
が
で
き
な
い

グ
ル
メ
で
す

█
テ
ィ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

一
杯
の
お
茶
を
求
め

て
…
。
茶
師
と
共
に

い
つ
も
と
違
う
場
所

で
味
わ
う
一
杯
が
旅

の
目
的
に
な
り
ま

す
。
新
し
い
切
り
口

で
お
茶
を
提
供
し
て

い
ま
す
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秋
田
の
夏
と
言
え
ば
、
国
重
要
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「
竿か

ん

燈と
う

」「
花
輪
ば
や
し
」「
西に

し
も
な
い

馬
音
内
盆
踊
り
」
を
は
じ
め
と

す
る
お
祭
り
や
伝
統
行
事
が
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
、
例
年
多
く

の
観
光
客
で
賑に

ぎ

わ
う
季
節
で
あ
り
ま
す
が
、
今
夏
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
そ
の
多
く
が
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
な
り
、
非
常
に
寂
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

感
染
症
の
一
日
も
早
い
収
束
を
願
い
、
来
年
こ
そ
は
、
多
く
の

方
々
に
お
出
で
い
た
だ
き
、
美
し
い
自
然
や
伝
統
文
化
と
い
っ
た

秋
田
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
国
難
と
も
言
う
べ
き
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

は
、
東
京
圏
一
極
集
中
の
負
の
側
面
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
ま

し
た
。

東
京
と
地
方
の
往
来
の
制
限
や
、
東
京
の
機
能
停
止
は
、
日
本

全
体
の
活
動
停
止
に
直
結
し
、
本
県
に
お
い
て
も
、
大
都
市
に
集

中
し
て
い
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
者
な
ど
の
往
来
が
制
限
さ
れ
た

こ
と
で
、
工
場
の
稼
働
停
止
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
企
業
も
で
て

き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
戦
略
」
に
基
づ

く
地
方
創
生
の
第
２
期
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す

が
、
国
で
は
、
第
１
期
の
取
り
組
み
の
検
証
と
し
て
、
産
業
面
に

関
し
て
は
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
も
の
の
、
一
極
集
中
の
是
正
に

つ
い
て
は
、
東
京
圏
へ
の
転
入
超
過
が
、
む
し
ろ
増
加
傾
向
に
あ

り
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

東
京
圏
一
極
集
中
は
、
産
業
振
興
や
国
土
整
備
な
ど
広
範
な
分

野
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
、
今
後
の
感
染
症
や
自
然
災
害
へ

の
備
え
と
い
う
国
家
的
な
危
機
管
理
の
見
地
か
ら
も
抜
本
的
な
改

革
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
へ
の
産
業
再
配
置
や
人
材
の

還
流
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
等
新
し
い
働
き
方
に
対
応
し
た
地
方
の

通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
、
国
に
は
、
人
口
バ
ラ
ン
ス
の
是
正

に
向
け
た
思
い
切
っ
た
政
策
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
私
た
ち
地
方
に
お
い
て
も
、
今
般
の
感
染
拡
大
を
き
っ

か
け
と
す
る
人
々
の
意
識
を
含
め
た
社
会
情
勢
の
変
化
を
し
っ
か

り
と
見
極
め
、
人
材
誘
致
な
ど
の
新
た
な
視
点
も
踏
ま
え
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

本
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
輸
送
機
産
業
の

集
積
や
大
規
模
風
力
発
電
の
事
業
化
の
ほ
か
、
農
業
産
出
額
の
伸

び
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な
る
な
ど
、
新
た
な
成
果
が
着
実
に

現
れ
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、
幅
広

い
移
住
促
進
策
等
に
よ
り
、
社
会
減
の
縮
小
に
向
け
た
改
善
の
傾

向
が
見
え
始
め
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
私
が
今
後
の
秋
田
の
創
生
を
進
め
る
上
で
重
要

視
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ
は
若
者
の
活
躍
で
す
。

い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
現
状
を
打
破
し
、
新
し
い
扉
を
開

い
て
い
く
の
は
若
者
で
す
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん

で
い
る
本
県
に
お
い
て
、
活
力
に
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
を
構
築
し

て
い
く
た
め
に
は
、
世
代
や
地
域
を
越
え
て
大
き
な
パ
ワ
ー
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
た
ら
す
若
者
の
斬
新
な
発
想
や
大
胆
な
行
動
力
を

社
会
の
幅
広
い
分
野
に
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

職
業
を
は
じ
め
と
し
て
様
々
な
も
の
が
集
中
し
、
チ
ャ
ン
ス
の

芽
が
あ
る
東
京
圏
で
活
躍
を
目
指
す
若
者
を
、
地
方
に
縛
り
つ
け

る
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
近
年
、
本
県
を
仕

事
や
生
活
の
拠
点
に
活
躍
し
て
い
る
若
者
が
増
え
て
き
て
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
後
の
社
会
経
済
情
勢
や
い
わ

ゆ
る
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
定
着
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
に
よ
り
、
こ
の
傾
向
は
拡
大
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
状
況
の
変
化
を
捉
え
な
が
ら
、「
第
２
期
あ
き
た
未

来
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
自
ら
の
未
来
、
秋
田
の
未
来
を
切
り

拓ひ
ら

こ
う
と
す
る
情
熱
を
持
ち
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
若
者
を
積
極
的
に

応
援
す
る
な
ど
の
「
人
」
へ
の
投
資
の
ほ
か
、「
稼
ぐ
力
」「
健
康
・

安
全
・
安
心
」
へ
の
投
資
と
い
う
三
つ
の
視
点
を
基
本
に
据
え
、

人
口
減
少
対
策
や
、
経
済
が
好
循
環
す
る
構
造
へ
の
転
換
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
、
特
に
若
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
発
揮

し
て
生
き
生
き
と
活
躍
し
、
将
来
に
夢
を
持
て
る
秋
田
の
創
生
の

実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

佐竹　敬久 秋田県知事

若者が活躍する秋田の創生を目指して
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特 集
は
じ
め
に

「
日
本
唯
一
」
と
「
日
本
一
」
は
似
て
い
る
よ
う
で
、

少
し
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
っ
て
い
ま
す
。「
日
本
唯

一
」
が
孤
高
の
存
在
で
あ
る
の
に
対
し
、「
日
本
一
」
の

後
ろ
に
は
同
志
や
仲
間
が
控
え
て
い
ま
す
。
競
い
合
う
か

ら
こ
そ
一
番
も
い
れ
ば
、
ビ
リ
も
い
る
わ
け
で
す
。「
日

本
唯
一
」
は
絶
対
的
な
差
別
化
で
、「
日
本
一
」
は
相
対

的
な
差
別
化
と
い
う
言
い
方
も
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
の
イ
ベ
ン
ト
は
と
き
に
多
く
の
人
を

集
め
ま
す
。
ご
当
地
グ
ル
メ
に
よ
る
地
域
お
こ
し
の
祭
典

で
あ
る
「
Ｂ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
や
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

の
総
選
挙
な
ど
が
そ
の
代
表
例
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、

本
号
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
事
例
は
、
決
し
て
メ
ジ
ャ
ー
で

は
な
い
け
れ
ど
も
、
知
恵
を
絞
っ
て
地
域
自
慢
の
た
め
に

立
ち
上
げ
ら
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
こ
な
れ
な
い
呼
び
名

で
恐
縮
で
す
が
、
と
り
あ
え
ず
は
「
地
域
資
源
訴
求
型
ラ

ン
キ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
」
と
名
付
け
て
み
ま
す
。「
地
域

資
源
訴
求
型
ラ
ン
キ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
」
に
求
め
ら
れ
る

要
素
は
、
地
域
資
源
の
ア
ピ
ー
ル
の
場
で
あ
る
こ
と
、
順

位
付
け
す
る
こ
と
、
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ

れ
る
こ
と
の
三
つ
で
す
。

政
治
学
を
専
門
と
す
る
上
田
道
明
氏
（
佛
教
大
学
）
は

論
文
の
中
で
、
地
域
資
源
の
活
用
を
巡
っ
て
は
、「
売
り

出
す
べ
き
資
源
が
な
い
」と「
売
り
出
す
た
め
の
元
手（
資

金
）
や
ス
キ
ル
が
な
い
」
と
い
う
「
２
つ
の
『
な
い
』」

が
阻
害
要
因
と
な
る
こ
と
が
多
い
と
指
摘
し
て
い
ま
す

（
上
田
道
明
「『
食
の
ま
ち
お
こ
し
』
が
示
唆
す
る
地
域
活

性
化
の
ヒ
ン
ト
」『
佛
教
大
学
社
会
学
部
論
集
』
56
号
、

２
０
０
３
年
、
79
頁
）。
前
者
は
地
域
資
源
の
有
無
の
問

題
で
あ
り
、
後
者
は
経
営
資
源
（
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、

情
報
）
の
多
寡
の
問
題
で
す
。
内
発
的
に
地
域
活
性
化
を

図
る
た
め
に
は
、
地
域
資
源
を
発
見
（
創
造
）
し
、
そ
の

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た

地
域
資
源
の
創
造
と
経
営
資
源
の
調
達

―
仲
間
を
集
め
る
新
た
な
活
性
化
モ
デ
ル
へ
の
期
待
―

大
谷
　
尚
之

宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授

筆者プロフィール

大谷 尚之氏
（おおたに・なおゆき）

宮城学院女子大学現代ビジネス学部教授
1973 年宮城県生まれ。慶應義塾大学環境情報学部卒業、
東北大学大学院農学研究科博士前期課程修了。博士（経営
学）。宇都宮大学、愛媛大学の教員を経て現職。専門は地
域マーケティング論。主な著書として、「産地組織のマネ
ジメント―『コミュニティ』と『リーダー』が創り出す新
たな地域農業―」（東北大学出版会、2009 年、単著）、「コ
ンテンツが拓く地域の可能性―コンテンツ製作者・地域社
会・ファンの三方良しをかなえるアニメ聖地巡礼―」（同
文舘出版、2018 年、共著）などがある。

キ
ラ
リ
と
光
る

わ
が
ま
ち
自
慢
の
全
国
大
会
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地
域
資
源
を
核
と
し
て
各
種
の
経
営
資
源
を
組
み
合
わ

せ
、
持
続
的
に
活
動
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

地
域
資
源
と
経
営
資
源
の
二
つ
の
側
面
か
ら
、「
地
域

資
源
訴
求
型
ラ
ン
キ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
」
の
特
徴
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
時
点
で
、

売
り
出
し
た
い
地
域
資
源
は
既
に
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
時
点
で
、
最
低
限
の
経

営
資
源
は
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
の
効
果
と
持
続
性
が
次
の
問
題
に
な
る
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
二
つ
の
事
例
を
手
が
か

り
と
し
て
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ダ
ル
メ
イ
ン
世
界
マ
ー
マ
レ
ー
ド

ア
ワ
ー
ド
＆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
日
本
大
会

松
山
市
か
ら
南
西
に
約
50
㌔
、
九
州
に
向
か
っ
て
突
き

出
た
佐
田
岬
半
島
の
付
け
根
に
位
置
す
る
愛
媛
県
八
幡
浜

市
は
、
日
本
有
数
の
み
か
ん
の
産
地
で
す
。
温
州
み
か
ん

の
生
産
量
は
県
全
体
の
約
４
割
を
占
め
、市
内
の
「
真
穴
」

「
川
上
」「
日
の
丸
」
と
い
っ
た
産
地
ブ
ラ
ン
ド
（
共
選
組

織
）
は
全
国
最
高
レ
ベ
ル
の
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
５
月
、
八
幡
浜
市
に
お
い
て
マ
ー
マ
レ
ー

ド
の
大
規
模
な
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
ダ
ル
メ

イ
ン
世
界
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
＆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
本
大
会
」（
以
下「
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
日
本
大
会
」

と
表
記
）
で
す
。「
ダ
ル
メ
イ
ン
（D

alem
ain

）」
と
は
、

英
国
湖
水
地
方
の
ペ
ン
リ
ス
市
に
あ
る
邸
宅
で
す
。
ダ
ル

メ
イ
ン
の
当
主
夫
人
で
あ
る
ジ
ェ
ー
ン
・
ヘ
ー
ゼ
ル
・
マ

コ
ッ
シ
ュ
氏
が
、
屋
敷
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
マ
ー
マ
レ
ー

ド
の
レ
シ
ピ
を
発
見
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
２

０
０
６
年
、“D

alem
ain M

arm
alade A

w
ard”

（
以

下
「
英
国
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
」
と
表
記
）
と
い
う

マ
ー
マ
レ
ー
ド
の
品
評
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在

で
は
、
世
界
約
40
カ
国
か
ら
３
０
０
０
点
以
上
の
マ
ー
マ

レ
ー
ド
が
出
品
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
品
評
会
に
合

わ
せ
て
、
ま
ち
を
あ
げ
て
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

英
国
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
（
職
人
の
部
）
に
お
い

て
、
八
幡
浜
市
在
住
の
國
分
美
由
紀
氏
が
出
品
し
た
マ
ー

マ
レ
ー
ド
が
２
０
１
７
〜
２
０
１
９
年
に
３
年
連
続
で
金

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
（
写
真
１
）。
主
催
者
で
あ
る
ジ
ェ

ー
ン
・
ヘ
ー
ゼ
ル
・
マ
コ
ッ
シ
ュ
氏
は
、
國
分
氏
を
は
じ

め
と
す
る
日
本
人
の
出
品
作
の
質
の
高
さ
や
、
原
料
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
柑か
ん

橘き
つ

の
種
類
の
豊
富
さ
に
感
心
し
、

日
本
大
会
の
開
催
を
検
討
し
ま
す
。
そ
の
意
向
を
國
分
氏

か
ら
聞
い
た
八
幡
浜
市
は
大
会
の
誘
致
に
動
き
ま
す
。
そ

し
て
、
在
英
国
日
本
大
使
館
の
協
力
や
市
長
・
市
職
員
の

努
力
に
よ
り
２
０
１
９
〜
２
０
２
１
年
の
３
回
に
わ
た
る

マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
日
本
大
会
の
誘
致
に
成
功
し
ま

し
た
。

２
０
１
９
年
の
大
会
は
、
５
月
12
〜
19
日
に
八
幡
浜
市

内
の
会
場
で
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
と
併
せ
て
開
催
さ
れ
、
２

万
人
以
上
の
来
場
者
を
集
め
ま
し
た
。
品
評
会
に
は
、
海

外
と
42
都
道
府
県
の
７
１
２
人
か
ら
１
６
１
４
の
出
品
が

あ
り
、
プ
ロ
の
部
と
ア
マ
チ
ュ
ア
の
部
に
分
け
て
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
（
図
表
１
、
写
真
２
）。
審
査
を
担
当
し

た
の
は
、
英
国
大
会
の
審
査
員
２
人
と
、
落
合
務
氏
や
陳

建
一
氏
、
鎧
塚
俊
彦
氏
な
ど
の
有
名
料
理
人
・
有
名
パ
テ

ィ
シ
エ
を
含
む
全
10
人
で
す
。

大
会
の
誘
致
を
契
機
と
し
て
、
八
幡
浜
市
は
「
マ
ー
マ

レ
ー
ド
の
ま
ち
」に
向
け
て
動
き
だ
し
ま
し
た
。
昨
年
は
、

大
会
の
主
催
者
や
審
査
員
を
地
域
ぐ
る
み
で
迎
え
、
マ
ー

マ
レ
ー
ド
教
室
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
八
幡
浜
市
在
住
者
の
出
品
数
は
２
５
３
品

（
全
体
の
約
16
％
）
に
上
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
の
き

っ
か
け
を
作
っ
た
國
分
美
由
紀
氏
は
２
０
１
９
年
12
月
に

写真１　英国マーマレードアワ
ードで金賞を獲得した國分氏の
マーマレード（瓶の中に見える
ハートはライムの皮）
画像提供：國分美由紀氏

写真２　出品作が並ぶ様子
画像提供：八幡浜市産業建設部
農林課 世界マーマレード大会
推進室

図表１　 ダルメイン世界マーマレードアワード＆フェスティバル日本大会
（2019年）の出品状況

プロの部（応募者数148名） アマチュアの部（応募者数564名）
カテゴリー 出品数 カテゴリー 出品数

かんきつ１種マーマレード 205 かんきつ１種マーマレード 300
複数かんきつのマーマレード 37 複数かんきつのマーマレード 122
ミックス・マーマレード 99 ミックス・マーマレード 181

合計 341 子供のマーマレード 16
高校生のマーマレード 27
シニアのマーマレード 69
男性のマーマレード 67
ファミリーのマーマレード 24
自家製のマーマレード 177
愛媛産のマーマレード 139
黒いマーマレード 97
料理に合うマーマレード 54

合計 1,273 
資料：八幡浜市産業建設部農林課 世界マーマレード大会推進室
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一
般
社
団
法
人
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
マ
ー
マ
レ
ー
ド
協
会
を
設
立

し
、マ
ー
マ
レ
ー
ド
の
普
及
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
事
例
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
大
会
を
き
っ
か
け
と
し
て

地
域
全
体
が
マ
ー
マ
レ
ー
ド
に
関
心
を
向
け
る
よ
う
に
な

っ
た
点
で
す
。
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
日
本
大
会
は
、

専
門
家
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
や

マ
ー
マ
レ
ー
ド
製
造
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
獲
得
と
い
っ

た
点
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

残
念
な
こ
と
に
、
２
０
２
０
年
５
月
に
開
催
予
定
だ
っ

た
２
回
目
の
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
日
本
大
会
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
２
０
２
１
年
大
会
に
続
き
、
２
０
２
２

年
大
会
も
八
幡
浜
市
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま

す
。
八
幡
浜
市
は
農
林
課
に
世
界
マ
ー
マ
レ
ー
ド
大
会
推

進
室
を
設
置
し
て
事
務
局
機
能
を
整
え
て
お
り
、
今
後
の

継
続
的
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ら
き
☆
す
た
神
輿

ラ
ン
キ
ン
グ
の
要
素
は
な
い
の
で
す
が
、
地
域
イ
ベ
ン

ト
の
興
味
深
い
事
例
と
し
て
埼
玉
県
久
喜
市
鷲
宮
（
旧
鷲

宮
町
）
の
土は

師じ

祭さ
い

を
紹
介
し
ま
す
。
埼
玉
県
の
北
東
部
に

位
置
す
る
鷲
宮
は
、
ア
ニ
メ
「
ら
き
☆
す
た
」
の
舞
台
の

モ
デ
ル
の
一
つ
で
あ
り
、「
ア
ニ
メ
聖
地
」
の
先
駆
け
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ら
き
☆
す
た
」
は
、
女
子
高

生
４
人
の
あ
り
ふ
れ
た
日
常
生
活
を
描
い
た
作
品
で
す
。

ア
ニ
メ
版
で
は
、主
要
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
双
子
の
姉
妹
は
、

鷲
宮
神
社
を
モ
デ
ル
と
す
る
「
鷹
宮
神
社
」
の
神
主
の
娘

で
、
神
社
境
内
で
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
設
定
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
鷲
宮
神
社
は
一
説
に
は
関
東
最
古
と
も
い
わ

れ
る
由
緒
あ
る
神
社
で
す
。

２
０
０
７
年
４
〜
９
月
に
ア
ニ
メ
「
ら
き
☆
す
た
」
が

放
送
さ
れ
る
と
、
ロ
ケ
地
を
知
っ
た
多
く
の
フ
ァ
ン
が
鷲

宮
神
社
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
詳
細

に
つ
い
て
は
省
略
し
ま
す
が
、
地
元
商
工
会
が
「
ら
き
☆

す
た
」
の
版
権
元
で
あ
る
角
川
書
店
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

り
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
開
発
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
（
詳
し
く
は
、大
谷
ほ
か
「
コ

ン
テ
ン
ツ
が
拓
く
地
域
の
可
能
性
」
同
文
館
出
版
、
第
４

章
な
ど
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。
そ
れ
に
よ
り
、
地
元
住

民
と
「
ら
き
☆
す
た
」
フ
ァ
ン
の
交
流
が
進
み
ま
し
た
。

鷲
宮
神
社
の
初
詣
客
は
、「
ら
き
☆
す
た
」
放
送
前
の
13

万
人
か
ら
放
送
翌
年
に
は
30
万
人
へ
と
急
増
し
、
そ
の
後

も
47
万
人
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
（
図
表
２
）。

本
号
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
て
興
味
深
い
の
が
「
ら
き
☆

す
た
神み

輿こ
し

」
で
す
。
鷲
宮
神
社
境
内
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る

「
千
貫
神
輿
」
の
渡
御
行
事
で
あ
る
土
師
祭
が
毎
年
９
月

に
開
催
さ
れ
ま
す
（
２
０
１
８
年
以
降
は
事
情
に
よ
り
開

催
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）。
２
０
０
８
年
夏
、
祭
り
の
主
催

者
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
地
元
住
民
と
「
ら
き
☆
す

た
」
フ
ァ
ン
が
協
力
し
て
「
ら
き
☆
す
た
神
輿
」
を
製
作

し
ま
し
た
。「
ら
き
☆
す
た
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
描
か

れ
た
布
で
櫓や

ぐ
らを
覆
い
、
内
側
か
ら
照
明
で
照
ら
す
形
式
の

神
輿
で
す
（
写
真
３
）。

「
ら
き
☆
す
た
神
輿
」
は
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

１
０
０
人
以
上
の
「
ら
き
☆
す
た
」
フ
ァ
ン
に
よ
っ
て
担

が
れ
、
祭
り
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。「
ら
き
☆
す

た
神
輿
」
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
町
内
に
お
け
る
「
ら
き

☆
す
た
」
フ
ァ
ン
に
対
す
る
評
価
が
高
ま
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
２
０
１
７
年
ま
で
毎
年
「
ら
き
☆

す
た
神
輿
」
の
渡
御
が
行
わ
れ
、
２
０
１
８
年
か
ら
は
地

域
内
の
別
の
祭
典
で
担
が
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２

０
１
４
年
６
月
に
は
、「
ら
き
☆
す
た
神
輿
準
備
会
」
が

発
足
し
、
フ
ァ
ン
が
主
体
と
な
っ
て
神
輿
の
運
営
を
担
う

体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
例
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
住
民
の
配
慮
に
よ
っ
て
、

地
域
外
の
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
が
祭
典
に
参
加
す
る
機
会
を

得
、
そ
れ
に
よ
り
地
域
に
新
た
な
文
化
資
源
が
生
ま
れ
た

点
で
す
。
近
年
は
、
千
貫
神
輿
と
「
ら
き
☆
す
た
神
輿
」

写真3　らき☆すた神輿
画像提供：久喜市商工会鷲宮支所

図表2　鷲宮神社の初詣客数

資料：関係者への聞き取り調査により作成
注： 初詣客数は関係者による概算。2007年の客数を9万人とする資料
もある
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の
共
演
が
土
師

祭
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
と
な
っ

て
い
ま
し
た

（
写
真
４
）。
住

民
の
ほ
と
ん
ど

は
別
に
「
ら
き

☆
す
た
」
が
好

き
だ
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、

偏
見
を
持
た
ず

に
「
ら
き
☆
す

た
」
フ
ァ
ン
を
受
け
入
れ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の

最
大
の
象
徴
が
、「
ら
き
☆
す
た
神
輿
」
で
す
。
テ
レ
ビ

ア
ニ
メ
放
送
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
で
も
、
フ

ァ
ン
と
地
域
住
民
と
の
関
係
は
続
い
て
い
ま
す
。

地
域
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た

経
営
資
源
の
調
達

身
も
蓋
も
な
い
言
い
方
で
す
が
、
経
営
資
源
の
代
表
的

要
素
は
、「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」「
カ
ネ
」「
情
報
」
だ
と
さ
れ

ま
す
。
一
般
に
、
こ
れ
ら
の
資
源
は
大
企
業
や
都
会
に
集

ま
り
、
中
小
零
細
企
業
や
地
方
に
は
乏
し
い
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
乏
し
い
か
ら
と
い
っ
て
何
も
し
な

い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
本
稿
で
紹
介
し
た
二
つ
の
事

例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
知
恵
を
絞
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は

地
域
外
か
ら
経
営
資
源
を
調
達
す
る
手
段
に
な
り
え
ま

す
。鷲

宮
で
は
、「
ら
き
☆
す
た
」
の
舞
台
の
モ
デ
ル
に
な

っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、地
域
住
民
と
「
ら
き
☆
す
た
」

フ
ァ
ン
が
交
流
を
深
め
、「
ら
き
☆
す
た
神
輿
」
の
製
作

と
祭
典
へ
の
参
加
を
実
現
し
ま
し
た
。
神
社
や
神
輿
と
い

う
既
存
の
地
域
資
源
（
モ
ノ
）
を
核
に
、「
ら
き
☆
す
た
」

フ
ァ
ン
の
マ
ン
パ
ワ
ー
（
ヒ
ト
）
と
彼
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
、
継
続
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。

八
幡
浜
市
の
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
日
本
大
会
は
、

ラ
ン
キ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴
を
明
確
に
表
し
て
い
ま

す
。品
評
会
形
式
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
こ
と
に
よ
り
、

国
内
外
の
著
名
な
審
査
員
と
、
全
国
各
地
か
ら
７
０
０
人

以
上
の
出
品
者
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
審
査

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
入
賞
を
目
指
し
て
真
剣
に
応
募
す
る

わ
け
で
す
。
八
幡
浜
市
は
、
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
日

本
大
会
の
開
催
を
通
し
て
、
柑
橘
類
と
い
う
全
国
屈
指
の

地
域
資
源
（
モ
ノ
）
を
核
に
、
地
域
内
外
の
専
門
家
や
料

理
愛
好
家
（
ヒ
ト
）
と
彼
・
彼
女
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
（
情
報
）

を
集
め
た
と
い
え
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
、
地
域
住
民

の
マ
ー
マ
レ
ー
ド
に
対
す
る
関
心
も
高
め
つ
つ
あ
り
、
将

来
的
に
は
地
域
資
源
と
し
て
の
ヒ
ト
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
イ

ベ
ン
ト
の
継
続
開
催
を
目
指
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

二
つ
の
事
例
を
踏
ま
え
て
、「
地
域
資
源
訴
求
型
ラ
ン

キ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
」
を
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め

の
筋
道
を
仮
説
的
に
示
し
て
み
ま
す
。〈
地
域
資
源
の
発

見
・
創
造
↓
イ
ベ
ン
ト
化
↓
経
営
資
源
（
ヒ
ト
、
モ
ノ
、

カ
ネ
、
情
報
）
の
調
達
・
活
用
↓
地
域
文
化
の
創
造
〉
と

い
う
流
れ
で
す
。

地
域
資
源
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
じ
て
、

既
存
の
地
域
資
源
と
地
域
内
外
の
経
営
資
源
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
継
続
的
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ

り
、
地
域
資
源
の
ア
ピ
ー
ル
と
経
営
資
源
の
蓄
積
を
期
待

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
住
民
の
理
解
が
深
ま

り
、
地
域
の
生
活
文
化
と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
が
視
野
に
入
っ
て
く
る

も
の
と
思
い
ま
す
。「
地
域
資
源
訴
求
型
ラ
ン
キ
ン
グ
・

イ
ベ
ン
ト
」
は
短
期
的
な
経
済
効
果
の
追
求
よ
り
も
、
中

長
期
的
な
経
営
資
源
の
蓄
積
と
地
域
文
化
の
醸
成
を
目
標

と
し
た
方
が
そ
の
力
を
発
揮
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
本
号
が
取
り
上
げ
る
事
例

は
い
く
つ
か
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
第
一
に
、
地

域
資
源
の
発
見
と
経
営
資
源
の
調
達
を
同
時
に
実
現
す
る

可
能
性
で
す
。
こ
れ
は
、冒
頭
に
引
用
し
た
「
２
つ
の
『
な

い
』」
を
克
服
す
る
手
が
か
り
に
な
り
え
ま
す
。
第
二
に
、

競
い
合
う
こ
と
の
効
用
で
す
。良
い
競
争
は
努
力
を
促
し
、

優
れ
た
者
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。
一
番
も
ビ

リ
も
、同
じ
目
標
に
向
か
う
同
志
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
を
越
え
た
横
の
展
開
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

人
口
減
少
や
財
政
の
ひ
っ
迫
が
進
む
中
で
、
地
域
の
自

立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、「
地
域
の
自
立
」

や
「
地
域
主
義
」
と
い
う
と
、
い
さ
さ
か
教
条
的
で
孤
立

し
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
現
代
で
は
、
リ

ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
の
交
流
を
前
提
に
も
う
少
し
緩
く
構

え
た
方
が
う
ま
く
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
各
地

が
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
て
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
れ
ば
、
交
流
が
進
み
ま
す
。
そ
の
過
程
で
、
経
営
資

源
を
蓄
積
し
た
り
、
地
域
文
化
を
醸
成
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
新
し
い
地
域
活
性
化
の
モ
デ
ル
を

示
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

写真 4　土師祭での「らき☆すた神輿」と千貫神輿の共演（奥
が「らき☆すた神輿」）
画像提供：久喜市商工会鷲宮支所
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特 集
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
と
は

２
０
０
０
年
２
月
に
青
森
県
が
策
定
し
た
「
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
21
世
紀
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
を
担
う
人
づ
く
り
を
目
的
に
高
校
生
を
対
象
に
し
た

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
初
年
度
は
北
東
北
３
県
（
青
森
県
、
岩
手
県
、
秋
田

県
）
を
対
象
に
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
大
き
な
反
響

が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
対
象
を
全
国
に
拡
大
し
て
２
０

０
１
年
に
「
全
国
高
等
学
校
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
選

手
権
大
会
」（
通
称
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
」）
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
12
月
に
は
事
務
局
を
青
森

県
庁
か
ら
弘
前
商
工
会
議
所
に
移
し
、
弘
前
商
工
会
議
所

と
青
森
県
、
弘
前
市
、
青
森
県
ア
パ
レ
ル
工
業
会
で
実
行

委
員
会
を
組
織
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
を
運
営
し
て

い
ま
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
は
、
そ
の
名
の
通
り
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
性
と
デ
ザ
イ
ン
性
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
が
、
出

場
し
て
い
る
の
は
デ
ザ
イ
ン
系
学
科
の
生
徒
ば
か
り
で
は

◆◆◆

あ
り
ま
せ
ん
。
普
通
高
校
、
工
業
高
校
、
総
合
高
校
、
農

業
高
校
、
特
別
支
援
学
校
ま
で
幅
広
い
層
の
生
徒
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
デ
ザ
イ
ン
画
に
よ
る
１
次
審
査
を
行

い
、こ
れ
を
通
過
し
た
チ
ー
ム
は
実
際
に
衣
装
を
制
作
し
、

大
勢
の
観
客
の
前
で
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
形
式
に
よ

る
最
終
審
査
で
上
位
を
競
い
ま
す
。
１
次
審
査
に
は
毎
年

約
３
０
０
０
枚
の
応
募
が
あ
り
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
画
で
あ

っ
て
も
、
衣
装
を
仕
立
て
る
と
き
に
使
用
す
る
生
地
の
イ

メ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ
ン
に
落
と
し
込
ん
で
い
る
作
品
が
多

く
、
高
校
生
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
弘
前
で
？

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
は
昨
年
の
開
催
で
19
回
目
を
迎

え
ま
し
た
が
、
初
対
面
の
人
に
ほ
ぼ
１
０
０
％
聞
か
れ
る

の
が
「
ど
う
し
て
青
森
・
弘
前
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
の
で

す
か
」
と
い
う
質
問
で
す
。
弘
前
市
は
江
戸
時
代
に
津
軽

藩
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
第
２
次
世
界
大
戦
後
は
東
北

初
の
百
貨
店
「
か
く
は
宮
川
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
（
１
９

◆◆◆

７
８
年
に
閉
店
）
な
ど
、
東
北
圏
内
で
は
流
行
に
敏
感
な

気
質
を
持
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
度
の
高
い
街
で
す
。
弘

前
市
内
お
よ
び
周
辺
一
帯
の
津
軽
地
方
に
は
高
い
技
術
力

を
持
つ
縫
製
工
場
が
数
多
く
立
地
し
、
国
内
の
み
な
ら
ず

国
際
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
着
用
す
る
衣
装
を
手
掛
け
て

い
る
工
場
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
土
地
柄
も
あ
り
、
２

０
０
０
年
当
時
の
青
森
県
知
事
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
を
決
め
た
際
に
弘
前
の
地
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

地
域
に
根
差
し
た
大
会
を
目
指
し
て

北
東
北
３
県
大
会
も
含
め
る
と
20
年
間
、
弘
前
市
で
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
継
続
は
力

な
り
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
が
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
大
会
の
認
知
度
は
上
が
り
、
今
で
は
毎
年
の
よ
う

に
最
終
審
査
会
の
会
場
へ
足
を
運
ん
で
く
れ
る
弘
前
市
民

や
青
森
県
民
が
大
勢
い
ま
す
。
昨
年
開
催
さ
れ
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
甲
子
園
２
０
１
９
最
終
審
査
会
で
来
場
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
約
３
割
が
３
回
以
上
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
を
観
覧
し
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
ま

し
た
。
観
覧
さ
れ
た
人
か
ら
は「
今
年
も
良
か
っ
た
よ
！
」

「
ま
た
来
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
！
」
と
声
を
掛
け
て

も
ら
う
こ
と
も
あ
り
、
大
変
励
み
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
「
弘
前
市
民
だ
け
ど
娘
が
出
場
す

る
こ
と
に
な
っ
て
初
め
て
知
っ
た
」「
会
場
ま
で
の
タ
ク
シ

ー
の
中
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
の
話
を
し
た
が
、
運
転

手
は
開
催
を
知
ら
な
い
よ
う
だ
っ
た
」
と
い
う
声
も
あ
り
、

周
知
・
Ｐ
Ｒ
面
で
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
実
行
委
員
会
で
は
、弘
前
市
民
、

青
森
県
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
、
弘
前
市
内
や
周
辺
地
域

◆◆◆

青
森
県
弘
前
市

キ
ラ
リ
と
光
る

わ
が
ま
ち
自
慢
の
全
国
大
会

吉
澤
　
佳
苗

弘
前
商
工
会
議
所
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン 

甲
子
園
実
行
委
員
会
事
務
局

―
流
行
に
敏
感
な
東
北
の
地
・
弘
前
で
20
年
―

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
学
ぶ
高
校
生
の
「
甲
子
園
」
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の
商
業
施
設
で
最
終
審
査
会
に
出
場
す
る
全
作
品
の
デ
ザ

イ
ン
画
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
５
年
前
か
ら
は
、
弘

前
市
を
中
心
に
私
鉄
路
線
を
運
営
す
る
鉄
道
会
社
の
協
力

を
得
て
、
電
車
の
車
両
内
で
も
デ
ザ
イ
ン
画
の
展
示
を
行

っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
へ
の
興
味
・
関
心
を
高

め
て
も
ら
う
た
め
、
青
森
県
内
の
学
生
や
一
般
の
方
を
対

象
に
し
た「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
お
仕
事
最
前
線
セ
ミ
ナ
ー
」

も
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
普
段
な
か
な

か
接
す
る
機
会
の
な
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
で
活
躍
し
て

い
る
人
を
講
師
に
迎
え
、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
に
は
ど

の
よ
う
な
仕
事
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
基
本
的
な
内
容
を

は
じ
め
、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
の
現
状
」「
関
連
企
業
の

求
め
る
人
材
」
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
を
志
す
若
い
人
材
に
対
し
て
、

よ
り
現
実
的
な
目
標
を
設
定
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
15
回
（
年
１
回
）
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
を
務
め
る
の
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

他
に
も
、
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
服
作
り
を
し
て
い
る
会
社

や
、
近
年
進
化
が
目
覚
ま
し
い
制
作
過
程
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
の
代
表
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
将
来

の
視
野
が
広
が
っ
た
」「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
っ
て
も
い

ろ
い
ろ
な
職
種
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
」
と
い
う
コ
メ
ン

ト
を
も
ら
う
な
ど
、
毎
回
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

今
年
度
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
は
第
20
回
と
い
う
節

目
の
大
会
に
な
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
世
界
的
に
流

◆◆◆

行
が
拡
大
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
）
の
影
響
で
中
止
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
約
20
年
に
わ
た
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
を

開
催
し
、
過
去
の
出
場
者
の
中
に
は
現
在
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
活
躍
す
る
Ｏ
Ｇ
や
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
の
出
場

を
契
機
に
服
飾
の
道
へ
進
み
、
夢
を
実
現
し
た
Ｏ
Ｇ
も
い

ま
す
。
ま
た
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
の
優
勝
校
に
は
副

賞
と
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
本
場
・
パ
リ
で
の
研
修
旅
行

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
機
会
も
創
出
し
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
今
年
度
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
は
中

止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
後
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
世
界
を
志
す
高
校
生
を
応
援
し
、
高
校
生
の
夢
を
実
現

す
る
た
め
の
一
助
を
担
う
大
会
と
な
る
よ
う
に
邁ま

い

進し
ん

し
て

ま
い
り
ま
す
。

全国から応募のあったデザイン画

ファッションのお仕事最前線セミナーの様子

ファッション甲子園 2019 優勝作品（岡山県立岡山南高校）
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き
っ
か
け
は
雑
誌
の
コ
ラ
ム

大
町
市
は
、
長
野
県
の
北
西
部
、
松
本
平
の
北
に
位
置

し
、
西
部
一
帯
に
峻

し
ゅ
ん

険け
ん

な
北
ア
ル
プ
ス
山
岳
を
連
ね
て
い

ま
す
。
市
街
地
の
標
高
は
７
０
０
㍍
余
り
。
典
型
的
な
内

陸
性
の
気
候
で
、
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
映
す
仁
科
三
湖

や
清せ

い

冽れ
つ

な
河
川
な
ど
、
四
季
折
々
の
変
化
に
富
ん
だ
美
し

く
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
立
山
黒
部
ア

ル
ペ
ン
ル
ー
ト
や
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
を
は
じ

め
多
く
の
観
光
資
源
も
有
し
、
年
間
３
０
０
万
人
を
超
え

る
観
光
客
が
訪
れ
る
山
岳
観
光
都
市
で
す
。

大
町
市
で
は
、
平
成
５
年
度
に
「
ア
ル
プ
ス
囲
碁
村
構

想
」
を
提
唱
し
、
日
本
棋
院
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
全
国
初
の
試
み
と
な
る
「
囲
碁
村

づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
全
国
の

囲
碁
フ
ァ
ン
の
中
で
「
ア
ル
プ
ス
囲
碁
村
＝
大
町
市
」
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
が
、
著
名
な
プ
ロ
棋
士
を
輩
出
し

◆◆◆

た
わ
け
で
も
、
碁
石
や
碁
盤
な
ど
の
産
地
で
も
な
い
大
町

市
が
、
な
ぜ
囲
碁
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ア
ル
プ
ス
囲
碁
村
構
想
が
提
唱
さ
れ
た
当
時
は
、
全
国

各
地
の
自
治
体
に
お
い
て
、「
ふ
る
さ
と
創
生
１
億
円
事

業
」
を
活
用
し
、
温
泉
開
発
や
話
題
と
な
る
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
制
作
な
ど
「
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
個
性
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」「
ユ
ニ
ー
ク
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
た
取
り
組
み
が
盛
ん
で
し
た
。

大
町
市
で
も
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
用
し
た
「
個
性

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
心
豊
か
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
模
索
す
る
中
、
あ
る
囲
碁
雑
誌
の
コ
ラ
ム
が
目
に
と
ま

り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
「
首
都
圏
か
ら
３
時
間
程
度
で
行

け
る
宿
泊
施
設
や
温
泉
が
あ
る
観
光
資
源
の
豊
か
な
地

で
、
全
国
の
囲
碁
フ
ァ
ン
が
集
い
、
好
き
な
だ
け
碁
が
打

て
る
夢
の
よ
う
な
場
所
が
欲
し
い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
北
ア
ル
プ
ス
の
壮
大
な
景
観
に
加
え
、
黒
部
ダ
ム
や

仁
科
三
湖
、
温
泉
施
設
な
ど
の
豊
富
な
観
光
資
源
が
あ
る

大
町
市
は
、
ま
さ
に
囲
碁
フ
ァ
ン
が
求
め
る
夢
の
よ
う
な

場
所
に
ぴ
っ
た
り
と
、
日
本
棋
院
に
名
乗
り
を
上
げ
た
こ

と
が
始
ま
り
で
す
。

囲
碁
は
、
誰
に
で
も
楽
し
め
る
簡
単
な
ル
ー
ル
な
が
ら

奥
行
き
の
深
い
知
的
な
ゲ
ー
ム
で
す
。
し
か
も
、
単
に
ゲ

ー
ム
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
と

い
わ
れ
る
囲
碁
は
、
人
間
形
成
や
人
材
育
成
に
非
常
に
役

立
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
町
市
も
「
ま
ち
づ
く
り
は
人

づ
く
り
か
ら
」
と
い
う
視
点
に
立
ち
、「
囲
碁
を
学
ぶ
」

の
で
な
く
「
囲
碁
に
学
ぶ
、
囲
碁
で
学
ぶ
」
と
い
う
考
え

方
を
も
と
に
、
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
や
小
学
校
を
中

心
に
行
わ
れ
る
普
及
啓
発
活
動
を
通
し
て
人
づ
く
り
に
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ア
ル
プ
ス
囲
碁
村
ま
つ
り
の
開
催

「
パ
チ
ッ
、
パ
チ
ッ
」。
普
段
は
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
声

が
響
く
総
合
体
育
館
の
大
ア
リ
ー
ナ
に
、
老
若
男
女
が
碁

石
を
打
つ
音
が
…
。

３
０
０
０
㍍
級
の
山
々
が
連
な
る
北
ア
ル
プ
ス
の
山
肌

に
特
徴
的
な
雪
形
が
現
れ
、
山
麓
の
木
々
に
は
青
々
と
し

た
若
葉
が
繁
る
５
月
下
旬
、
大
町
市
で
は
春
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
る
「
ア
ル
プ
ス
囲
碁
村
ま
つ
り
」
の
幕
が
上
が

り
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
温
泉
宿
に
宿
泊
し
、
憧
れ
の
プ
ロ

棋
士
か
ら
指
導
碁
が
受
け
ら
れ
る
前
夜
祭
と
、
長
野
県
知

事
杯
・
大
町
市
長
杯
を
目
指
し
て
ク
ラ
ス
別
で
対
戦
す
る

囲
碁
大
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
８
年
、
世
界
ア

マ
チ
ュ
ア
囲
碁
選
手
権
戦
が
大
町
市
で
行
わ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
て
第
１
回
大
会
を
開
催
し
、
回
を
重
ね
て
昨
年
第

◆◆◆

長
野
県
大
町
市

キ
ラ
リ
と
光
る

わ
が
ま
ち
自
慢
の
全
国
大
会

西
條
　
哲
也

大
町
市
総
務
部
企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係 

主
任

北
ア
ル
プ
ス
山
麓
で

 

全
国
初
の
囲
碁
村
づ
く
り

―
知
事
杯
・
市
長
杯
目
指
し
２
０
０
人
参
戦
―
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19
回
を
迎
え
ま
し
た
。

前
夜
祭
で
は
、
毎
年
参
加
し
て
い
た
だ
く
二
十
四
世
本

因
坊
秀
芳
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
総
勢
８
人
の
プ
ロ
棋
士

に
よ
る
指
導
碁
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
中
高
年
ま
で

の
愛
好
者
を
相
手
に
熱
心
な
指
導
が
行
わ
れ
、
白
熱
す
る

あ
ま
り
終
了
時
間
を
超
え
て
も
指
導
が
続
け
ら
れ
る
ほ
ど

で
し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
「
二
十

四
世
本
因
坊
秀
芳
か
ら
の
挑
戦
状
」（
詰
碁
）
に
大
勢
の

方
が
参
加
。「
全
問
正
解
者
は
ア
マ
５
〜
６
段
に
相
当
す

る
」（
秀
芳
先
生
）
と
い
う
難
易
度
の
高
い
挑
戦
状
と
な

り
ま
し
た
が
、
予
想
以
上
に
当
選
者
は
多
く
、
参
加
者
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
見
事
に
全
問
正
解

し
た
23
人
の
中
か
ら
抽
選
で
10
人
に
、
参
加
プ
ロ
棋
士
全

員
の
サ
イ
ン
色
紙
や
、
地
元
の
銘
菓
「
雷
鳥
の
里
」
が
秀

芳
先
生
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

普
段
は
経
験
で
き
な
い
プ
ロ
棋
士
と
の
交
流
に
加
え
、

１
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
囲
碁
村
の
仲
間
と
大
町
市
の
銘
酒

に
舌
鼓
を
打
ち
、
北
ア
ル
プ
ス
の
麓
の
天
然
温
泉
で
癒
や

さ
れ
る
ひ
と
と
き
は
、
ま
さ
に
至
福
の
時
間
と
な
り
ま
し

た
。翌

日
は
、
市
総
合
体
育
館
で
「
長
野
県
知
事
杯
・
大
町

市
長
杯
争
奪
囲
碁
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
首
都
圏
は
も
と

よ
り
遠
く
は
福
岡
県
や
広
島
県
な
ど
全
国
各
地
か
ら
約
２

０
０
人
が
参
加
す
る
中
、
地
元
・
大
町
岳
陽
高
校
の
生
徒

が
選
手
宣
誓
を
行
い
、
各
階
級
に
分
か
れ
て
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
囲
碁
普
及
の
試
み
と
し
て
、
市
内
の
年
長
児
と

保
護
者
を
対
象
に
、
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
囲
碁
入
門
教
室
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
10
組
の
親
子
が
参
加
し
プ
ロ
棋
士
の

温
か
い
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
熱
心
に
囲
碁
を
学
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
若
い
囲
碁

愛
好
者
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

交
流
の
輪
の
さ
ら
な
る
拡
大
へ

近
年
、
ア
ル
プ
ス
囲
碁
村
ま
つ
り
参
加
者
は
、
各
地
で

開
催
さ
れ
る
様
々
な
囲
碁
大
会
の
影
響
や
、
愛
好
者
の
高

齢
化
に
伴
い
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
人

と
人
と
の
間
の
距
離
を
保

つ
取
り
組
み
も
、
膝
を
突

き
合
わ
せ
て
碁
石
を
打
つ

囲
碁
の
世
界
に
と
っ
て
少

な
か
ら
ず
影
響
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
す
る
囲
碁
の

普
及
活
動
を
通
じ
、
今
後

も
「
ま
ち
づ
く
り
の
原
点

は
人
づ
く
り
」
と
の
認
識

の
も
と
、
さ
ら
な
る
交
流

の
輪
の
拡
大
に
つ
な
げ
る

べ
く
、
ア
ル
プ
ス
囲
碁
村

の
活
動
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

◆◆◆

プロ棋士による親子囲碁入門教室

憧れのプロ棋士と記念撮影

白熱したプロ棋士による指導碁
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手
話
は
言
語
だ

手
話
は
言
語
だ
。
７
年
前
、
こ
の
小
さ
な
鳥
取
県
で
全

国
に
先
駆
け
て
、
手
話
を
言
語
と
し
て
認
め
、
ろ
う
者
や

そ
の
関
係
者
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
「
鳥
取
県
手

話
言
語
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
。

同
条
例
で
は
、
県
に
お
け
る
手
話
の
普
及
に
関
し
て
基

本
理
念
を
定
め
、
県
、
市
町
村
、
県
民
お
よ
び
事
業
者
の

責
務
や
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
ろ
う
者
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
ろ
う
者
と
ろ
う
者
以
外
の
者
が
お
互
い
を
理
解
し
共

生
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

本
県
が
全
国
で
初
め
て
手
話
言
語
条
例
を
制
定
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
今
で
は
３
０
０
を
超
え
る
自
治
体
で

制
定
さ
れ
、「
手
話
は
言
語
」
と
い
う
認
識
が
全
国
に
広

が
っ
て
き
て
い
る
。

た
だ
、
実
際
に
多
く
の
方
に
手
話
を
広
め
て
い
く
た
め

に
は
ど
う
す
る
べ
き
か
。
こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
加
速

さ
せ
る
た
め
に
、「
手
話
の
聖
地
」
と
な
っ
た
鳥
取
県
で

◆◆◆

何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

も
う
ひ
と
つ
の
「
甲
子
園
」

手
話
を
広
め
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
。そ
の
ひ
と
つ
は
、

若
い
人
に
い
か
に
手
話
を
浸
透
さ
せ
る
か
だ
。
若
い
人
が

情
熱
を
持
ち
、真
剣
に
取
り
組
む
た
め
の
目
標
が
あ
れ
ば
、

手
話
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
目
標
と
す
べ
く
、
鳥
取
県
で
全
国
の
高
校
生
が
集
ま
る

手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
大
会
を
開
催
し
よ
う
！
　
そ
れ

が
「
全
国
高
校
生
手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園
」
だ
。

今
年
で
第
７
回
目
と
な
る
こ
の
大
会
に
は
、
全
国
各
地

か
ら
多
く
の
学
校
が
挑
戦
し
て
い
る
。
中
に
は
「
こ
の
大

会
に
出
場
す
る
た
め
に
○
○
高
校
に
入
っ
た
」
と
い
う
声

も
あ
る
。
私
が
思
っ
て
い
た
以
上
に
、
高
校
生
に
と
っ
て

は
大
き
な
目
標
の
大
会
に
な
っ
て
お
り
、
高
校
生
が
目
指

す
も
う
ひ
と
つ
の
「
甲
子
園
」
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

全
国
高
校
生
手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園
は
そ
の
名

の
と
お
り
、
手
話
言
語
を
使
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披

露
す
る
大
会
だ
。
ダ
ン
ス
や
演
劇
に
限
ら
ず
、
歌
唱
、
漫

◆◆◆

才
、
コ
ン
ト
な
ど
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
れ
ば
ジ
ャ
ン

ル
を
問
わ
な
い
。
参
加
す
る
高
校
生
が
楽
し
み
、
情
熱
を

持
っ
て
取
り
組
め
る
も
の
で
あ
れ
ば
何
で
も
い
い
。

実
際
に
昨
年
度
の
大
会
で
は
、
ダ
ン
ス
、
演
劇
、
ポ
エ

ム
、
歌
唱
、
コ
ン
ト
な
ど
演
技
内
容
は
多
岐
に
及
ん
だ
。

ど
の
チ
ー
ム
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
真
剣
そ
の
も
の
で
、

こ
の
大
会
に
懸
け
て
き
た
思
い
が
表
現
さ
れ
た
素
晴
ら
し

い
も
の
だ
っ
た
。
最
後
に
は
順
位
が
つ
い
て
し
ま
う
も
の

の
、
本
大
会
に
出
場
し
た
チ
ー
ム
、
予
選
に
参
加
し
た
チ

ー
ム
全
て
が
輝
い
て
い
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
汗
や
涙
を
流
し
て
努
力
し
た
結
晶
と
し
て

披
露
さ
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
観
覧
者
の
心
を
動
か

し
、
感
動
を
呼
ぶ
。
同
世
代
の
高
校
生
は
も
ち
ろ
ん
、
世

代
を
超
え
、
手
話
の
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
大
会
を
通
じ
た
交
流
は
、
高
校
生
た
ち
の

成
長
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
予
選
参
加
チ
ー
ム
や
本
大

会
出
場
チ
ー
ム
の
中
に
は
、
聴
覚
障
が
い
者
を
対
象
と
す

る
特
別
支
援
学
校
と
そ
の
他
の
学
校
で
構
成
す
る
合
同
チ

ー
ム
が
あ
る
。
聞
こ
え
る
人
、
聞
こ
え
な
い
人
が
一
緒
に

な
っ
て
日
々
努
力
し
、
一
つ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
つ
く

り
上
げ
て
い
く
。
お
互
い
を
理
解
し
、
尊
重
し
合
う
こ
と

で
次
の
一
歩
に
つ
な
が
る
。

中
に
は
、
大
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
、
も
っ
と
ろ
う
者

の
こ
と
を
理
解
し
た
い
、
交
流
し
た
い
と
勉
強
を
続
け
て

い
る
生
徒
も
い
る
と
聞
く
。
そ
う
い
っ
た
先
輩
た
ち
の
姿

を
見
た
後
輩
た
ち
に
そ
の
気
持
ち
が
つ
な
が
り
、
ま
た
大

会
を
目
指
し
て
努
力
す
る
。
全
国
高
校
生
手
話
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
甲
子
園
を
き
っ
か
け
と
し
て
様
々
な
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
、
手
話
の
裾
野
が
若
い
人
た
ち
に
広
が
っ
て
い
る

と
感
じ
る
。

鳥
取
県

キ
ラ
リ
と
光
る

わ
が
ま
ち
自
慢
の
全
国
大
会

米
澤
　
章

鳥
取
県
福
祉
保
健
部
さ
さ
え
あ
い
福
祉
局

障
が
い
福
祉
課
社
会
参
加
推
進
室

（
手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園
実
行
委
員
会
事
務
局
）
係
長

―
全
国
の
高
校
生
が
手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
挑
戦
―

「
手
話
の
聖
地
」
で
は
じ
け
る
熱
い
想
い
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高
校
生
主
体
の
大
会
運
営

こ
の
大
会
は
「
手
話
言
語
」
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

焦
点
を
当
て
た
大
会
で
、そ
の
主
役
は
も
ち
ろ
ん
高
校
生
だ
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
高
校
生
の
ほ
か
に
も
、

応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
広
報
を
中
心
に
大
会
を
盛
り
上

げ
る
高
校
生
、
自
分
た
ち
が
作
っ
た
商
品
を
マ
ル
シ
ェ
で

販
売
す
る
高
校
生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
大
会
の
運
営

を
補
助
す
る
高
校
生
な
ど
の
参
加
を
促
し
、
高
校
生
主
体

の
大
会
運
営
を
目
指
し
て
い
る
。

昨
年
度
か
ら
は
、
司
会
者
の
１
人
を
高
校
生
に
担
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
。こ
の
高
校
生
は
一
か
ら
手
話
を
勉
強
し
、

◆◆◆

ペ
ア
の
司
会
者
に
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
も
立

派
に
や
り
切
っ
た
。
こ
の
大
会
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
高
校

生
全
て
が
、
本
当
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
こ

と
が
大
会
の
成
功
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

大
会
の
力
に
な
り
た
い
と
高
校
生
が
主
体
と
な
っ
て
動

い
て
く
れ
る
こ
と
で
、
同
年
代
の
学
生
や
そ
の
保
護
者
な

ど
多
く
の
世
代
の
心
に
響
く
。
そ
の
純
粋
な
気
持
ち
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
我
々
は
こ
れ
ま
で
参
加
し
た
こ
と
の
な

い
地
域
の
学
校
に
も
積
極
的
に
参
加
を
促
し
、
全
国
に
手

話
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た
め
の
努
力
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

最
後
に

◆◆◆

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
高
校
生
た

ち
も
行
動
を
制
限
さ
れ
、
全
国
的
な
活
躍
の
場
を
奪
わ
れ

て
い
る
。
特
に
最
後
の
大
会
に
向
け
努
力
を
重
ね
て
き
て

い
た
最
終
学
年
の
生
徒
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
、
本
当
に

胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
だ
。

こ
の
全
国
高
校
生
手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園
に
つ

い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、
計
画
ど

お
り
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
が
、
こ
の
大
会
に

出
場
し
よ
う
と
努
力
し
て
き
た
生
徒
の
気
持
ち
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
状
況
に
応
じ
た
可
能
な
形
で
開
催

す
る
方
針
だ
。
高
校
生
た
ち
が
青
春
を
懸
け
て
努
力
し
た

成
果
を
披
露
す
る
場
と
な
る
よ
う
、
関
係
者
と
力
を
合
わ

せ
て
大
会
を
成
功
さ
せ
た
い
。

【日本財団賞】米子東高等学校パフォーマンス

【準優勝】奈良県立ろう学校パフォーマンス

【優勝】真和志高等学校パフォーマンス
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出
の
年
１
回
の
大
行
事
で
す
。
ヨ
バ
レ
と
い
う
近
親
者
、

ご
近
所
さ
ん
を
お
呼
び
し
御
膳
を
出
す
と
い
う
風
習
が
今

も
残
っ
て
い
て
、
こ
れ
に
は
誰
が
顔
を
出
し
て
も
よ
い
と

い
う
素
晴
ら
し
い
習
慣
が
あ
り
、
私
も
初
め
て
ヨ
バ
レ
に

闖
入
し
た
時
は
「
祭
り
だ
か
ら
」
と
あ
た
た
か
く
も
て
な

さ
れ
た
よ
い
想
い
出
が
残
っ
て
い
ま
す
。
小
型
の
も
の
か

ら
16
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
キ
リ
コ
が
５
台
も
出
る
壮
観
な

も
の
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
日
本
で
も
有
数
な
催
事
だ

と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
人
口
減
少
に
よ
っ
て
や
め

地
域
お
こ
し
の
起
爆
剤
と
な
る
イ
ベ
ン
ト

さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
美
術
家
が
地
域
に
入
り
、
地
域

の
歴
史
、
生
活
、
祭
、
儀
式
、
食
事
、
道
具
、
産
業
な
ど

の
特
色
を
生
か
し
て
作
品
を
つ
く
る
、
そ
の
過
程
の
活
動

な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
多
く
の
人
が
集
ま
る
芸
術
祭
を
、

現
在
５
つ
の
地
域
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
私
の
仕

事
の
中
心
で
す
。
地
域
型
、
あ
る
い
は
ツ
ア
ー
型
芸
術
祭

と
い
わ
れ
て
い
て
、
み
ん
な
３
年
に
１
回
の
、
つ
ま
り
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
、

新
潟
県
十
日
町
市
・
津
南
町
の
「
大
地
の
芸
術
祭
」、
12

の
島
を
会
場
と
す
る
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」、
千
葉
県

市
原
市
の
「
房
総
里
山
芸
術
祭
い
ち
は
ら
ア
ー
ト
×
ミ
ッ

ク
ス
」、長
野
県
大
町
市
の
「
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
」、

石
川
県
珠
洲
市
の
「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
」
で
す
。

私
は
９
年
前
か
ら
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
ふ

る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
」
の
審
査
員
を
や
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
永
年
続
い
て
い
る
神
事
や
祭

り
、
地
域
お
こ
し
の
起
爆
剤
に
な
る
べ
く
工
夫
し
頑
張
っ

て
き
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
で
は
、
主
と
し
て
９
月
と
10
月
に

１
０
０
を
超
え
る
集
落
で
連
日
行
わ
れ
て
い
る
「
キ
リ
コ

祭
り
」
や
、
そ
の
な
か
で
行
わ
れ
る
「
ヨ
バ
レ
」
と
い
う

各
家
庭
で
の
食
事
の
も
て
な
し
も
重
要
な
要
素
と
し
て
組

み
込
ま
れ
て
い
た
り
も
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
キ
リ
コ
祭

り
は
２
０
１
５
年
の
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
で
総
務
大

臣
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。
期
間
と
場
所
が
限
定
さ
れ
、

住
民
の
参
加
度
が
高
い
の
が
ふ
る
さ
と
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

こ
れ
に
対
し
芸
術
祭
の
方
は
50
日
以
上
だ
し
、
中
間
年
に

も
小
さ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
り
、
通
年
化
し
つ
つ
あ
る

と
い
う
の
が
二
つ
の
違
い
で
す
。

こ
こ
で
珠
洲
の
キ
リ
コ
祭
り
を
例
に
と
っ
て
、
少
し
詳

し
く
説
明
を
し
て
み
ま
す
。
こ
の
祭
り
は
「
キ
リ
コ
」
と

呼
ば
れ
る
切
子
灯
籠
や
巨
大
な
行
燈
の
山
車
を
夕
方
か
ら

朝
に
か
け
て
神
社
に
奉
納
す
る
と
い
う
も
の
で
、
集
落
総

キ
ラ
リ
と
光
る

わ
が
ま
ち
自
慢
の
全
国
大
会

―
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
を
直
撃
し
た
コ
ロ
ナ
禍
―

人
間
活
動
の
原
点
ゆ
ら
す
体
験
を
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（2010～）等で総合ディレクターをつとめる。2003年フランス芸術文化勲章 
シュヴァリエ。2006 年度芸術選奨文部科学大臣賞。2017 年度朝日賞受賞。
2018年度文化功労者。2019年イーハトーブ賞。
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ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
地
域
も
あ
り
、
い
く
つ
か
の
例
外

を
除
け
ば
往
時
に
比
べ
て
に
ぎ
わ
い
は
な
く
な
っ
て
き
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
は
こ
こ

に
光
を
あ
て
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
の
総
務
大
臣
表
彰
を

う
け
ま
し
た
。

珠
洲
は
人
口
１
万
３
８
７
０
人
（
令
和
２
年
６
月
）、

本
州
で
は
人
口
最
小
の
市
で
す
。
昭
和
25
年
に
は

３
万
８
１
５
７
の
人
口
が
あ
っ
た
の
に
で
す
。
日

本
海
に
と
び
出
た
奥
能
半
島
の
先
端
、
暖
流
と
寒

流
が
豊
穣
の
海
と
な
り
、
古
く
か
ら
遣
唐
使
、
渤

海
使
が
漂
着
し
、
出
雲
か
ら
北
上
す
る
古
代
人
の

停
泊
地
、
時
代
が
下
っ
て
、
江
戸
時
代
に
は
北
前

船
の
大
切
な
港
、
さ
ら
に
言
え
ば
里
山
が
急
降
下

し
、
海
と
山
が
ほ
ど
よ
く
浸
し
あ
う
山
と
海
の
稔

り
の
地
、
そ
れ
が
、
近
現
代
の
労
働
集
約
化
、
効

率
一
辺
倒
、
都
市
化
の
な
か
で
、
そ
れ
は
東
京
と

の
交
通
距
離
に
よ
る
も
の
か
、
一
気
に
衰
退
し
て

し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
少
し
注
意
を
こ
ら
し
て
み

れ
ば
、
神
社
、
仏
閣
の
数
は
そ
れ
ぞ
れ
79
社
、
68

ヶ
寺
と
密
度
は
高
く
、
地
名
、
名
字
の
多
様
性
は

「
鳥
翅
」、「
馬
緤
町
」、「
万
代
呂
」、「
西
法
司
」、「
釈

迦
院
」、「
茶
院
」、「
塗
師
」、「
熊
主
」
な
ど
読
め

な
い
字
が
ほ
と
ん
ど
と
い
う
ぐ
ら
い
で
す
。「
あ

え
の
こ
と
」、「
高
倉
彦
神
社
の
早
船
狂
言
」、「
飯

田
町
燈
籠
山
祭
り
」
の
貴
重
な
神
事
の
多
さ
、
つ

ま
り
、
文
化
の
蓄
積
と
層
の
厚
さ
は
日
本
有
数
の

も
の
で
、
そ
の
本
来
も
つ
土
地
の
力
を
生
か
そ
う

と
、
地
域
、
行
政
あ
げ
て
芸
術
祭
に
と
り
組
も
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
見
え
た
社
会
の
真
実

こ
こ
で
み
た
よ
う
に
、
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大

賞
は
地
域
に
あ
る
永
く
続
い
た
伝
統
的
な
行
事

や
、
近
年
に
地
域
お
こ
し
の
た
め
に
考
え
ら
れ
た
突
出
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
顕
彰
し
よ
う
と
24
回
続
け
ら
れ
て
き

た
も
の
で
す
が
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
地
域
の
生
業
を
ベ
ー

ス
と
し
た
総
合
的
な
底
上
げ
の
期
待
で
す
。
決
し
て
そ
の

場
限
り
の
観
光
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
芸
術
祭
も
そ
う
い
う

も
の
と
し
て
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
）
が
世
界
中
に
広
が
り
、

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
し
て
、
あ
る
意
味
で
は
、
第
一

次
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
超
え
る
世
界
的
な
共
通
体
験
と

な
り
、
今
な
お
、
と
い
う
よ
り
こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
い

っ
そ
う
世
界
を
お
お
う
不
安
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
書
い
て
い
る
現
在
で
も
発
表
さ
れ
て
い
る
限
り
で
も

世
界
の
感
染
者
は
１
０
１
８
万
５
３
７
４
人
（
７
月
１
日

10
時
00
分
）、
死
者
は
50
万
３
８
６
２
人
（
同
上
）
日
本

で
も
９
７
４
人
（
同
上
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
に
一
挙
に
拡
大
し
、
北
半
球
で
も

第
２
波
、
第
３
波
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
月
か
ら
自

粛
や
制
限
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
移
動
、
共
食
、

集
ま
り
、
会
話
の
自
由
こ
そ
人
間
が
人
間
で
あ
る
た
め
に

獲
得
し
て
き
た
大
切
な
活
動
だ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
私

た
ち
は
と
て
つ
も
な
い
事
態
に
お
ち
い
っ
て
い
る
の
で

す
。
こ
こ
に
は
地
域
に
と
っ
て
大
切
な
問
題
が
横
た
わ
っ

て
る
と
思
い
ま
す
。

い
く
つ
か
の
現
象
的
な
こ
と
か
ら
考
え
て
み
ま
す
。
ま

ず
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
原
始
的
な
自
然
の
領
域

（
野
生
）
が
侵
蝕
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
存
在
し
て
い
く
た
め

の
変
異
が
文
明
社
会
に
入
り
始
め
た
も
の
だ
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
こ
の
50
年
間
言
わ
れ
続
け
、
ほ
と
ん
ど

壊
滅
的
に
な
っ
た
地
域
環
境
問
題
そ
の
も
の
の
結
果
で

す
。
ま
た
こ
の
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
し
て
い
く
に
は
人
間
に

そ
の
抗
体
が
あ
る
程
度
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

●① ●⑤

●④●②

●③

①目「信濃大町実景舎」Photo：本郷毅史〈北アルプス国際芸術祭〉　②イリア＆エミリヤ・カバコフ「棚田」Photo：中村 脩〈大地の芸術祭〉
③塩田千春「時を運ぶ船」Photo：中乃波木〈奥能登国際芸術祭〉　④房総里山芸術祭いちはらアート×ミックス　⑤大巻伸嗣「Liminal Air -core」
Photo：Yasushi Ichikawa〈瀬戸内国際芸術祭〉

特 集
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に
は
山
野
草
な
ど
土
の
臭
い
を
も
つ
食
材
を
幼
い
頃
か
ら

食
べ
て
い
た
方
が
よ
い
、
土
遊
び
を
し
た
方
が
よ
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
無
菌
を
絶
対
視
す
る
現
在
の
都

市
と
は
真
逆
の
こ
と
で
す
。
こ
こ
に
現
在
の
価
値
観
の
致

命
的
な
ほ
と
ん
ど
が
集
中
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
私

た
ち
が
そ
の
一
部
分
で
あ
る
自
然
と
ほ
ど
よ
く
共
存
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

次
に
こ
の
間
移
動
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
で

す
。
４
月
７
日
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
せ
ら
れ
て
か
ら
各

自
の
移
動
、
外
出
、
飲
食
の
自
粛
が
促
さ
れ
、
公
式
に
は

今
日
（
７
月
７
日
現
在
）
で
は
国
内
の
交
通
は
自
由
に
な

り
ま
し
た
が
、
外
国
と
は
ま
だ
鎖
国
状
態
で
す
。
ま
た
注

目
す
べ
き
は
田
舎
の
集
落
で
は
圏
外
者
の
流
入
は
断
固
い

や
だ
と
い
う
場
所
が
意
外
に
多
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
対

し
て
３
密
が
起
こ
り
や
す
い
首
都
圏
か
ら
の
田
舎
へ
脱
出

し
た
い
人
が
多
い
と
の
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
歓
迎
の
人
た
ち
が
多
い
こ
と
も
事
実
で
し

た
。
こ
れ
は
も
と
も
と
都
市
に
は
刺
激
と
興
奮
が
多
く
、

大
量
の
消
費
が
で
き
る
と
い
う
若
者
に
と
っ
て
数
年
間
の

魅
力
こ
そ
あ
る
が
、
絶
え
間
な
い
競
争
と
、
と
ん
で
も
な

い
情
報
の
多
さ
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
な
生
活
の
な
か
で
非

人
間
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
な
か
で
都
市
脱
出
願
望
が

多
い
こ
と
と
符
牒
が
あ
っ
て
い
る
と
納
得
し
た
わ
け
で
、

こ
ん
な
時
こ
そ
田
舎
は
都
市
を
受
け
い
れ
る
チ
ャ
ン
ス
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
う
は
な
ら
な
か

っ
た
。
観
光
客
は
良
い
け
れ
ど
、
い
ざ
と
な
る
と
困
る
、

不
安
が
あ
る
、
不
信
が
あ
る
と
い
う
ズ
レ
の
中
に
私
た
ち

の
社
会
の
真
実
が
見
え
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
は
真
の
意

味
で
田
舎
に
は
医
療
を
は
じ
め
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
が
な
い

こ
と
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
巡
り
巡
っ
て
田
舎
こ
そ
医
療

が
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
、
地
域
環
境
を
こ
れ
以

上
劣
化
さ
せ
な
い
、
市
場
、
効
率
第
一
主
義
を
考
え
直
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
地
域
文
化
を
も
っ
と
尊
重
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
思
っ
て
い
く

可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
生
命
、
健
康
、
予
防
医
学
、
モ
ノ

と
人
の
移
動
、
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
文
化
、
教
育
と

い
っ
た
根
本
的
な
イ
ン
フ
ラ
を
大
切
に
考
え
る
方
向
に
少

し
は
行
く
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
が
ポ
ー
ズ
に
終
わ
ら
な
い

よ
う
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
私
た
ち
は
い
ま
だ
か
つ

て
な
い
ほ
ど
生
命
、
人
類
が
自
然
と
接
す
る
た
め
の
方
向

で
の
踏
み
分
道
に
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
の
意
味
で
私
た
ち
と
自
然

と
の
里
程
標
の
よ
う
な
位
置
に
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
の

で
す
。

イ
ベ
ン
ト
が
現
代
文
明
に
警
鐘
鳴
ら
す

さ
て
、
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
は
昨
年
度
で
は
各
県

の
推
薦
１
２
０
件
の
な
か
か
ら
次
の
よ
う
な
も
の
が
選
ば

れ
て
い
ま
す
。

・
大
賞 （
内
閣
総
理
大
臣
賞
） 

 

地
獄
の
谷
の
鬼
花
火
（
北
海
道
登
別
市
）

・
最
優
秀
賞 （
総
務
大
臣
表
彰
） 

 

よ
さ
こ
い
祭
り
（
高
知
県
高
知
市
）

・
優
秀
賞
　
能
登
小
木
港
イ
カ
す
会
（
石
川
県
能
登
町
）

・
優
秀
賞
　
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
（
福
井
県
鯖
江
市
）

・
優
秀
賞
　 

柳
川
雛
祭
り 

さ
げ
も
ん
め
ぐ
り 

 

（
福
岡
県
柳
川
市
）

・
ふ
る
さ
と
キ
ラ
リ
賞 

 

狐
の
夜
祭
り
（
新
潟
県
柏
崎
市
）

・
ふ
る
さ
と
キ
ラ
リ
賞 

 

農
村
舞
台
音
楽
公
演
（
徳
島
県
那
賀
町
）

・
選
考
委
員
特
別
賞 

 

フ
ェ
ス
テ
ィ
ビ
タ
ス
　
ナ
タ
リ
ス（
長
崎
県
南
島
原
市
）

キリコ祭り
奥能登珠洲で夏より秋に行われているお祭り。
勇壮な巨大キリコが町中を練り歩く幽玄な神事

ヨバレ
キリコ祭りで、各家庭で料理をふるまう

能登独自のもてなし文化
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な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
人
類
が
共

通
に
体
験
し
て
い
る
つ
ら
い
こ
と
だ
け
れ
ど
、
こ
れ
を
意

味
あ
る
経
験
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
こ
こ
で
し
っ

か
り
し
な
い
と
、
根
本
な
と
こ
ろ
で
奈
落
に
落
ち
ざ
る
を

え
な
い
と
思
う
の
で
す
。

「
食
」
の
大
切
さ
伝
え
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
注
目

も
う
ひ
と
つ
注
目
し
て
お
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昨
年

は
小
木
港
の
イ
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
が

近
年
ま
す
ま
す
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
切
さ
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
食
は
そ
の
食
材
、
料
理
法
、
も
て
な
し
方
全

体
を
含
ん
で
地
域
と
最
も
深
く
、
一
年
中
を
通
し
て
か
か

わ
っ
て
い
る
も
の
で
す
。は
れ
の
日
の
料
理
だ
け
で
な
く
、

食
材
が
豊
富
で
な
い
時
期
の
つ
つ
ま
し
い
食
事
を
含
め

て
、
地
味
、
気
候
、
共
同
体
の
在
り
方
、
流
通
が
理
解
で

き
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
宮
崎
の
冷
や
汁
を
名

物
に
し
て
い
く
過
程
で
、
地
域
の
シ
ス
テ
ム
を
改
良
し
て

い
く
働
き
も
あ
る
の
で
す
。
私
が
か
か
わ
っ
て
い
る
芸
術

祭
で
も
、
当
初
か
ら
食
の
占
め
る
重
要
性
は
決
定
的
で
し

た
。
ア
ー
ト
は
地
域
理
解
の
入
り
口
に
は
な
り
ま
す
が
、

そ
の
芸
術
祭
が
行
わ
れ
る
土
地
へ
の
リ
ピ
ー
タ
ー
率
が
高

い
理
由
は
食
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
例
え
ば
越
後
妻
有

の
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
地
域
の
お
母
さ
ん
達
の
料
理
を

ふ
る
ま
う
「
う
ぶ
す
な
の
家
」
か
ら
始
ま
っ
て
、
も
て
な

し
に
工
夫
し
た
お
芝
居
入
り
会
食
「
北
越
雪
譜
」、
冬
の

も
て
な
し
料
理
を
集
落
ご
と
に
催
す
「
雪
見
御
膳
」、
食

材
の
う
ま
さ
に
焦
点
を
あ
て
た
Ｅ
Ａ
Ｔ
＆
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
Ａ

Ｒ
Ｏ
さ
ん
に
よ
る
「
ザ
　
キ
ュ
ウ
リ
シ
ョ
ー
」、
各
地
の

米
の
特
徴
を
あ
き
ら
か
に
す
る
「
ザ
　
お
こ
め
シ
ョ
ー
」

な
ど
の
展
開
か
ら
、
今
で
は
季
節
の
山
野
草
、
野
菜
の
加

こ
の
う
ち
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
は
も
と
も
と
全
国
屈
指
の
も
の

づ
く
り
（
漆
器
、
眼
鏡
、
和
紙
、
打
刃
物
、
箪
笥
、
繊
維
、

焼
き
物
）
の
集
結
地
で
あ
る
土
地
が
全
国
に
も
声
を
か
け

て
始
め
た
工
房
巡
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
フ
ェ
ス
テ
ィ

ビ
タ
ス
　
ナ
タ
リ
ス
は
も
と
も
と
キ
リ
ス
ト
教
と
縁
の
深

い
土
地
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
で
、
土
地
の
歴
史
と

深
く
結
び
つ
い
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
他
は
そ
の
名
の
通

り
伝
統
的
な
も
の
で
あ
り
全
国
的
に
知
ら
れ
た
も
の
で
す
。

以
上
の
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
に
今
年
は
参
加
し
よ
う
と

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
こ
の
後
開
催
の
も
の
を
含

め
て
、
伝
統
的
な
行
事
は
限
ら
れ
た
人
だ
け
で
や
る
と
い

う
か
た
ち
で
終
わ
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
今
年
度
の
表
彰
も
、
期
間
を
な
が
く
と
っ
て
審
査
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
世
の
中
の
伝
統

的
な
行
事
が
中
止
に
な
る
の
は
、
特
に
そ
れ
を
励
み
と
し

て
い
た
人
に
と
っ
て
は
つ
ら
い
こ
と
で
す
。
年
１
回
の
行

事
は
、
同
時
に
な
が
い
、
つ
ら
い
労
働
の
は
て
に
あ
っ
た

わ
ず
か
な
楽
し
み
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
こ
で
ふ
る
さ
と
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
整
理
し
て
お

き
ま
す
。
そ
れ
は
地
域
の
神
事
お
よ
び
自
然
、
生
活
と
結

び
つ
い
て
い
て
、
し
か
も
そ
の
土
地
で
生
き
て
い
く
た
め

の
生
業
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
、
同
時
に
そ
の
辛
苦
を
昇
華

す
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。
そ
れ
故
に
、自
然
か
ら
離
れ
、

自
然
と
対
立
す
る
も
の
と
し
て
の
文
明
を
つ
く
り
始
め
た

現
代
の
風
潮
、
社
会
シ
ス
テ
ム
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
も
の
と

し
て
、
き
わ
め
て
貴
重
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

今
年
の
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
な
か
に
い
て
、
そ
れ
が

ま
す
ま
す
大
切
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
人
と
し
て
の
移
動
、
会
話
、
共
食
す
ら
で
き
な
く

工
品
で
の
、
通
販
を
考
え
た
活
動
も
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
食
は
地
元
の
人
達
の
活
躍
の
わ
り
あ
い
が
多

く
、
な
お
か
つ
そ
の
地
で
採
れ
た
食
材
を
そ
の
土
地
の
料

理
法
で
そ
の
共
同
体
の
価
値
そ
の
も
の
で
あ
る
も
て
な
し

方
で
迎
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
あ
き
ら
か
に
世
界
一
な
の

で
す
。

今
日
の
コ
ロ
ナ
の
禍
で
、多
く
の
人
々
は
自
ら
の
生
活
、

社
会
シ
ス
テ
ム
、
自
然
環
境
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
考
え
ま

し
た
。
話
す
、
動
く
、
た
べ
る
と
い
う
人
間
活
動
の
原
点

が
ゆ
ら
ぐ
体
験
を
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
と
ふ
る
さ
と
の

イ
ベ
ン
ト
は
直
接
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ

の
間
の
体
験
を
意
味
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
切
に
思
っ
た

こ
と
で
す
。

「うぶすなの家」ランチ（photo Ayumi Yanagi）
大地の芸術祭（新潟県十日町市）の作品の一つでもある「うぶすなの家」。
古民家を使った焼き物ミュージアムではランチの提供も行っている

特 集
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こ
ど
も
食
堂
へ
の
参
加
者
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
す
る
と
、
市
外
か
ら
や
っ
て
き
た
と

い
う
人
や
、
こ
ど
も
食
堂
へ
の
参
加
を
き

っ
か
け
に
自
ら
「
マ
マ
友
サ
ー
ク
ル
」
の

立
ち
上
げ
を
計
画
し
て
い
る
人
も
い
た
。

平
田
寺
が
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
輪
を

拡
大
す
る
場
と
な
り
、
参
加
者
の
行
動
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。一

方
、
財
政
的
な
問
題
は
あ
る
。
こ
ど

も
食
堂
な
ど
の
活
動
の
多
く
が
寄
付
や
参

加
者
の
手
弁
当
で
運
営
さ
れ
、
収
益
を
生

み
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
寺
の
活

動
は
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
十
分
な
成

果
を
上
げ
て
お
り
、
住
職
は
「
現
在
の
活

動
を
通
じ
、
檀
家
が
増
え
る
こ
と
で
平
田

寺
が
維
持
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
よ
い
」

と
語
っ
た
。

初
瀬
門
前
町 

～
寺
社
に
付
随
す
る
ま
ち
が 

 

取
り
組
ん
で
い
る
事
例
～

奈
良
県
桜
井
市
に
あ
る
長
谷
寺
は
、
８

世
紀
初
頭
に
建
立
さ
れ
た
真
言
宗
豊
山
派

の
総
本
山
で
、
こ
こ
を
中
心
に
初
瀬
門
前

町
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
同
門
前
町
は
伊

勢
神
宮
参
詣
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
昭

和
40
年
ご
ろ
ま
で
は
飲
食
店
や
旅
館
が
軒

を
連
ね
、
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
と
い

う
。し

か
し
、
近
年
は
観
光
の
多
様
化
な
ど

で
観
光
客
数
が
ピ
ー
ク
時
か
ら
半
減
。
町

内
の
人
口
減
少
や
高
齢
化
も
著
し
く
空
き

家
が
増
加
す
る
な
ど
、
か
つ
て
の
町
並
み

平
田
寺 

～
寺
社
が
自
ら 

 

取
り
組
ん
で
い
る
事
例
～

愛
知
県
北
名
古
屋
市
に
あ
る
平
田
寺

は
、「
開
か
れ
た
お
寺
」
と
し
て
宗
派
、

宗
教
の
垣
根
を
超
え
て
誰
も
が
気
軽
に
集

い
、
学
び
、
支
え
合
う
場
と
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動
の
背
景
に

は
、「
寺
社
は
古
く
か
ら
人
々
が
集
い
、

行
き
交
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
だ

っ
た
」
と
い
う
住
職
の
思
い
が
あ
る
。

活
動
の
中
心
と
な
る
の
は
、
毎
月
定
期

で
開
催
し
て
い
る
「
こ
ど
も
食
堂
」
だ
。

子
ど
も
は
無
料
で
、
大
人
は
任
意
の
金
額

を
寄
付
す
る
。
誰
で
も
気
軽
に
食
事
が
で

き
、
食
事
作
り
に
は
そ
の
趣
旨
に
賛
同
す

る
人
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
。
食

堂
の
運
営
費
の
多
く
は
寄
付
な
ど
で
賄
わ

れ
て
い
る
。

取
材
で
訪
れ
た
と
き
も
、
多
く
の
人
が

参
加
し
て
笑
顔
で
和
気
あ
い
あ
い
と
食
事

を
楽
し
ん
で
い
る
光
景
が
印
象
的
だ
っ

た
。こ

ど
も
食
堂
以
外
で
も
、
地
域
住
民
が

参
加
で
き
る
活
動
と
し
て
、
有
機
農
産
物

な
ど
を
販
売
す
る
「
自
然
と
暮
ら
し
の
市

場
」
や
「
太
極
拳
の
会
」
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
の
様
子
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信

し
て
お
り
、
こ
れ
が
活
動
の
広
が
り
に
一

役
買
っ
て
い
る
。

こども食堂の様子こども食堂で食事作り

２
０
１
９
年
度
国
内
調
査
報
告

愛
知
県
北
名
古
屋
市
、
奈
良
県
桜
井
市

―先進事例を通して役割を検証―
寺社を活用した地域拠点づくり

寺社は元来、地域に根差した歴史・文化の中核を担ってきた。しかし近年は、少子高齢化や地方の過
疎化により氏子・檀家は減少、さらに核家族化の進行が寺社との関係の希薄化に拍車をかけ、存続が困
難となる寺社が増加している。
こうした社会環境の中、人が集う仕組みづくりに取り組み、地域の活性化に寄与している寺社もある。
私たちはその活動に注目し、先進事例を通して寺社がまちづくり・地域づくりでどのような役割を果た
せるのかを検証した。
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み
は
、地
域
へ
の
強
い
思
い
が
人
を
集
め
、

行
政
と
協
働
し
た
地
域
一
体
の
体
制
が
整

え
ら
れ
た
事
例
と
し
て
大
変
興
味
深
い
も

の
だ
っ
た
。

ま
と
め 

～
寺
社
の
役
割
に
つ
い
て
の
考
察
～

寺
社
は
、
祭
り
な
ど
を
通
し
て
そ
の
土

地
に
住
む
人
々
が
紡
い
で
き
た
歴
史
・
文

化
そ
の
も
の
で
あ
り
、
人
々
の
価
値
観
や

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
そ
し
て
誇
り
を
生

み
出
し
て
き
た
。
平
田
寺
の
よ
う
な
「
実

際
に
人
の
集
う
場
」
と
し
て
、
ま
た
長
谷

寺
の
よ
う
な「
地
域
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
」

と
し
て
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
機
能
を
担
っ

て
お
り
、
こ
う
し
た
機
能
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
は
、
人
口
減
少
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
衰
退
が
進
む
中
で
一
層
重
要
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

厳
し
い
地
方
の
寺
社
運
営
を
す
ぐ
に
好

転
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
寺
社
だ
け

で
な
く
地
域
そ
の
も
の
が
存
続
し
て
い
く

た
め
に
は
必
要
な
機
能
で
も
あ
る
。
寺
社

は
、「
む
ら
の
中
心
」
と
し
て
存
在
し
て

き
た
歴
史
的
背
景
か
ら
そ
の
役
割
を
十
分

に
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

最
上 

辰
徳

 

（
熊
本
県
上
天
草
市
か
ら
派
遣
）

松
永 

怜
朗

　
　
　（
長
崎
県
か
ら
派
遣
）

柏
木 

俊
哉

 

（
鹿
児
島
県
霧
島
市
か
ら
派
遣
）

歩
き
た
く
な
る
参
道
づ
く
り
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
「
長
谷
寺
門
前
町
周
辺
地
区
ま
ち

づ
く
り
基
本
構
想
」
を
ま
と
め
、
平
成
30

年
５
月
に
「
同
基
本
計
画
」
を
策
定
し
た
。

現
在
は
、
市
が
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両

面
で
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
的
役
割
を
担

い
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
地
域

住
民
と
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
進
め

て
い
る
。
特
に
ハ
ー
ド
面
で
は
、
町
家
改

修
に
対
す
る
助
成
の
ほ
か
、「
歩
き
た
く

な
る
参
道
づ
く
り
」
に
向

け
て
歩
車
分
離
の
道
路
整

備
計
画
を
推
進
す
る
な

ど
、
よ
り
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
地
域
に
食

堂
や
商
店
が
少
な
い
と
い

う
問
題
に
対
処
す
る
た

め
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
町
家

改
修
の
助
成
を
市
か
ら
受

け
、
食
堂
運
営
や
地
元
産

野
菜
な
ど
の
販
売
を
行
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
町
家
「
泊

瀬
長
者
亭
」を
整
備
し
た
。

ま
た
、「
憩
い
の
森
く
ろ

も
ん
」の
町
家
改
修
で
は
、

１
階
に
観
光
案
内
所
や
公

衆
ト
イ
レ
を
、
２
階
に
は

地
区
の
会
合
が
で
き
る
よ

う
な
広
間
を
整
備
し
、
観

光
客
と
住
民
の
両
面
を
見

据
え
た
町
全
体
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
る
。

初
瀬
門
前
町
の
取
り
組

づ
く
り
の
会
」
を
設
立
し
、
翌
年
に
は
町

家
な
ど
の
資
源
を
活
か
し
た
景
観
の
保

存
・
再
生
を
打
ち
出
し
た
「
初
瀬
地
区
景

観
ま
ち
づ
く
り
提
言
書
」
を
市
に
提
出
し

た
。こ

の
提
言
を
受
け
、
市
も
初
瀬
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
に
動
き
始
め
た
。
平
成
26
年

12
月
に
奈
良
県
と
、
平
成
28
年
３
月
に
早

稲
田
大
学
と
ま
ち
づ
く
り
包
括
協
定
を
締

結
し
、「
訪
れ
て
楽
し
く
な
る
ま
ち
な
み
・

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
し
よ
う
と
、
地

域
有
志
ら
が
平
成
17
年
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

泊
瀬
門
前
町
再
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
以
下

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」）
を
立
ち
上
げ
た
。
平
成

21
年
に
奈
良
県
・
早
稲
田
大
学
と
連
携
し

て
「
門
前
町
に
お
け
る
景
観
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
」
事
業
を
ス
タ
ー
ト
。
平
成
24
年

に
長
谷
寺
、
地
元
観
光
協
会
、
自
治
会
な

ど
も
参
加
し
た
「
初
瀬
門
前
町
景
観
ま
ち

「憩いの森くろもん」外観

「長者亭」外観。隣りは空き地に
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ェ
ク
ト
を
通
じ
て
メ
ン
バ
ー
間
で
目
標
を

共
有
し
、
リ
ー
ダ
ー
か
ら
実
践
担
当
者
ま

で
が
同
じ
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
同

市
は
世
界
自
然
保
護
基
金
（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
）
が

開
催
す
る
自
治
体
の
温
暖
化
対
策
に
関
す

る
国
際
コ
ン
テ
ス
ト「
ワ
ン
プ
ラ
ネ
ッ
ト
・

シ
テ
ィ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
２
０
１
８
年
の

世
界
最
優
秀
自
治
体
と
な
っ
た
。

ࣗ
࣏
ମ
ͷ
໾
ׂ

以
上
の
事
例
か
ら
、
日
本
の
自
治
体
が

環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
に
は
、
①
高
い
目
標
を
設

定
す
る
②
企
業
の
参
入
を
促
す
③
住
民
の

環
境
意
識
を
向
上
さ
せ
る
④
多
様
な
主
体

を
巻
き
込
ん
だ
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
む

―
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

前
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

 

　
●
関
口 

英
樹

地
区
内
の
住
宅
は
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
が
義
務
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
が
大
幅
に
高
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
、
緑
化
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど

に
も
厳
し
い
基
準
を
設
け
る
こ
と
で
、
住

宅
会
社
は
自
社
の
技
術
を
駆
使
し
て
様
々

な
工
夫
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市

は
住
宅
会
社
の
社
員
を
対
象
に
研
修
を
行

い
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
十
分
理
解
し

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
新
し
い
技
術
を
持

つ
会
社
同
士
の
交
流
が
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
生
み
出
す
こ
と
を
狙
う
。

΢
ϓ
α
ϥ
ࢢ
ͷ
Թ
ஆ
Խ
ର
ࡦ

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
４
番
目
に
大
き
い
ウ

プ
サ
ラ
市
で
は
、
行
政
が
市
内
外
の
企
業

や
大
学
、
環
境
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
３

年
周
期
で
様
々
な
温
暖
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
行
っ
て
い
る
。
構
成
メ
ン
バ
ー
は

回
を
重
ね
る
ご
と
に
増
え
、
調
査
時
点
で

は
37
に
上
る
。
目
標
達
成
に
は
、
プ
ロ
ジ

ϩ
Π
Ϡ
ϧ
ɾ
γ
ồ
ϙ
ồ
τ
஍
۠
ͷ

ま
ͪ
ͮ
͘
Γ

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
市
の
北
東
に
位
置
し
、
バ
ル
ト
海
に
面

す
る
港
湾
エ
リ
ア
に
あ
る
ロ
イ
ヤ
ル
・
シ

ー
ポ
ー
ト
地
区
で
は
、
２
０
１
０
年
か
ら

２
０
３
０
年
に
か
け
て
国
内
最
大
規
模
の

都
市
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。

同
地
区
で
は
、
徒
歩
や
自
転
車
な
ど
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
良
い
移
動
・
輸
送
手
段

が
優
先
さ
れ
、
住
宅
か
ら
徒
歩
５
分
以
内

の
場
所
に
公
共
施
設
や
日
用
品
ス
ー
パ
ー

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
街
中
や
住

宅
の
共
用
部
分
に
あ
る
バ
キ
ュ
ー
ム
シ
ス

テ
ム
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
は
、
地
下
に
埋

め
ら
れ
た
管
で
吸
引
さ
れ
て
運
ば
れ
る
た

め
、
ご
み
集
積
所
を
い
く
つ
も
設
置
す
る

必
要
が
な
い
。

各
家
庭
の
流
し
台
に
は

生
ご
み
を
粉
砕
し
て
下
水

へ
流
す
仕
組
も
あ
り
、
生

ご
み
は
バ
イ
オ
ガ
ス
へ
と

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
バ
ス

の
燃
料
と
な
る
。
市
が
運

営
す
る
移
動
式
の
中
古
品

リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ご
み
に
近
い
中
古
品

も
無
料
で
引
き
取
り
、
修

理
後
は
市
民
に
無
償
提
供

し
て
い
る
。

中古品リユースセンター

ロイヤル・シーポート地区の街並み

バキュームシステム

海
外
調
査
報
告

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

―先進国スウェーデンの取り組み―
環境に配慮した持続可能なまちづくり

・਑ではʮলࢦࢪఆした࣮ࡦけ、೔ຊ੓෎が޲る࣋続Մೳな։ൃ目ඪʢ4%(Tʣのୡ੒に͛ܝ࿈がࠃ
社会ʯをಛに༏先͢΂き՝୊としている。そこで、環境先ܕ॥環、ࡦม動ରީؾ、ੜՄೳΤωϧΪʔ࠶
進ࠃのε΢Σʔσϯに͓いて環境に഑ྀした࣋続Մೳなまちづくりに取り組Μでいる事例をௐࠪし、地
方࣏ࣗମが果た͢΂き役割にͭいて࡯ߟした。
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と
て
も
難
し
い
」
と
語
っ
た
。

評
議
会
で
は
、
多
く
の
国
民
に
こ
の
結
果

を
認
識
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

が
持
つ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
を
話
し
合
う
機
会

を
創
出
す
る
た
め
、
調
査
の
内
容
を
漫
画

に
し
て
学
校
や
会
社
に
配
布
し
て
い
る
。

ঁ
ੑ
͕
׆
༂
Ͱ
͖
Δ
஍
Ҭ
ͮ
͘
Γ

法
律
を
整
備
し
て
も
、
人
々
の
意
識
は

一
朝
一
夕
に
変
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
こ
れ
を
認
識
し
た
上
で
、
全
て
の
女

性
が
幸
福
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
あ
ら

ゆ
る
政
策
に
お
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

意
識
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
意
識
を
共

有
し
、
家
庭
や
職
場
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基

づ
く
役
割
の
固
定
観
念
を
打
破
し
て
い
く

こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

前
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

 

　
●
遠
山 

翔

る
政
策
に
対
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
に
よ

る
影
響
の
有
無
を
調
査
す
る
た
め
の
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
思
考
を
促
す
重
要
な
質
問
が
用
意
さ

れ
て
お
り
、
併
せ
て
優
れ
た
実
践
例
や
有

用
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
関
連
資
料
へ
の
リ

ン
ク
な
ど
が
提
供
さ
れ
る
。

δ
ỻ
ϯ
μ
ồ
ҙ
ࣝ
ௐ
ࠪ

１
８
９
６
年
に
市
民
団
体
の
「
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
女
性
評
議
会
」が
設
立
さ
れ
、

女
性
省
と
定
期
的
に
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
る
。
同
評
議
会
が
２
０
１
７
年
に
18
歳

以
上
の
男
女
約
１
３
０
０
人
を
対
象
に
実

施
し
た
同
国
初
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
調
査

に
よ
る
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
基
本
的

な
権
利
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
は
同

国
民
の
79
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

結
果
を
受
け
、
評
議
会
代
表
の
バ
ニ
サ
・

デ
ィ
ル
氏
は
「
法
律
を
変
え
る
こ
と
は
簡

単
だ
が
、
人
々
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
は

ঁ
ੑ
ল
ͷ
໾
ׂ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
女
性
省
は
、
女
性

を
取
り
巻
く
環
境
の
向
上
に
関
す
る
情
報

を
各
省
庁
に
提
供
す
る
機
関
だ
。
特
定
の

法
律
を
所
管
せ
ず
、
各
省
庁
の
政
策
に
対

し
て
女
性
の
視
点
を
加
え
る
こ
と
で
付
加

価
値
を
つ
け
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

同
省
は
、国
が
政
策
立
案
を
す
る
際
に
、

そ
の
政
策
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
人
々
が
利

益
を
享
受
す
る
の
か
分
析
す
る
こ
と
が
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
か
ら
と
て
も
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
女
性
や

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
的
少
数
者
）
を
取
り
巻
く

社
会
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
２
０
１
９
年
７
月
に
「Bringing 

Gender In

」
を
導
入
し
た
。

こ
れ
は
、
各
省
庁
が
立
案
す
る
あ
ら
ゆ

調査内容を漫画にして配布

取材時の写真（左から２人目がバニサ・ディル氏）

「Bringing Gender In」のウェブページ

海
外
調
査
報
告

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

―世界を牽引するニュージーランド―
女性が活躍できる地域づくり

���� 年にੈքでॳΊてঁ性のࢀ੓ݖをೝΊたχϡʔδʔϥϯυで、����年 ��݄にδϟγϯμ・
Ξʔμʔϯ氏がࡀ��でੈք࠷年少のঁ性ट૬にब೚した。Ξʔμʔϯ氏はट૬ब೚ޙにग़࢈し、࢈લ
も社会進ग़࠷もな͓、ঁ性がࠓՋを取ಘしたことがੈք中の࿩୊になった。χϡʔδʔϥϯυはٳޙ࢈
しや͢いࠃのҰͭとݟらΕている。そこで、உঁڞಉࢀըの෼໺でੈքをݗ

けΜ

Ҿ
いΜ

してきたχϡʔδʔϥϯ
υのگݱをௐࠪした。

19 2020・8月号 地域づくり 本編 セクション地域づくり 本編 PB



渡
江
地
区
の
現
状

愛
媛
県
西
予
市
の
渡と

の

江え

地
区
は
、
全
国

津
々
浦
々
で
社
会
問
題
化
し
て
い
る
人
口

減
少
の
波
に
乗
り
、「
少
子
高
齢
化
」「
農

業
後
継
者
」「
耕
作
放
棄
地
」「
鳥
獣
被
害
」

「
空
き
家
増
加
」「
病
院
難
民
」
な
ど
、
ご

多
分
に
漏
れ
ず
た
く
さ
ん
の
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

人
口
減
少
率
は
こ
の
10
年
で
33
％
減

（
平
成
22
年
２
４
８
人
↓
令
和
２
年
１
６

７
人
）
と
な
っ
て
お
り
、
限
界
集
落
を
超

え
て
集
落
消
滅
の
危
機
す
ら
見
え
て
い
ま

す
。渡

江
地
区
に
は
69
世
帯
が
住
み
、
そ
の

う
ち
ミ
カ
ン
農
家
（
兼
業
含
む
）
が
23
世

帯
と
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
年
齢
は
最

も
若
い
人
が
44
歳
、最
高
齢
者
は
80
歳
で
、

平
均
年
齢
は
64
歳
。
作
業
を
す
る
に
も
、

足
腰
が
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

後
継
者
と
所
得
増
が
課
題

こ
の
よ
う
な
現
状
を
何
と
か
し
た
い

と
、
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
が
「
渡
江
か
ら

一
歩
を
踏
み
出
す
会
」
を
設
立
し
、
解
決

に
向
け
取
り
組
む
べ
き
二
つ
の
目
標
を
立

て
ま
し
た
。
一
つ
は
ミ
カ
ン
農
家
の
後
継

者
を
育
成
す
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
農
家

の
所
得
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。

こ
の
う
ち
、
後
継
者
の
育
成
は
す
ぐ
に

取
り
組
む
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
行
政
と

協
力
し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活

用
す
る
な
ど
、
今
後
じ
っ
く
り
取
り
組
む

こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
農

家
所
得
の
向
上
に
重
点
を
置
い
て
事
業
を

実
践
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

冷
凍
ミ
カ
ン
作
り

「
ミ
カ
ン
で
地
域
を
元
気
に
し
た
い
！
」

と
の
思
い
か
ら
、
冷
凍
ミ
カ
ン
を
作
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
至
っ
た
き
っ

か
け
は
、約
８
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

会
員
の
一
人
が
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を

し
て
い
る
と
き
に
、
冷
凍
ミ
カ
ン
が
販
売

さ
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
価
格
に
驚
き
ま
し
た
。
通
常
、

生
果
ミ
カ
ン
の
値
段
は
高
く
て
も
１
個
１

０
０
円
で
す
。
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
加
工
用

に
な
る
見
た
目
の
悪
い
ミ
カ
ン
だ
と
、
ほ

と
ん
ど
１
個
２
円
や
３
円
で
売
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
、
皮
を
む
い
て
冷
凍
し
た

だ
け
の
ミ
カ
ン
が
１
個
２
０
０
円
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
て
す
ぐ
に

地
区
の
女
性
た
ち
に
声
を
掛
け
、
ミ
カ
ン

の
皮
む
き
を
始
め
ま
し
た
。

苦
悩

作
業
を
始
め
て
ま
も
な
く
、
誤
算
が

あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、

大
量
生
産
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
メ
ー

カ
ー
が
販
売
し
て
い
る
冷
凍
ミ
カ
ン
は
、

安
全
な
薬
剤
を
使
用
し
て
皮
を
む
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
わ
れ
わ
れ
は
手
作

業
で
す
。
そ
も
そ
も
生
産
量
自
体
が
メ
ー

カ
ー
と
は
大
き
く
違
い
ま
し
た
。

冷
凍
ミ
カ
ン
を
作
り
始
め
て
、
業
者
を

対
象
に
し
た
商
談
会
や
フ
ェ
ア
な
ど
に
参

加
し
た
の
で
す
が
、求
め
ら
れ
た
の
は「
数

量
」「
納
期
」「
規
格
」
の
三
つ
で
し
た
。

味
や
品
質
に
は
納
得
し
て
も
ら
っ
た
の

で
、
学
校
給
食
へ
の
提
供
を
持
ち
掛
け
た

と
こ
ろ
、膨
大
な
数
量
と
安
定
し
た
納
期
、

そ
し
て
同
一
の
規
格
を
求
め
ら
れ
、
な
か

な
か
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

転
機

そ
ん
な
中
、
あ
る
商
談
会
で
会
場
内
を

散
策
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
冷
凍
イ
チ
ゴ
を

販
売
し
て
い
る
人
を
見
つ
け
ま
し
た
。
し

か
も
価
格
は
ミ
カ
ン
の
２
倍
。「
い
い
な

あ
」
と
、
そ
の
と
き
は
う
ら
や
ま
し
く
思

い
ま
し
た
。
翌
年
の
夏
、
あ
る
会
員
が
西

予
市
内
の
ブ
ド
ウ
農
家
に
収
穫
の
お
手
伝

い
を
し
に
行
き
、
売
り
物
に
な
ら
な
か
っ

た
大
量
の
ブ
ト
ウ
を
も
ら
っ
て
き
ま
し

た
。
会
員
の
家
族
だ
け
で
は
食
べ
切
れ
な

か
っ
た
た
め
、「
冷
凍
す
れ
ば
長
持
ち
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
会
員
み
ん
な

で
冷
凍
ブ
ド
ウ
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ

が
お
い
し
い
。

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〞
応
援
事
業

（
愛
媛
県
西
予
市
）

皮
よ
り
中
身
、
皮
む
き
冷
凍
ミ
カ
ン
で
勝
負
！

―
新
商
品
開
発
の
苦
悩
と
転
機
―

濵
木
　
由
規
雄

渡
江
か
ら
一
歩
を
踏
み
出
す
会 

会
長
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当
会
に
は
、
急
速
冷
凍
す
る
こ
と
で
細

胞
を
壊
さ
ず
に
お
い
し
さ
を
維
持
で
き
る

特
殊
な
冷
凍
機
器
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

が
よ
か
っ
た
の
で
す
。「
こ
れ
は
売
れ
る
」

と
考
え
、
み
ん
な
で
協
議
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
商
談
会
で
販
売
さ
れ
て
い
た
冷

凍
イ
チ
ゴ
に
も
思
い
至
り
、
ミ
カ
ン
、
ブ

ド
ウ
、
イ
チ
ゴ
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
「
ア

イ
ス
フ
ル
ー
ツ
ボ
ッ
ク
ス
」
を
考
案
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

西
予
市
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
本

州
ス
ッ
ポ
リ
西
予
」
で
す
。
標
高
０
㍍
か

ら
１
４
０
０
㍍
ま
で
の
土
地
を
有
し
、
本

州
の
気
候
が
全
て
西
予
市
で
体
験
で
き
る

の
で
す
。
こ
こ
で
は
多
く
の
果
物
が
栽
培

さ
れ
て
お
り
、
当
然

イ
チ
ゴ
と
ブ
ド
ウ
を

栽
培
し
て
い
る
農
家

も
あ
り
ま
す
。早
速
、

交
流
の
あ
る
イ
チ
ゴ

農
家
と
ブ
ド
ウ
農
家

に
連
絡
し
、
収
穫
時

期
に
原
材
料
を
分
け

て
も
ら
う
約
束
を
取

り
付
け
ま
し
た
。

イ
チ
ゴ
、ブ
ド
ウ
、

ミ
カ
ン
は
収
穫
時
期

が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の

で
、
冷
凍
作
業
の
時

期
も
異
な
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
夏
前
に
袋

に
同
封
し
、
試
作
品

が
完
成
し
ま
し
た
。

冷
凍
ミ
カ
ン
は
オ
レ

ン
ジ
一
色
の
彩
り
で

し
た
が
、
ミ
ッ
ク
ス

で
は
赤
や
緑
、
紫
が

入
り
見
た
目
も
良
く

な
り
ま
し
た
。
何
よ

り
高
級
感
を
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
な
ら
価
格
を
上

げ
て
も
勝
負
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。
今

後
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

全
国
に
も
広
め
て
い
き
た
い
と
模
索
し
て

い
ま
す
。

展
望

当
会
は
、
大
き
な
目
的
と
し
て
「
１
０

０
年
後
も
渡
江
地
区
が
存
在
す
る
こ
と
」

「
地
区
住
民
が
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
取

り
戻
す
こ
と
」の
二
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
今
住
ん
で
い
る
人
が
楽
し
く

幸
せ
に
過
ご
せ
る
よ
う
な
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
地
域
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む

こ
と
が
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。
ア
イ
ス

フ
ル
ー
ツ
ボ
ッ
ク
ス
は
そ
の
手
段
の
ひ
と

つ
で
す
。
ま
ず
は
、
農
家
の
や
る
気
や
や

り
が
い
を
ア
ッ
プ
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

そ
れ
と
並
行
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
募
集
に
よ
り
農
業
後
継
者
を
育
成

し
、
都
市
と
農
村
を
つ
な
ぐ
関
係
人
口
の

構
築
や
、
高
齢
者
を
含
む
異
世
代
間
交
流

の
場
の
創
出
、
雇
用
の
創
出
な
ど
、
地
区

住
民
が
生
き
生
き
と
過
ご
せ
る
場
の
提
供

に
も
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※ 

ア
イ
ス
フ
ル
ー
ツ
ボ
ッ
ク
ス
を
ご
希
望
の

方
は
次
の
連
絡
先
ま
で
。

「
渡
江
か
ら
一
歩
を
踏
み
出
す
会
」

電
話
：
０
９
０
（
１
１
７
１
）
６
２
７
３

 

（
担
当
・
西
村
）

メ
ー
ル
：to1pokai@

gm
ail.com

商談会で冷凍ミカンを売り込みミカン農家にボランティアがやって来た

西予市産のフルーツを冷凍して詰合せた新商品
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連
絡
会
設
立
の
経
緯

厚
生
労
働
省
の
「
認
知
症
施
策
推
進
総

合
戦
略
〜
認
知
症
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い

地
域
づ
く
り
に
向
け
て
〜
」（「
新
オ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
」）
に
基
づ
き
、
三
重
県
南
勢

地
域
に
「
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

南
勢
地
区
連
絡
会
」
が
平
成
29
年
５
月
15

日
、
関
係
市
町
や
医
療
・
介
護
施
設
、
伊

勢
ま
ご
こ
ろ
市
民
後
見
セ
ン
タ
ー
い
せ
、

協
栄
学
園
、
エ
ー
ザ
イ
な
ど
の
賛
同
・
協

力
を
得
て
設
立
さ
れ
た
。

連
絡
会
の
設
立
と
同
時
に
、
循
環
型
の

地
域
社
会
構
築
を
目
的
と
し
た
「
Ｙ
Ｙ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
イ
メ
ー
ジ
図
参
照
）
も

ス
タ
ー
ト
。
木
製
パ
ズ
ル
を
ツ
ー
ル
と
し

た
認
知
症
対
応
活
動
と
し
て
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
大

人
の
パ
ズ
る
広
場
〜
シ
ニ
ア
の
た
め
の
脳

ト
レ
〜
」
を
各
地
で
展
開
し
て
い
る
。

活
動
開
始
の
契
機
は
、
平
成
24
年
に
伊

勢
の
夏
の
風
物
詩
で
、
伝
統
あ
る
高
柳
の

夜
店
「
四
日
市
大
学
の
日
」
に
、
同
大
の

戦
略
経
営
ゼ
ミ
が
研
究
機
構
関
孝
和
数
学

研
究
所
の
協
力
を
得
て
「
Ｙ
パ
ズ
ル
」
を

出
品
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
人
気
を
博
し

大
盛
況
と
な
っ
た
こ
と
だ
。

以
来
、
夜
店
で
の
出
品
が
パ
ズ
ル
デ
ザ

イ
ナ
ー
で
ア
ソ
ビ
デ
ィ
ア
代
表
の
山
田
力

志
氏
の
目
に
と
ま
る
よ
う
に
な
り
、
共
同

で
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
起

業
し
て
間
も
な
い
「
日
本
モ
ッ
キ
」
の
中

山
拓
代
表
が
加
わ
り
、
Ｙ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
動
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
30
年
度
伊

勢
市
活
性
化
活
動
事
業
補
助
金
補
助
事
業

に
採
択
さ
れ
、
今
後
の
実
践
・
検
証
を
踏

ま
え
、「
伊
勢
モ
デ
ル
」
と
し
て
全
国
各

地
に
広
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

主
な
事
業
活
動

Ｙ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
認
知
症
の

本
人
と
そ
の
家
族
、
医
療
・
介
護
・
福
祉

の
専
門
職
な
ど
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
基

に
、
伊
勢
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
、
三
重

大
学
医
学
部
、
大
阪
商
業
大
学
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
産
業
研
究
所
、
四
日
市
看
護
医

療
大
学
な
ど
か
ら
助
言
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
認
知
症
の
予
防
や
進
行
を
遅
ら
せ
る

こ
と
に
役
立
つ
パ
ズ
ル
な
ど
の
研
究
開
発

を
行
っ
て
い
る
。

病
院
と
介
護
施
設
を
運
営
し
て
い
る
医

療
法
人
や
社
会
福
祉
法
人
な
ど
で
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
利
用
者
・
職

員
向
け
の
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
認
知
症
へ
の
理
解
を

深
め
、
自
身
ま
た
は
家
族
か
ら
認
知
症
を

遠
ざ
け
る
活
動
と
し
て
、
支
え
合
い
の

「
場
」
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
ブ
ッ
ク
レ

ッ
ト
を
配
布
し
て
普
及
に
努
め
る
と
と
も

に
、
関
係
学
会
で
認
知
症
に
対
す
る
パ
ズ

ル
の
有
効
性
に
つ
い
て
発
表
し
て
き
た
。

今
後
の
課
題
　

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
じ
、
幾
つ
か
の

デ
イ
ケ
ア
介
護
施
設
な
ど
で
「
パ
ズ
る
広

場
」
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
施
設
管
理
者

側
（
介
護
職
員
や
看
護
職
員
）
と
利
用
者

側
（
高
齢
者
）
の
双
方
か
ら
様
々
な
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
現
場
に
合
っ
た
パ
ズ
ル
を

制
作
し
て
い
く
こ
と
が
メ
ン
バ
ー
共
通
の

課
題
だ
。

そ
の
先
に
は
、「
パ
ズ
ル
が
認
知
症
に

効
く
」
と
い
う
こ
と
を
学
術
的
に
証
明
す

る
と
い
う
目
標
も
据
え
て
お
き
た
い
。
も

木
製
パ
ズ
ル
を
ツ
ー
ル
に
認
知
症
対
策

―
木
材
振
興
で
循
環
型
地
域
づ
く
り
に
も
貢
献
―

東
村
　
篤

四
日
市
大
学
研
究
機
構

環
境
技
術
研
究
所 

研
究
員

団体プロフィール
設立＝平成29年５月15日
代表＝東村　篤
構成人員＝ 38人 

（YYプロジェクト13人）

〈連絡先〉
三重県伊勢市船江3丁目17-19
日本モッキ（代表＝中山　拓）
TEL　0596-65-6039
Facebookページ検索参照

認知症キャラバン・メイト
南勢地区連絡会
（三重県南勢地域）

地域づくりの
現場から

全国協議会登録団体の紹介
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ち
ろ
ん
、
デ
ー
タ
を
継
続
的
に
取
得
す
る

た
め
に
は
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
や
利
用
者
を

は
じ
め
多
く
の
人
た
ち
の
協
力
が
必
要
と

な
る
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
そ
の
中
核

を
担
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
継
続
的
・
長
期
的
に
パ
ズ
ル
を

活
用
し
て
い
く
環
境
づ
く
り
が
必
要
に
な

る
が
、
パ
ズ
ル
の
完
成
だ
け
を
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
す
る
と
、
パ
ズ
ル
の
内
容
を
い

く
ら
変
え
て
も
利
用
者
に
飽
き
ら
れ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
パ
ズ
ル

が
五
つ
完
成
す
る
た
び
に
メ
ダ
ル
が
も
ら

え
た
り
、
パ
ズ
ル
の
完
成
を
「
四
国
八
十

八
カ
所
巡
り
」
に
な
ぞ
ら
え
た
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
に
し
た
り
す
る
な
ど
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り

が
課
題
に
な
る
。

特
に
認
知
症
は
、
薬
物
療
法
で
症
状
の

進
行
を
遅
ら
せ
、
物
忘
れ
や
判
断
力
の
低

下
を
改
善
さ
せ
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
家
族
や
友
人
・
知
人
な
ど
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
体
や
手

足
を
動
か
し
た
り
、
パ
ズ
ル
・
ク
イ
ズ
な

ど
で
脳
に
刺
激
を
与
え
た
り
す
る
生
活
習

慣
が
症
状
の
緩
和
に
期
待
で
き
る
と
さ

れ
、
こ
う
し
た
実
践
に
よ
る
デ
ー
タ
蓄
積

が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
ろ
う
。

た
だ
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
阻
止
で
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の

「
場
」
の
提
供
は
計
画
見
直
し
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
今
後
の
対
応
も
課
題
と
な
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
手
触
り
が
良
く

温
も
り
感
の
あ
る
木
製
の
パ
ズ
ル
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
木
材
資
源
振
興
を

図
る
循
環
型
社
会
づ
く
り
も
目
的
と
し
て

い
る
。
人
生
１
０
０
年
時
代
に
あ
っ
て
、

パ
ズ
ル
が
認
知
症
予
防
や
、
そ
の
進
行
を

遅
ら
せ
る
効
果
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

定
着
し
、
そ
れ
が
林
業
振
興
や
モ
ノ
づ
く

り
の
伝
承
・
継
承
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、

機
能
訓
練
や
作
業
療
法
の
一
環
と
し
て
保

険
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
も
期
待
し
て
い

る
。
認
知
症
と
共
に
生
き
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
も
と
で
、
こ
う
し
た

支
え
合
い
づ
く
り
に
微
力
な
が
ら
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◇
　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
文
「
パ
ズ
ル
を

ツ
ー
ル
と
し
た
認
知
症
対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
期
待
」（
四

日
市
大
学
論
集

第
31
巻
第
２

号
　
２
０
１
９

年
３
月
掲
載
）

を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

大人のパズル広場チラシ

プロジェクトYY

脳トレする利用者とのレクチャー
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基
調
講
演

指
出
氏
は
、
ま
ず
関
係
人
口
を
創
出
す

る
た
め
の
様
々
な
事
例
を
取
り
上
げ
、
関

係
人
口
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
に
つ
い
て

話
し
た
。
指
出
氏
は
、
面
白
い
こ
と
が
始

ま
っ
た
場
所
・
空
間
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

は
自
分
が
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
「
関
わ

り
し
ろ
」（
余
白
）
が
生
ま
れ
、
そ
こ
に

何
か
や
り
た
い
と
思
う
人
が
集
ま
っ
て
来

る
と
指
摘
。
新
し
い
こ
と
が
始
ま
り
そ
う

な
場
所
を
つ
く
り
、
新
し
い
人
を
受
け
入

れ
る
機
能
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
と
強

調
し
た
。

最
後
に
、
関
係
人
口
を
理
解
す
る
た
め

の
三
つ
の
視
点
に
つ
い
て
解
説
。
１
点
目

は
、
多
様
な
要
素
を
持
ち
な
が
ら
人
が
滞

留
す
る
施
設
「
関
係
案
内
所
」
を
作
る
こ

と
で
、「
観
光
以
上
移
住
未
満
」
の
関
係

人
口
が
現
れ
や
す
く
な
る
よ
う
な
仕
組
み

を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
と
述
べ

た
。
２
点
目
と
し
て
そ
の
場
所
に
参
加
し

た
人
が
３
カ
月
後
や
１
年
後
の

未
来
を
自
分
が
つ
く
っ
て
い
る

と
手
応
え
を
感
じ
ら
れ
る
こ

と
、
３
点
目
に
は
自
分
が
そ
こ

に
い
る
こ
と
で
「
自
分
ご
と
」

と
し
て
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
環
境
で
あ
る
こ
と
を
挙

げ
、「
代
わ
り
は
い
な
い
。
自

分
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と

感
じ
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る
必

要
性
を
指
摘
し
た
。

指
出
氏
は
、
関
係
人
口
を
創

出
す
る
立
場
で
も
、
関
係
人
口

と
し
て
訪
れ
る
立
場
で
も
こ
の

三
つ
の
視
点
は
外
せ
な
い
と

語
っ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

児
玉
氏
の
ほ
か
栃
木
県
に
ゆ

か
り
の
あ
る
３
人
の
女
性
を
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
迎
え
た
。
最

初
に
栃
木
県
地
域
振
興
課
長
か

ら
県
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
女
性
３
人
が
自
身
の
経

験
を
も
と
に
各
テ
ー
マ
に
つ
い

て
話
し
た
。

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
街
音m

ati 
nee

」
オ
ー
ナ
ー
の
豊
田
彩
乃

氏
は
、
大
学
卒
業
前
に
那
須
塩

原
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
移
住
し
、
任
期
満
了
後
は
移

住
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
従
事
し
た
。
現
在
は
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
の
オ
ー
ナ
ー
と
し
て

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
々
に
地
域
活
性
化

に
資
す
る
事
例
や
考
え
方
を
紹
介
し
、
今
後
の
活
動
の
参
考
に
し
て
も
ら
う
た
め
、

開
催
地
の
現
状
に
即
し
た
テ
ー
マ
で
「
地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
地
方
版
）」
を
開
催

し
て
い
る
。
今
年
度
の
第
１
回
は
５
月
29
日
（
金
）、「
い
ち
ご
一
会
か
ら
始
ま
る
栃

木
の
未
来
創
生
〜
女
性
の
関
係
人
口
創
出
に
向
け
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
栃
木
県
と
同

セ
ン
タ
ー
が
共
同
で
開
催
し
た
。

栃
木
県
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
県
版
「
と
ち
ぎ
創
生
15
戦

略
（
第
２
期
）」
に
お
い
て
「
関
係
人
口
」
の
創
出
拡
大
を
掲
げ
て
い
る
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
月
刊
「
ソ
ト
コ
ト
」
編
集
長
で
関
係
人
口
の
提
唱
者
で
も
あ
る
指
出
一
正
氏

が
「
関
係
人
口
の
つ
く
り
方
」
と
題
し
て
基
調
講
演
し
、
そ
の
後
、
白
鷗
大
学
教
授

の
児
玉
博
昭
氏
ら
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
初
め
て
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
し
、
７
月
３
日
に
動
画
で
配
信
し
た
。

令
和
２
年
度 

地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

栃
木

い
ち
ご
一
会
か
ら
始
ま
る
未
来
創
生

―
女
性
の
関
係
人
口
創
出
に
向
け
て
―

基調講演した指出一正氏
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活
動
し
て
い
る
。
そ
の
経
験
を
も
と
に
、

子
育
て
環
境
を
考
え
る
世
代
に
は
栃
木
の

魅
力
が
届
い
て
い
る
が
20
代
前
半
の
世
代

に
は
魅
力
が
届
け
ら
れ
て
い
な
い
と
語
っ

た
。
や
り
た
い
こ
と

が
で
き
る
場
所
と
い

う
こ
と
を
伝
え
る

と
、
自
然
と
人
は
来

て
く
れ
る
と
話
す
豊

田
氏
は
、
日
々
新
た

な
企
画
に
挑
戦
し
て

い
る
と
い
う
。

栃
木
県
を
拠
点
に

活
躍
す
る
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
司
会
者
の
山
口

あ
や
氏
は
宇
都
宮
市

出
身
。
地
元
で
歯
科

衛
生
士
を
続
け
な
が

ら
、
司
会
や
ラ
ジ
オ

の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
、
イ
ベ
ン
ト
・

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
Ｍ

Ｃ
、
温
泉
Ｐ
Ｒ
大
使

な
ど
幅
広
く
活
動
し

て
い
る
。
栃
木
で
活

動
し
て
き
た
経
験
を

踏
ま
え
、
若
い
女
性

に
は
栃
木
に
い
て
も

東
京
の
仕
事
が
で
き

る
こ
と
を
伝
え
、
背

中
を
押
し
て
あ
げ
る

存
在
に
な
り
た
い
と

語
っ
た
。

「Y
U
M
 innova 

tion

合
同
会
社
」
の

Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
「
と
ち
ぎ

未
来
大
使
」
も
務
め
る
義
達
祐
未
氏
は
、

高
校
卒
業
後
に
上
京
し
、
芸
能
活
動
を
開

始
。
２
０
１
７
年
に
は
都
内
に
会
社
を
設

立
し
、
ジ
ャ
ン
ル
の
違
う
様
々
な
仕
事
を

同
時
進
行
し
な
が
ら
、
栃
木
の
地
域
振
興

に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
東
京
で
得
た
経

験
を
生
か
し
て
栃
木
の
関
係
人
口
の
モ
デ

ル
に
な
り
、
栃
木
の
魅
力
を
伝
え
た
い
。

そ
れ
が
関
係
人
口
を
増
や
す
機
会
に
な
れ

ば
」
と
話
し
た
。

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

「
な
ぜ
栃
木
県
か
ら
女
性
が
転
出
し
て
し

ま
う
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
戻
っ
て
き
て
も

ら
え
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
始
ま
っ
た
。

栃
木
県
で
は
20
〜
24
歳
の
女
性
の
多
く

が
東
京
圏
に
転
出
し
て
お
り
、
転
出
者
全

体
の
約
４
割
を
占
め
る
。
転
出
の
タ
イ
ミ

ン
グ
は
就
職
や
進
学
で
、
東
京
圏
に
は
選

択
肢
が
多
い
こ
と
が
そ
の
理
由
と
推
測
さ

れ
る
。
一
方
で
30
歳
前
後
の
子
育
て
世
代

で
は
、
子
育
て
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め

東
京
圏
か
ら
の
移
住
を
考
え
る
人
も
多

い
。
若
い
人
に
戻
っ
て
き
て
も
ら
う
た
め

に
は
、
栃
木
で
暮
ら
す
素
敵
な
未
来
を
描

く
女
性
像
を
東
京
圏
と
県
内
の
若
者
ら
に

伝
え
る
こ
と
が
大
切
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。次

に
「
女
性
に
栃
木
県
の
関
係
人
口
に

な
っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

か
」
が
議
題
と
な
っ
た
。
栃
木
県
は
、
関

係
人
口
創
出
・
拡
大
に
向
け
、
市
町
や
企

業
・
団
体
と
連
携
し
た
関
連
情
報
の
一
覧

化
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
拡
充
、
県
出
身
の

若
者
に
向
け
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
情
報
発

信
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。討
論
で
は
、

こ
れ
ら
の
施
策
を
後
押
し
し
て
、
関
係
人

口
の
さ
ら
な
る
創
出
を
目
指
す
た
め
の
意

見
が
相
次
い
だ
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た
指
出
氏
は
、

関
係
人
口
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
さ
れ
て
い
る

人
々
に
栃
木
県
と
関
わ
る
こ
と
で
ど
ん
な

幸
せ
が
与
え
ら
れ
る
か
を
考
え
る
こ
と
が

大
切
で
、
人
と
人
の
出
会
い
を
意
識
的
に

創
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

最
後
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
総
評
と
し
て
児
玉
氏
が
、
東
京
圏
か
ら

の
往
来
の
し
や
す
さ
を
栃
木
県
の
強
み
に

変
え
、「
流
動
」
を
生
み
出
す
こ
と
が
女

性
の
転
出
抑
制
や
関
係
人
口
の
創
出
に
つ

な
が
る
と
締
め
く
く
っ
た
。

◇

基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
通
し
て
、
関
係
人
口
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

で
あ
る
女
性
や
若
い
世
代
に
地
域
の
魅
力

を
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
機

会
と
な
っ
た
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

情
報
・
広
報
グ
ル
ー
プ

 

●
吉
岡 

実
紀
（
松
江
市
よ
り
派
遣
）

パネルディスカッションのパネラー。上段左から指出一正氏、義達祐未氏、豊田彩乃氏、下段左から山口あや氏、児玉博昭氏、菅俣宗良氏

『地方創生フォーラム in栃木』の様
子はこちらからご覧いただけます！
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リーダー塾修了者エッセー

鹿
児
島
県
南
九
州
市
頴え

娃い

町
。
私
た
ち
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
活
動
拠
点

を
置
く
の
は
、
薩
摩
半
島
南
端
に
あ
る
、
ほ
と
ん
ど
読
め
る
人
が

い
な
い
で
あ
ろ
う
小
さ
な
ま
ち
で
す
。
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー

で
一
民
間
人
で
あ
る
私
が
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
「
全
国
地

域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」
に
参
加
す
る
機
会
を
得
た
の
は
、
２
０
１

５
年
の
こ
と
で
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
通
じ
行
政
と
の
関
わ
り
が
多

か
っ
た
と
は
言
え
、
民
間
か
ら
の
参
加
は
当
時
全
体
の
１
割
ほ
ど

に
す
ぎ
ず
、
行
政
職
員
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
た
研
修
機
会
は

と
て
も
貴
重
な
も
の
で
し
た
。

「
全
国
か
ら
参
加
し
た
受
講
生
と
同
じ
釜
の
飯
を
食
う
関
係
を

築
く
こ
と
で
、
メ
ー
ル
や
電
話
１
本
で
頼
み
ご
と
が
で
き
る
仲
間

を
全
国
に
持
て
る
こ
と
が
、
こ
の
研
修
の
意
義
」。
養
成
塾
の
あ

る
講
師
の
言
葉
で
す
。
当
時
、
空
き
家
再
生
に
着
手
す
る
も
苦
戦

し
て
い
た
私
た
ち
は
、
こ
れ
を
具
現
化
す
る
か
の
よ
う
に
、
養
成

塾
同
期
生
の
安
冨
圭
司
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
ま
し
た
。
徳

島
県
神
山
町
で
開
か
れ
た
同
セ
ン
タ
ー
主
催
の
研
修
に
参
加
し
た

そ
の
足
で
、
同
町
に
隣
接
し
、
空
き
家
再
生
で
先
行
し
て
い
た
佐

那
河
内
村
の
安
冨
さ
ん
を
訪
ね
た
の
で
す
。

不
動
産
業
が
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
私
た
ち
の
ま
ち
で
取
り
組

ん
だ
の
は
、
空
き
家
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
借
り
受
け
て
改
修
を
施
し
、
問

い
合
わ
せ
の
あ
っ
た
移
住
希
望
者
に
貸
し
出
す
こ
と
で
す
。
い
わ

ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
担
う
サ
ブ
リ
ー
ス
的
な
ス

タ
イ
ル
で
、
佐
那
河
内
村
が
手
掛
け
て
い
た
手
法
を
応
用
し
た
も

の
で
し
た
。

空
き
家
再
生
を
手
掛
け
た
当
初
の
私
た
ち
は
、
ま
だ
資
金
力
も

ノ
ウ
ハ
ウ
も
乏
し
く
、
国
の
地
方
創
生
事
業
や
、
集
落
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
圏
形
成
事
業
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
実
践
を
積
ん

で
い
き
ま
し
た
。
国
の
事
業
を
活
用
し
て
い
く
上
で
、
養
成
塾
の

同
期
生
と
の
交
流
か
ら
行
政
感
覚
を
培
っ
た
こ
と
が
役
に
立
ち
ま

し
た
。
数
年
後
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
会
計
検
査
の
対
象
と
な
り
ま

し
た
が
、
同
期
生
か
ら
の
学
び
に
助
け
ら
れ
、
無
事
ク
リ
ア
で
き

ま
し
た
。

受
講
翌
年
の
２
０
１
６
年
か
ら
は
南
九
州
市
と
連
携
し
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
受
け
入
れ
母
体
と
な
り
ま
し
た
。

隊
員
ら
の
住
居
確
保
に
空
き
家
を
活
用
し
た
ほ
か
、
彼
ら
の
オ

フ
ィ
ス
や
交
流
拠
点
、
２
軒
の
宿
な
ど
、
現
在
ま
で
に
計
９
軒
の

空
き
家
再
生
が
実
現
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

当
初
の
再
生
費
用
は
ほ
ぼ
行
政
助
成
金
頼
み
で
し
た
が
、
ノ
ウ

ハ
ウ
蓄
積
を
通
じ
１
０
０
万
円
以
下
で
改
修
を
実
施
す
る
な
ど

徐
々
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
り
、
２
０
１
９
年
に
手
掛
け
た
２
軒

は
、
移
住
者
か
ら
受
け
取
る
家
賃
収
入
で
改
修
費
を
賄
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
助
成
金
に
頼
ら
な
い
採
算
化
に
向
け
た
歩
み
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
安
冨
さ
ん
と
は
、
そ
の
後
も
互
い
に
行
き
来

し
、
行
政
と
民
間
団
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
目
線
か
ら
地
域
活
動
の
手

法
を
互
い
に
学
び
合
う
関
係
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
養
成
塾
へ
の
参
加
で
得
た
も
の
は
多
々
あ
り

ま
す
。

修
了
レ
ポ
ー
ト
で
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
た
頴
娃
町
番
所
鼻

公
園
内
の
廃
墟
問
題
に
つ
い
て
は
、
レ
ポ
ー
ト
を
き
っ
か
け
に
市

と
地
域
メ
ン
バ
ー
の
間
で
公
民
連
携
型
の
「
パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
協
議
会
」
が
立
ち
上
が
り
、
こ
こ
で
の
議
論
積
み
上
げ
を
経

て
、
２
０
１
９
年
に
は
市
が
公
費
に
よ
る
施
設
解
体
を
決
断
、
実

現
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
年
間
予
算
は
、
行
政
連
携
事
業
が
増
加
し
た
２
０
１

６
〜
17
年
度
は
２
０
０
０
万
円
程
度
に
膨
ら
み
ま
し
た
が
、
２
０

１
８
年
に
助
成
金
依
存
か
ら
の
方
針
転
換
を
図
る
こ
と
で
半
額
以

下
に
圧
縮
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
子
会
社
と
し
て
立
ち
上
げ
た
株
式
会
社

オ
コ
ソ
コ
に
、
宿
運
営
収
入
な
ど
の
地
域
事
業
を
移
管
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
が
代
表
に
就
任
し
、
年

間
１
０
０
０
万
円
ほ
ど
の
売
り
上
げ
と
な
っ
た
同
社
と
合
算
す
る

と
、
結
果
的
に
予
算
規
模
は
さ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
、
筋
肉
質
に
な
っ

た
と
も
言
え
ま
す
。

２
０
１
７
年
に
は
総
務
省
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
で
総
務
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
最
近
で
は
他
地
域
で
の
空
き
家
再
生
や
協

力
隊
運
営
、
地
域
団
体
設
立
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
ま
で
に
な
り
、

受
講
後
の
展
開
の
広
が
り
に
は
改
め
て
感
謝
の
想
い
で
す
。

加藤　潤●NPO法人頴娃おこそ会 副理事長

養成塾のつながり活かした
公民連携

～それぞれの視線から手法を学び合う～
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新
庄
市
は
、
山
形
県
北
東
部
に
位
置
し
、
夏
は
暑
く
冬
は
降
雪

量
が
多
い
日
本
海
側
特
有
の
豪
雪
地
帯
で
す
。
山
々
や
河
川
等
の

豊
か
な
自
然
環
境
を
有
し
、
寒
暖
差
が
も
た
ら
す
食
の
宝
庫
で
あ

る
と
と
も
に
、
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
上
圏
域
（
１
市
４
町
３
村
）
の
中
心
都
市
と
し
て
の
機

能
を
有
し
、
鉄
道
・
道
路
と
も
に
東
西
南
北
の
結
節
点
に
位
置
し

て
い
る
交
通
の
要
衝
で
、
山
形
新
幹
線
の
発
着
駅
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

東
北
の
夏
祭
り
を
締
め
く
く
る
伝
統
の
祭
り
と
し
て
脚
光
を
浴

び
て
い
る
「
新
庄
ま
つ
り
の
山
車
行
事
」（
８
月
24
〜
26
日
）
は
、

平
成
28
年
に
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
３
日
間
で
50
万
人
を
超
え
る

多
く
の
方
が
訪
れ
る
な
ど
、
市
民
に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
故
郷
の
祭
り
で
す
。

新
庄
ま
つ
り
は
、
無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
、
神み

輿こ
し

渡

御
行
列
や
歌
舞
伎
・
歴
史
物
語
を
題
材
に
し
た
絢け

ん

爛ら
ん

豪
華
な
20
台

の
山や

た
い車
が
囃は

や

子し

と
と
も
に
市
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。
山
車
は
、
若

連
と
呼
ば
れ
る
市
内
中
心
部
に
あ
る
各
町
内
の
若
者
た
ち
が
制
作

期
間
３
カ
月
を
か
け
て
手
作
り
で
完
成
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
囃
子

は
郊
外
に
あ
る
農
村
部
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
が

集
ま
っ
て
練
習
を
重
ね
、
祭
り
本
番
で
は
囃
子
の
音
色
で
山
車
を

盛
り
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
山
車
の
先
頭
を
各
町
内
の
小
若
と
呼

ば
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
曳ひ

き
手
と
な
っ
て
市
内
を
練
り
歩
く
な
ど

ま
さ
に
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
祭
り
で
す
。

祭
り
は
、
文
化
・
伝
統
の
継
承
と
い
う
側
面
と
地
域
間
・
多
世

代
間
の
交
流
の
場
、
ま
ち
づ
く
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
い

う
側
面
も
持
ち
あ
わ
せ
て
い
ま
す
。
祭
り
が
２
６
０
年
以
上
に
わ

た
り
継
承
さ
れ
て
き
た
の
は
、
ま
さ
に
地
域
力
の
高
さ
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
「
地
域
づ
く
り
」
の
基
盤
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い

く
も
の
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
づ
く
り
で
大
切
な
こ
と
は
、
多
く
の
市
民
が
地
域
に
関
心

を
持
ち
、
地
域
の
課
題
を
共
有
し
、
協
力
し
て
課
題
解
決
に
取
り

組
む
こ
と
で
す
。
本
市
で
は
、
今
後
と
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
活
動
に
対
す
る
支
援
体
制
を
さ
ら
に

強
化
し
、
市
民
と
と
も
に
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
中
学
校
区
を
単
位
に
、
地
域
の
暮
ら
し
を

地
域
で
支
え
る
組
織
「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
の
設
立
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
協
議
会
は
地
域
住
民
と
行
政
と
が
協
働
し
て
、
高
齢

者
の
通
院
・
買
い
物
、
雪
処
理
、
災
害
時
の
避
難
、
地
域
の
担
い

手
育
成
な
ど
、
地
域
生
活
に
密
着
し
た
課
題
を
解
決
し
て
い
く
仕

組
み
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の

通
院
・
買
い
物
、
雪
処
理
に
つ
い
て
は
、
今
年
３
月
に
地
域
に
ど

れ
だ
け
支
援
の
必
要
な
方
が
い
る
か
、
全
世
帯
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
現
在
集
計
・
分
析
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を
地
域

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
支
え
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て

具
体
的
な
検
討
に
入
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
の
避
難
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
お
け
る
防
災
力

の
強
化
が
重
要
で
す
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
と
い
う
意
識
を
高
め
る
た
め
に
も
、
全
町
内
に
自
主
防
災
組

織
の
立
ち
上
げ
を
進
め
て
い
ま
す
。「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

の
中
で
、
公
助
は
被
害
規
模
が
大
き
な
箇
所
の
対
応
が
主
と
な
る

た
め
、
自
助
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
共
助
が
緊
急
時
の
対
応
に
は

最
も
有
効
に
機
能
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
共
助
の
担
い
手
と
な
る

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
を
図
り
つ
つ
、
地
域
の
避
難
所
毎
に
学

校
区
を
単
位
と
し
た
地
域
的
に
ま
と
ま
り
の
あ
る
防
災
組
織
の
立

ち
上
げ
も
不
可
欠
で
す
。
避
難
所
開
設
時
に
は
、
こ
の
組
織
が
主

体
と
な
っ
て
避
難
所
運
営
に
あ
た
る
な
ど
、
地
域
と
し
て
の
防
災

力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
地
域
の
担
い
手
の
育
成
が
必
要
で
す
。
地
縁
的
な
つ
な
が

り
の
あ
る
町
内
会
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
り
な
が

ら
担
い
手
を
育
成
し
、
今
後
と
も
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

を
理
念
に
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

山形県新庄市長 山尾　順紀

「まちづくりは人づくり」
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表
紙

東
京
２
０
２
０
大
会
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
会
場
・
江
の
島

セーリング
ワールドカップシリーズ
江の島大会2019

特　集 キラリと光るわがまち自慢の全国大会

レギュラーリポート

2 イベントを通じた地域資源の創造と経営資源の調達 大谷尚之（宮城学院
女子大学教授）

6 青森県弘前市 ファッション学ぶ高校生の「甲子園」 吉澤佳苗

8 長野県大町市 北アルプス山麓で全国初の囲碁村づくり 西條哲也

10 鳥取県 「手話の聖地」ではじける熱い想い 米澤　章

12 人間活動の原点ゆらす体験を意味あるものに 北川フラム（アートフロント
ギャラリー代表）

基調論文

副基調論文

2019年度 国内調査報告　愛知県北名古屋市、奈良県桜井市
寺社を活用した地域拠点づくり
海外調査報告　 スウェーデン
環境に配慮した持続可能なまちづくり
海外調査報告　 ニュージーランド
女性が活躍できる地域づくり
“ がんばる地域 ”応援事業　愛媛県西予市
皮より中身、皮むき冷凍ミカンで勝負！

濵木由規雄

地域づくりの現場から
認知症キャラバン・メイト南勢地区連絡会　三重県南勢地域
木製パズルをツールに認知症対策

東村　篤

令和2年度地方創生フォーラム in 栃木
いちご一会から始まる未来創生
リーダー塾修了者エッセー
養成塾のつながり活かした公民連携

加藤　潤

首長の思い
「まちづくりは人づくり」
 山尾順紀（山形県新庄市長）

●北海道芽室町 「おもてなし」の心で全国大会 田川唯史
●秋田県大仙市 野球に燃える親父たちの「甲子園」 伊藤優俊
●山形県天童市 老若男女が競う「くちびる美人」 山口　宰
●茨城県龍ケ崎市 コロッケによるまちおこし 大竹　昇
●奈良県大和郡山市 スポーツになった金魚すくい 植田早祐美
●広島県安芸高田市 高校生が熱く舞う「神楽甲子園」 松田祐生
●山口県山口市 餅は買うものにあらず！ 椎木耕司
●愛媛県東温市 舞台芸術で豊かな未来を創造 田井秀一
●鹿児島県天城町 闘牛文化の継承・発展へ全国サミット 鹿児島県天城町商工水産観光課

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

16

18

19

20

22

24

26

27

8２０２０-

1 巻頭エッセー／若者が活躍する秋田の創生を目指して 佐竹敬久（ 秋田県知事）

  グラビア

 28 都道府県漫遊 【北海道】
表3 手前みそですが… 【佐賀県嬉野市】

（
藤
沢
市
）

神
奈
川
県
藤
沢
市
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
開
催
会
場
で
す
。
同

大
会
は
来
夏
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
で
は
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
や
、
海
外
セ
ー
リ
ン
グ
選
手
と
市

内
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
と
の
交
流
事
業
な
ど
、様
々

な
形
で
気
運
醸
成
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

大
会
時
に
は
１
０
０
０
人
近
く
の
「
シ
テ
ィ
キ
ャ
ス

ト
フ
ジ
サ
ワ
」（
都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
方
が
活
躍

予
定
で
す
。
ま
た
、
市
民
参
加
型
の
大
会
実
現
に
向
け

て
、
藤
沢
市
独
自
の
事
業
「
２
０
２
０
応
援
団
藤
沢

ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ
」
を
立
ち
上
げ
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
っ
た
り
、
大
会
に
向
け
て

ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
い
く
企
画
を
市
民
か
ら
募
集
し
、

そ
の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
と
、
様
々
な
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

藤
沢
市
で
は
、
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ

も
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
来
夏
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

共
和
国
や
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
共
和
国
な
ど
の
選
手
団

が
、
市
内
善
行
に
あ
る
県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
予
定
で
す
。
今
後
も
東

京
２
０
２
０
大
会
の
成
功
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝

　
藤
沢
市
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
開
催
準
備
室

（
０
４
６
６
‐
５
０
‐
２
０
２
０
）

（
写
真
提
供
＝
表
紙
は
神
奈
川
県
、
左
は
藤
沢
市
）

嬉野市

佐
賀
県

258

嬉野市は、佐賀県の南西部に位置し、
長崎県との県境に接する緑に囲まれ

た山間のまちです。北部九州有数の温泉地
を擁するとともに、「うれしの茶」や肥前
吉田焼、長崎街道の面影を残す歴史的な町
並みなど、観光資源に恵まれた地域です。
嬉野温泉は、古くから湯治場として知ら

れ、現在では肌にやさしい泉質により「美
肌の湯」として若い女性の方々に高い評価を得ています。風呂上がりのお肌のす
べすべ感は日本一の泉質と自負しています。
また、温泉を使った「嬉野温泉湯どうふ」も有名で、温泉の成分でトロトロに
なった湯豆腐をぜひご賞味ください。
2022年には新幹線の嬉野温泉駅（仮称）が開業する予定となっています。こ

れまで鉄路がなかった嬉野市に念願の新駅ができ、アクセスも容易になります。
ぜひとも嬉野市へお越しいただき、温泉でくつろぎお風呂上りにうれしの茶で

ゆったりと「うれしいひととき」を過ごしてみてはいかがでしょうか。 █百年桜
肥前吉田焼で知られる吉田地区の茶畑の丘
に、凛

りん
と立つ1本の桜。樹齢100年を超え、

高さ13㍍、枝張り 20㍍のスケールを誇る
八重のヤマザクラです

█あったかまつり（なまずの寝床）
毎年 1月下旬から 2月上旬に
開催されています。昨年は「宵
の美術館」として 432 体のラ
ンタンを展示し、幻想的な雰囲
気を醸し出しました

█嬉野温泉
炭酸水素塩泉・塩化物泉の弱アルカリ性の泉質で、皮膚の角質層を溶かしてお肌はすべ
すべしっとりとし、湯上りはさっぱり。心和み、体を癒やします

嬉野で「うれしいひととき」を

█スイーツ
長崎街道は、江戸時代に唯一の開港地だった長崎・出
島と小倉を結び、当時は貴重だった砂糖を使った菓子
屋や飴

あめ
屋が並び、「シュガーロード」と呼ばれました。

中でも、砂糖を煮溶かして鯛などの型に流し込んで固
め、表面を彩った「金花糖」は、菓子職人の手によっ
て受け継がれている貴重なものです。シュガーロード
は令和2年 6月19日に日本遺産に登録されました

█轟の滝公園
数百万年前の火山活動で出来たと
いわれる落差11㍍、滝つぼの面
積約 2500 平方㍍の滝。平坦地
にある滝としては珍しい大きさで
す。肥前風土記（8世紀）に記述
があり、昔から知られています

█
嬉
野
茶
畑

4
0
0
年
の
歴
史
を
持
つ
嬉
野
茶
。
栽
培
に

合
っ
た
良
質
な
土
壌
、
盆
地
の
地
形
に
よ
る

寒
暖
差
の
大
き
さ
、
生
葉
に
適
切
な
水
分
を

与
え
る
朝
霧
と
い
っ
た
お
い
し
い
お
茶
が
育

つ
条
件
を
備
え
て
い
ま
す

█
肥
前
吉
田
焼

4
0
0
年
前
か
ら
続
く
伝
統
産
業

で
す
。
丈
夫
で
使
い
勝
手
が
よ
い

茶
わ
ん
や
湯
の
み
、
急
須
な
ど
、

人
の
生
活
に
即
し
た
普
段
使
い
の

食
器
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
旅
の

思
い
出
に
一
つ
い
か
が
で
し
ょ
う
か

█
嬉
野
温
泉
湯
ど
う
ふ

嬉
野
温
泉
で
作
っ
た

湯
豆
腐
は
、
温
泉
成

分
で
溶
け
て
ト
ロ
ト

ロ
に
。
他
で
は
食
べ

る
こ
と
が
で
き
な
い

グ
ル
メ
で
す

█
テ
ィ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

一
杯
の
お
茶
を
求
め

て
…
。
茶
師
と
共
に

い
つ
も
と
違
う
場
所

で
味
わ
う
一
杯
が
旅

の
目
的
に
な
り
ま

す
。
新
し
い
切
り
口

で
お
茶
を
提
供
し
て

い
ま
す
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な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
ड़
べ
た
よ
う
に
、
人
類
が
共

通
に
体
ݧ
し
て
い
る
つ
ら
い
こ
と
だ
け
れ
ど
、
こ
れ
を
意

味
あ
る
経
ݧ
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
こ
こ
で
し
っ

か
り
し
な
い
と
、
根
本
な
と
こ
ろ
で
ಸ
落
に
落
ち
͟
る
を

え
な
い
と
思
う
の
で
す
。

ủ
৯
Ứ
の
大
੾
͞
఻
͑
Δ

ϓ
ϩ
δ
ェ
Ϋ
ト
に
΋
஫
໨

も
う
ひ
と
つ
஫
目
し
て
お
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昨
年

は
小
໦
ߓ
の
イ
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
が

近
年
ま
す
ま
す
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
੾
さ
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
食
は
そ
の
食
ࡐ
、
料
理
法
、
も
て
な
し
方
全

体
を
含
ん
で
地
域
と
最
も
深
く
、
一
年
中
を
通
し
て
か
か

わ
っ
て
い
る
も
の
で
す
。は
れ
の
日
の
料
理
だ
け
で
な
く
、

食
ࡐ
が
豊
富
で
な
い
時
期
の
つ
つ
ま
し
い
食
事
を
含
め

て
、
地
味
、
ؾ
ީ
、
共
同
体
の
在
り
方
、
流
通
が
理
解
で

き
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
宮
࡚
の
ྫྷ
や
ो
を
名

෺
に
し
て
い
く
過
程
で
、
地
域
の
シ
ス
テ
Ϝ
を
վ
良
し
て

い
く
働
き
も
あ
る
の
で
す
。
ࢲ
が
か
か
わ
っ
て
い
る
ܳ
ज़

祭
で
も
、
当
初
か
ら
食
の
占
め
る
ॏ
要
性
は
決
定
的
で
し

た
。
ア
ー
ト
は
地
域
理
解
の
入
り
口
に
は
な
り
ま
す
が
、

そ
の
ܳ
ज़
祭
が
行
わ
れ
る
土
地
へ
の
リ
ピ
ー
タ
ー
཰
が
高

い
理
由
は
食
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
例
え
ば
越
後
࠺
有

の
大
地
の
ܳ
ज़
祭
で
は
、
地
域
の
お
฼
さ
ん
達
の
料
理
を

ふ
る
ま
う
「
う
ぶ
す
な
の
家
」
か
ら
࢝
ま
っ
て
、
も
て
な

し
に
工
夫
し
た
お
ࣳ
ډ
入
り
会
食
「
北
越
ઇ
ේ
」、
ౙ
の

も
て
な
し
料
理
を
集
落
ご
と
に
催
す
「
ઇ
見
御
હ
」、
食

ࡐ
の
う
ま
さ
に
য
点
を
あ
て
た
̚
Ａ
̩
＆
Ａ
̧
̩
̩
Ａ

̧
̤
さ
ん
に
よ
る
「
β

ɹキ
ュ
ウ
リ
シ
ョ
ー
」、
各
地
の

ถ
の
特
徴
を
あ
き
ら
か
に
す
る
「
β

ɹお
こ
め
シ
ョ
ー
」

な
ど
の
展
開
か
ら
、
今
で
は
ق
અ
の
山
野
૲
、
野
ࡊ
の
加

こ
の
う
ち
̧
̚
Ｎ
̚
̬
は
も
と
も
と
全
国
屈
指
の
も
の

づ
く
り
（
࣫
ث
、
؟
ڸ
、
࿨
ࢴ
、
ଧ
ਕ
෺
、
୻
ਠ
、
ણ
ҡ
、

ম
き
෺
）
の
集
݁
地
で
あ
る
土
地
が
全
国
に
も
੠
を
か
け

て
࢝
め
た
工
๪
巡
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
フ
ェ
ス
テ
ィ

ビ
タ
ス

ɹナ
タ
リ
ス
は
も
と
も
と
キ
リ
ス
ト
教
と
ԑ
の
深

い
土
地
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
で
、
土
地
の
ྺ
࢙
と

深
く
݁
び
つ
い
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
ଞ
は
そ
の
名
の
通

り
伝
౷
的
な
も
の
で
あ
り
全
国
的
に
知
ら
れ
た
も
の
で
す
。

以
上
の
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
に
今
年
は
参
加
し
よ
う
と

ָ
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
こ
の
後
開
催
の
も
の
を
含

め
て
、
伝
౷
的
な
行
事
は
限
ら
れ
た
人
だ
け
で
や
る
と
い

う
か
た
ち
で
ऴ
わ
ら
͟
る
を
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
今
年
౓
の
表
জ
も
、
期
間
を
な
が
く
と
っ
て
審
査
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
世
の
中
の
伝
౷

的
な
行
事
が
中
止
に
な
る
の
は
、
特
に
そ
れ
を
ྭ
み
と
し

て
い
た
人
に
と
っ
て
は
つ
ら
い
こ
と
で
す
。
年
１
回
の
行

事
は
、
同
時
に
な
が
い
、
つ
ら
い
࿑
働
の
は
て
に
あ
っ
た

わ
ず
か
な
ָ
し
み
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
こ
で
ふ
る
さ
と
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
整
理
し
て
お

き
ま
す
。
そ
れ
は
地
域
の
神
事
お
よ
び
自
વ
、
生
活
と
݁

び
つ
い
て
い
て
、
し
か
も
そ
の
土
地
で
生
き
て
い
く
た
め

の
生
業
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
、
同
時
に
そ
の
ਏ
ۤ
を
ঢ
՚

す
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。
そ
れ
ނ
に
、自
વ
か
ら
཭
れ
、

自
વ
と
対
立
す
る
も
の
と
し
て
の
文
明
を
つ
く
り
࢝
め
た

現
代
の
෩
ை
、
社
会
シ
ス
テ
Ϝ
に
ܯ
৊
を
໐
ら
す
も
の
と

し
て
、
き
わ
め
て
و
ॏ
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

今
年
の
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ϛ
ッ
ク
の
な
か
に
い
て
、
そ
れ
が

ま
す
ま
す
大
੾
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
人
と
し
て
の
Ҡ
動
、
会
࿩
、
共
食
す
ら
で
き
な
く

工
品
で
の
、
通
ൢ
を
考
え
た
活
動
も
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
食
は
地
元
の
人
達
の
活
༂
の
わ
り
あ
い
が
多

く
、
な
お
か
つ
そ
の
地
で
࠾
れ
た
食
ࡐ
を
そ
の
土
地
の
料

理
法
で
そ
の
共
同
体
の
価
஋
そ
の
も
の
で
あ
る
も
て
な
し

方
で
迎
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
あ
き
ら
か
に
世
界
一
な
の

で
す
。

今
日
の
コ
ロ
ナ
の
Ւ
で
、多
く
の
人
ʑ
は
自
ら
の
生
活
、

社
会
シ
ス
テ
Ϝ
、
自
વ
؀
境
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
考
え
ま

し
た
。
࿩
す
、
動
く
、
た
べ
る
と
い
う
人
間
活
動
の
原
点

が
Ώ
ら
ぐ
体
ݧ
を
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
と
ふ
る
さ
と
の

イ
ベ
ン
ト
は
௚
઀
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ

の
間
の
体
ݧ
を
意
味
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
੾
に
思
っ
た

こ
と
で
す
。

「͏ぶすͳのՈ」ラϯν（QIPUP�"ZVNJ�:BOBHJ）
大஍のܳज़祭（৽ׁेݝ೔ொ市）の作品のҰͭでもある「͏ぶすͳのՈ」。
る͍ͯͬߦたমき෺ϛϡーδアムではラϯνの提供もͬ࢖ຽՈをݹ
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奈良県大和郡山市（p18-19）
『全国金魚すくい選手権大会』。第25回大会までの最高匹数は個
人戦87匹、団体戦173匹

7広島県安芸高田市（p20-21）
桑田天使神楽団による上演。東京公演をはじめ各地で神楽を舞い、
地域の素晴らしさを伝える

8

●6

●7

●9
●8

山口県山口市（p24-25）
『餅ひろい世界選手権』ピストルの音で試合開始
10

愛媛県東温市（p26-27）
「城ノブ」～愛媛のマザー・テレサ～
11

鹿児島県天城町（p28-29）
沖縄チャンピオン（有心邁進龍）を追い立てる徳之島チャンピオン
（力道山）

12

11
10

12

鳥取県（p22-23）
第6回全国高校生手話パフォーマンス甲子園の交流会
9



特 集
は
じ
め
に

「
日
本
唯
一
」
と
「
日
本
一
」
は
似
て
い
る
よ
う
で
、

少
し
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
っ
て
い
ま
す
。「
日
本
唯

一
」
が
孤
高
の
存
在
で
あ
る
の
に
対
し
、「
日
本
一
」
の

後
ろ
に
は
同
志
や
仲
間
が
控
え
て
い
ま
す
。
競
い
合
う
か

ら
こ
そ
一
番
も
い
れ
ば
、
ビ
リ
も
い
る
わ
け
で
す
。「
日

本
唯
一
」
は
絶
対
的
な
差
別
化
で
、「
日
本
一
」
は
相
対

的
な
差
別
化
と
い
う
言
い
方
も
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
の
イ
ベ
ン
ト
は
と
き
に
多
く
の
人
を

集
め
ま
す
。
ご
当
地
グ
ル
メ
に
よ
る
地
域
お
こ
し
の
祭
典

で
あ
る
「
Ｂ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
や
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

の
総
選
挙
な
ど
が
そ
の
代
表
例
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、

本
号
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
事
例
は
、
決
し
て
メ
ジ
ャ
ー
で

は
な
い
け
れ
ど
も
、
知
恵
を
絞
っ
て
地
域
自
慢
の
た
め
に

立
ち
上
げ
ら
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
こ
な
れ
な
い
呼
び
名

で
恐
縮
で
す
が
、
と
り
あ
え
ず
は
「
地
域
資
源
訴
求
型
ラ

ン
キ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
」
と
名
付
け
て
み
ま
す
。「
地
域

資
源
訴
求
型
ラ
ン
キ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
」
に
求
め
ら
れ
る

要
素
は
、
地
域
資
源
の
ア
ピ
ー
ル
の
場
で
あ
る
こ
と
、
順

位
付
け
す
る
こ
と
、
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ

れ
る
こ
と
の
三
つ
で
す
。

政
治
学
を
専
門
と
す
る
上
田
道
明
氏
（
佛
教
大
学
）
は

論
文
の
中
で
、
地
域
資
源
の
活
用
を
巡
っ
て
は
、「
売
り

出
す
べ
き
資
源
が
な
い
」と「
売
り
出
す
た
め
の
元
手（
資

金
）
や
ス
キ
ル
が
な
い
」
と
い
う
「
２
つ
の
﹃
な
い
﹄」

が
阻
害
要
因
と
な
る
こ
と
が
多
い
と
指
摘
し
て
い
ま
す

（
上
田
道
明
「﹃
食
の
ま
ち
お
こ
し
﹄
が
示
唆
す
る
地
域
活

性
化
の
ヒ
ン
ト
」﹃
佛
教
大
学
社
会
学
部
論
集
﹄
₅₆
号
、

２
０
０
３
年
、
7₉
頁
）。
前
者
は
地
域
資
源
の
有
無
の
問

題
で
あ
り
、
後
者
は
経
営
資
源
（
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、

情
報
）
の
多
寡
の
問
題
で
す
。
内
発
的
に
地
域
活
性
化
を

図
る
た
め
に
は
、
地
域
資
源
を
発
見
（
創
造
）
し
、
そ
の

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た

地
域
資
源
の
創
造
と
経
営
資
源
の
調
達

︱
仲
間
を
集
め
る
新
た
な
活
性
化
モ
デ
ル
へ
の
期
待
︱

大
谷
　
尚
之

宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授

筆者プロフィール

大谷 尚之氏
（おおたに・なおゆき）

宮城学院女子大学現代ビジネス学部教授
1973 年宮城県生まれ。慶應義塾大学環境情報学部卒業、
東北大学大学院農学研究科博士前期課程修了。博士（経営
学）。宇都宮大学、愛媛大学の教員を経て現職。専門は地
域マーケティング論。主な著書として、「産地組織のマネ
ジメント―『コミュニティ』と『リーダー』が創り出す新
たな地域農業―」（東北大学出版会、2009 年、単著）、「コ
ンテンツが拓く地域の可能性―コンテンツ製作者・地域社
会・ファンの三方良しをかなえるアニメ聖地巡礼―」（同
文舘出版、2018 年、共著）などがある。

キ
ラ
リ
と
光
る

わ
が
ま
ち
自
慢
の
全
国
大
会
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地
域
資
源
を
核
と
し
て
各
種
の
経
営
資
源
を
組
み
合
わ

せ
、
持
続
的
に
活
動
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

地
域
資
源
と
経
営
資
源
の
二
つ
の
側
面
か
ら
、「
地
域

資
源
訴
求
型
ラ
ン
キ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
」
の
特
徴
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
時
点
で
、

売
り
出
し
た
い
地
域
資
源
は
既
に
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
時
点
で
、
最
低
限
の
経

営
資
源
は
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
の
効
果
と
持
続
性
が
次
の
問
題
に
な
る
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
二
つ
の
事
例
を
手
が
か

り
と
し
て
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ダ
ル
メ
イ
ン
世
界
マ
ー
マ
レ
ー
ド

ア
ワ
ー
ド
＆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
日
本
大
会

松
山
市
か
ら
南
西
に
約
₅0
㌔
、
九
州
に
向
か
っ
て
突
き

出
た
佐
田
岬
半
島
の
付
け
根
に
位
置
す
る
愛
媛
県
八
幡
浜

市
は
、
日
本
有
数
の
み
か
ん
の
産
地
で
す
。
温
州
み
か
ん

の
生
産
量
は
県
全
体
の
約
４
割
を
占
め
、市
内
の
「
真
穴
」

「
川
上
」「
日
の
丸
」
と
い
っ
た
産
地
ブ
ラ
ン
ド
（
共
選
組

織
）
は
全
国
最
高
レ
ベ
ル
の
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
５
月
、
八
幡
浜
市
に
お
い
て
マ
ー
マ
レ
ー

ド
の
大
規
模
な
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
ダ
ル
メ

イ
ン
世
界
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
＆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
本
大
会
」（
以
下「
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
日
本
大
会
」

と
表
記
）
で
す
。「
ダ
ル
メ
イ
ン
（D

alem
ain

）」
と
は
、

英
国
湖
水
地
方
の
ペ
ン
リ
ス
市
に
あ
る
邸
宅
で
す
。
ダ
ル

メ
イ
ン
の
当
主
夫
人
で
あ
る
ジ
ェ
ー
ン
・
ヘ
ー
ゼ
ル
・
マ

コ
ッ
シ
ュ
氏
が
、
屋
敷
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
マ
ー
マ
レ
ー

ド
の
レ
シ
ピ
を
発
見
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
２

０
０
６
年
、“D

alem
ain M

arm
alade A

w
ard”

（
以

下
「
英
国
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
」
と
表
記
）
と
い
う

マ
ー
マ
レ
ー
ド
の
品
評
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在

で
は
、
世
界
約
40
カ
国
か
ら
３
０
０
０
点
以
上
の
マ
ー
マ

レ
ー
ド
が
出
品
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
品
評
会
に
合

わ
せ
て
、
ま
ち
を
あ
げ
て
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

英
国
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
（
職
人
の
部
）
に
お
い

て
、
八
幡
浜
市
在
住
の
國
分
美
由
紀
氏
が
出
品
し
た
マ
ー

マ
レ
ー
ド
が
２
０
１
７
～
２
０
１
９
年
に
３
年
連
続
で
金

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
（
写
真
１
）。
主
催
者
で
あ
る
ジ
ェ

ー
ン
・
ヘ
ー
ゼ
ル
・
マ
コ
ッ
シ
ュ
氏
は
、
國
分
氏
を
は
じ

め
と
す
る
日
本
人
の
出
品
作
の
質
の
高
さ
や
、
原
料
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
柑か
ん

橘き
つ

の
種
類
の
豊
富
さ
に
感
心
し
、

日
本
大
会
の
開
催
を
検
討
し
ま
す
。
そ
の
意
向
を
國
分
氏

か
ら
聞
い
た
八
幡
浜
市
は
大
会
の
誘
致
に
動
き
ま
す
。
そ

し
て
、
在
英
国
日
本
大
使
館
の
協
力
や
市
長
・
市
職
員
の

努
力
に
よ
り
２
０
１
９
～
２
０
２
１
年
の
３
回
に
わ
た
る

マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
日
本
大
会
の
誘
致
に
成
功
し
ま

し
た
。

２
０
１
９
年
の
大
会
は
、
５
月
1₂
～
1₉
日
に
八
幡
浜
市

内
の
会
場
で
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
と
併
せ
て
開
催
さ
れ
、
２

万
人
以
上
の
来
場
者
を
集
め
ま
し
た
。
品
評
会
に
は
、
海

外
と
4₂
都
道
府
県
の
７
１
２
人
か
ら
１
６
１
４
の
出
品
が

あ
り
、
プ
ロ
の
部
と
ア
マ
チ
ュ
ア
の
部
に
分
け
て
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
（
図
表
１
、
写
真
２
）。
審
査
を
担
当
し

た
の
は
、
英
国
大
会
の
審
査
員
２
人
と
、
落
合
務
氏
や
陳

建
一
氏
、
鎧
塚
俊
彦
氏
な
ど
の
有
名
料
理
人
・
有
名
パ
テ

ィ
シ
エ
を
含
む
全
10
人
で
す
。

大
会
の
誘
致
を
契
機
と
し
て
、
八
幡
浜
市
は
「
マ
ー
マ

レ
ー
ド
の
ま
ち
」に
向
け
て
動
き
だ
し
ま
し
た
。
昨
年
は
、

大
会
の
主
催
者
や
審
査
員
を
地
域
ぐ
る
み
で
迎
え
、
マ
ー

マ
レ
ー
ド
教
室
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
八
幡
浜
市
在
住
者
の
出
品
数
は
２
５
３
品

（
全
体
の
約
1₆
％
）
に
上
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
の
き

っ
か
け
を
作
っ
た
國
分
美
由
紀
氏
は
２
０
１
９
年
1₂
月
に

写真１　英国マーマレードアワ
ードで金賞を獲得した國分氏の
マーマレード（瓶の中に見える
ハートはライムの皮）
画像提供：國分美由紀氏

写真２　出品作が並ぶ様子
画像提供：八幡浜市産業建設部
農林課�世界マーマレード大会
推進室

図表１　 ダルメイン世界マーマレードアワード＆フェスティバル日本大会
（2019年）の出品状況

プロの部（応募者数148名） アマチュアの部（応募者数564名）
カテゴリー 出品数 カテゴリー 出品数

かんきつ１種マーマレード 205 かんきつ１種マーマレード 300
複数かんきつのマーマレード 37 複数かんきつのマーマレード 122
ミックス・マーマレード 99 ミックス・マーマレード 181

合計 341 子供のマーマレード 16
高校生のマーマレード 27
シニアのマーマレード 69
男性のマーマレード 67
ファミリーのマーマレード 24
自家製のマーマレード 177
愛媛産のマーマレード 139
黒いマーマレード 97
料理に合うマーマレード 54

合計 1,273 
資料：八幡浜市産業建設部農林課 世界マーマレード大会推進室
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一
般
社
団
法
人
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
マ
ー
マ
レ
ー
ド
協
会
を
設
立

し
、マ
ー
マ
レ
ー
ド
の
普
及
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
事
例
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
大
会
を
き
っ
か
け
と
し
て

地
域
全
体
が
マ
ー
マ
レ
ー
ド
に
関
心
を
向
け
る
よ
う
に
な

っ
た
点
で
す
。
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
日
本
大
会
は
、

専
門
家
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
や

マ
ー
マ
レ
ー
ド
製
造
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
獲
得
と
い
っ

た
点
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

残
念
な
こ
と
に
、
２
０
２
０
年
５
月
に
開
催
予
定
だ
っ

た
２
回
目
の
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
日
本
大
会
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
２
０
２
１
年
大
会
に
続
き
、
２
０
２
２

年
大
会
も
八
幡
浜
市
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま

す
。
八
幡
浜
市
は
農
林
課
に
世
界
マ
ー
マ
レ
ー
ド
大
会
推

進
室
を
設
置
し
て
事
務
局
機
能
を
整
え
て
お
り
、
今
後
の

継
続
的
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ら
き
☆
す
た
神
輿

ラ
ン
キ
ン
グ
の
要
素
は
な
い
の
で
す
が
、
地
域
イ
ベ
ン

ト
の
興
味
深
い
事
例
と
し
て
埼
玉
県
久
喜
市
鷲
宮
（
旧
鷲

宮
町
）
の
土は

師じ

祭さ
い

を
紹
介
し
ま
す
。
埼
玉
県
の
北
東
部
に

位
置
す
る
鷲
宮
は
、
ア
ニ
メ
「
ら
き
☆
す
た
」
の
舞
台
の

モ
デ
ル
の
一
つ
で
あ
り
、「
ア
ニ
メ
聖
地
」
の
先
駆
け
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ら
き
☆
す
た
」
は
、
女
子
高

生
４
人
の
あ
り
ふ
れ
た
日
常
生
活
を
描
い
た
作
品
で
す
。

ア
ニ
メ
版
で
は
、主
要
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
双
子
の
姉
妹
は
、

鷲
宮
神
社
を
モ
デ
ル
と
す
る
「
鷹
宮
神
社
」
の
神
主
の
娘

で
、
神
社
境
内
で
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
設
定
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
鷲
宮
神
社
は
一
説
に
は
関
東
最
古
と
も
い
わ

れ
る
由
緒
あ
る
神
社
で
す
。

２
０
０
７
年
４
～
９
月
に
ア
ニ
メ
「
ら
き
☆
す
た
」
が

放
送
さ
れ
る
と
、
ロ
ケ
地
を
知
っ
た
多
く
の
フ
ァ
ン
が
鷲

宮
神
社
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
詳
細

に
つ
い
て
は
省
略
し
ま
す
が
、
地
元
商
工
会
が
「
ら
き
☆

す
た
」
の
版
権
元
で
あ
る
角
川
書
店
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

り
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
開
発
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
（
詳
し
く
は
、大
谷
ほ
か
「
コ

ン
テ
ン
ツ
が
拓
く
地
域
の
可
能
性
」
同
文
館
出
版
、
第
４

章
な
ど
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。
そ
れ
に
よ
り
、
地
元
住

民
と
「
ら
き
☆
す
た
」
フ
ァ
ン
の
交
流
が
進
み
ま
し
た
。

鷲
宮
神
社
の
初
詣
客
は
、「
ら
き
☆
す
た
」
放
送
前
の
13

万
人
か
ら
放
送
翌
年
に
は
30
万
人
へ
と
急
増
し
、
そ
の
後

も
47
万
人
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
（
図
表
２
）。

本
号
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
て
興
味
深
い
の
が
「
ら
き
☆

す
た
神み

輿こ
し

」
で
す
。
鷲
宮
神
社
境
内
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る

「
千
貫
神
輿
」
の
渡
御
行
事
で
あ
る
土
師
祭
が
毎
年
９
月

に
開
催
さ
れ
ま
す
（
２
０
１
８
年
以
降
は
事
情
に
よ
り
開

催
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）。
２
０
０
８
年
夏
、
祭
り
の
主
催

者
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
地
元
住
民
と
「
ら
き
☆
す

た
」
フ
ァ
ン
が
協
力
し
て
「
ら
き
☆
す
た
神
輿
」
を
製
作

し
ま
し
た
。「
ら
き
☆
す
た
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
描
か

れ
た
布
で
櫓や

ぐ
らを
覆
い
、
内
側
か
ら
照
明
で
照
ら
す
形
式
の

神
輿
で
す
（
写
真
３
）。

「
ら
き
☆
す
た
神
輿
」
は
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

１
０
０
人
以
上
の
「
ら
き
☆
す
た
」
フ
ァ
ン
に
よ
っ
て
担

が
れ
、
祭
り
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。「
ら
き
☆
す

た
神
輿
」
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
町
内
に
お
け
る
「
ら
き

☆
す
た
」
フ
ァ
ン
に
対
す
る
評
価
が
高
ま
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
２
０
１
７
年
ま
で
毎
年
「
ら
き
☆

す
た
神
輿
」
の
渡
御
が
行
わ
れ
、
２
０
１
８
年
か
ら
は
地

域
内
の
別
の
祭
典
で
担
が
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２

０
１
４
年
６
月
に
は
、「
ら
き
☆
す
た
神
輿
準
備
会
」
が

発
足
し
、
フ
ァ
ン
が
主
体
と
な
っ
て
神
輿
の
運
営
を
担
う

体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
例
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
住
民
の
配
慮
に
よ
っ
て
、

地
域
外
の
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
が
祭
典
に
参
加
す
る
機
会
を

得
、
そ
れ
に
よ
り
地
域
に
新
た
な
文
化
資
源
が
生
ま
れ
た

点
で
す
。
近
年
は
、
千
貫
神
輿
と
「
ら
き
☆
す
た
神
輿
」

写真3　らき☆すた神輿
画像提供：久喜市商工会鷲宮支所

図表2　鷲宮神社の初詣客数

資料：関係者への聞き取り調査により作成
注：�初詣客数は関係者による概算。2007年の客数を9万人とする資料
もある
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の
共
演
が
土
師

祭
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
と
な
っ

て
い
ま
し
た

（
写
真
４
）。
住

民
の
ほ
と
ん
ど

は
別
に
「
ら
き

☆
す
た
」
が
好

き
だ
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、

偏
見
を
持
た
ず

に
「
ら
き
☆
す

た
」
フ
ァ
ン
を
受
け
入
れ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の

最
大
の
象
徴
が
、「
ら
き
☆
す
た
神
輿
」
で
す
。
テ
レ
ビ

ア
ニ
メ
放
送
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
で
も
、
フ

ァ
ン
と
地
域
住
民
と
の
関
係
は
続
い
て
い
ま
す
。

地
域
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た

経
営
資
源
の
調
達

身
も
蓋
も
な
い
言
い
方
で
す
が
、
経
営
資
源
の
代
表
的

要
素
は
、「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」「
カ
ネ
」「
情
報
」
だ
と
さ
れ

ま
す
。
一
般
に
、
こ
れ
ら
の
資
源
は
大
企
業
や
都
会
に
集

ま
り
、
中
小
零
細
企
業
や
地
方
に
は
乏
し
い
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
乏
し
い
か
ら
と
い
っ
て
何
も
し
な

い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
本
稿
で
紹
介
し
た
二
つ
の
事

例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
知
恵
を
絞
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は

地
域
外
か
ら
経
営
資
源
を
調
達
す
る
手
段
に
な
り
え
ま

す
。鷲

宮
で
は
、「
ら
き
☆
す
た
」
の
舞
台
の
モ
デ
ル
に
な

っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、地
域
住
民
と
「
ら
き
☆
す
た
」

フ
ァ
ン
が
交
流
を
深
め
、「
ら
き
☆
す
た
神
輿
」
の
製
作

と
祭
典
へ
の
参
加
を
実
現
し
ま
し
た
。
神
社
や
神
輿
と
い

う
既
存
の
地
域
資
源
（
モ
ノ
）
を
核
に
、「
ら
き
☆
す
た
」

フ
ァ
ン
の
マ
ン
パ
ワ
ー
（
ヒ
ト
）
と
彼
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
、
継
続
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。

八
幡
浜
市
の
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
日
本
大
会
は
、

ラ
ン
キ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴
を
明
確
に
表
し
て
い
ま

す
。品
評
会
形
式
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
こ
と
に
よ
り
、

国
内
外
の
著
名
な
審
査
員
と
、
全
国
各
地
か
ら
７
０
０
人

以
上
の
出
品
者
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
審
査

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
入
賞
を
目
指
し
て
真
剣
に
応
募
す
る

わ
け
で
す
。
八
幡
浜
市
は
、
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
日

本
大
会
の
開
催
を
通
し
て
、
柑
橘
類
と
い
う
全
国
屈
指
の

地
域
資
源
（
モ
ノ
）
を
核
に
、
地
域
内
外
の
専
門
家
や
料

理
愛
好
家
（
ヒ
ト
）
と
彼
・
彼
女
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
（
情
報
）

を
集
め
た
と
い
え
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
、
地
域
住
民

の
マ
ー
マ
レ
ー
ド
に
対
す
る
関
心
も
高
め
つ
つ
あ
り
、
将

来
的
に
は
地
域
資
源
と
し
て
の
ヒ
ト
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
イ

ベ
ン
ト
の
継
続
開
催
を
目
指
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

二
つ
の
事
例
を
踏
ま
え
て
、「
地
域
資
源
訴
求
型
ラ
ン

キ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
」
を
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め

の
筋
道
を
仮
説
的
に
示
し
て
み
ま
す
。︿
地
域
資
源
の
発

見
・
創
造
↓
イ
ベ
ン
ト
化
↓
経
営
資
源
（
ヒ
ト
、
モ
ノ
、

カ
ネ
、
情
報
）
の
調
達
・
活
用
↓
地
域
文
化
の
創
造
﹀
と

い
う
流
れ
で
す
。

地
域
資
源
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
じ
て
、

既
存
の
地
域
資
源
と
地
域
内
外
の
経
営
資
源
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
継
続
的
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ

り
、
地
域
資
源
の
ア
ピ
ー
ル
と
経
営
資
源
の
蓄
積
を
期
待

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
住
民
の
理
解
が
深
ま

り
、
地
域
の
生
活
文
化
と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
が
視
野
に
入
っ
て
く
る

も
の
と
思
い
ま
す
。「
地
域
資
源
訴
求
型
ラ
ン
キ
ン
グ
・

イ
ベ
ン
ト
」
は
短
期
的
な
経
済
効
果
の
追
求
よ
り
も
、
中

長
期
的
な
経
営
資
源
の
蓄
積
と
地
域
文
化
の
醸
成
を
目
標

と
し
た
方
が
そ
の
力
を
発
揮
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
本
号
が
取
り
上
げ
る
事
例

は
い
く
つ
か
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
第
一
に
、
地

域
資
源
の
発
見
と
経
営
資
源
の
調
達
を
同
時
に
実
現
す
る

可
能
性
で
す
。
こ
れ
は
、冒
頭
に
引
用
し
た
「
２
つ
の
﹃
な

い
﹄」
を
克
服
す
る
手
が
か
り
に
な
り
え
ま
す
。
第
二
に
、

競
い
合
う
こ
と
の
効
用
で
す
。良
い
競
争
は
努
力
を
促
し
、

優
れ
た
者
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。
一
番
も
ビ

リ
も
、同
じ
目
標
に
向
か
う
同
志
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
を
越
え
た
横
の
展
開
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

人
口
減
少
や
財
政
の
ひ
っ
迫
が
進
む
中
で
、
地
域
の
自

立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、「
地
域
の
自
立
」

や
「
地
域
主
義
」
と
い
う
と
、
い
さ
さ
か
教
条
的
で
孤
立

し
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
現
代
で
は
、
リ

ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
の
交
流
を
前
提
に
も
う
少
し
緩
く
構

え
た
方
が
う
ま
く
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
各
地

が
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
て
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
れ
ば
、
交
流
が
進
み
ま
す
。
そ
の
過
程
で
、
経
営
資

源
を
蓄
積
し
た
り
、
地
域
文
化
を
醸
成
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
新
し
い
地
域
活
性
化
の
モ
デ
ル
を

示
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

写真 4　土師祭での「らき☆すた神輿」と千貫神輿の共演（奥
が「らき☆すた神輿」）
画像提供：久喜市商工会鷲宮支所
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ժ
ࣨ
ொ
ͱ
ή
ー
ト
Ϙ
ー
ル

ή
ー
ト
Ϙ
ー
ル
は
、
１
９
４
７
（
ত
࿨
₂₂
）
年
に
北
海

道
Ѵ
川
市
か
ら
࢓
事
で
ժ
室
町
に
来
て
い
た
ླ
໦
࿨
৳
氏

が
、
ઓ
後
の
ශ
し
い
暮
ら
し
の
中
に
あ
っ
た
子
ど
も
た
ち

に
「
何
か
༡
び
道
۩
を
」
と
、Ԥ
州
の
伝
౷
的
な
競
ٕ
「
ク

ロ
ッ
ケ
ー
」
を
ヒ
ン
ト
に
考
Ҋ
し
ま
し
た
。
手
ܰ
で
体
力

的
な
ෛ
担
も
少
な
い
と
い
う
特
性
か
ら
、
高
ྸ
者
向
き
の

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
全
国
の
教
ҭ
ҕ
員
会
が
取
り
入
れ
、

ঃ
ʑ
に
٭
ޫ
を
ཋ
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

１
９
８
０
年
代
に
は
国
内
競
ٕ
者
が
₆0
万
人
を
௒
え
る

◆◆◆

ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
ή
ー
ト
Ϙ
ー
ル
が
ժ
室

町
で
生
ま
れ
た
こ
と
を
知
る
人
は
町
内
に
も
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
が
分
か
っ
た
の
は
１
９
８
４
年
11
月
の
こ
と

で
す
。
全
国
に
先
駆
け
て
屋
内
ή
ー
ト
Ϙ
ー
ル
場
が
町
内

に
オ
ー
プ
ン
し
た
ࡍ
、
そ
の
こ
と
を
新
聞
記
事
で
知
っ
た

ླ
໦
࿨
৳
氏
の
࠺
、
ण
美
夫
人
か
ら
「
ή
ー
ト
Ϙ
ー
ル
の

創
࢝
者
で
あ
る
ླ
໦
࿨
৳
は
﹃
ժ
室
﹄
で
ή
ー
ト
Ϙ
ー
ル

を
考
え
創
り
だ
し
た
の
で
ご
͟
い
ま
す
。
ή
ー
ト
Ϙ
ー
ル

の
原
点
は
ժ
室
な
の
で
ご
͟
い
ま
す
」
と
の
手
ࢴ
を
い
た

だ
い
た
の
で
す
。

શ
ྗ
の
お
΋
ͯ
ͳ
͠

ή
ー
ト
Ϙ
ー
ル
の
発
঵
の
地
が
ժ
室
町
で
あ
る

と
い
う
事
実
は
、町
民
の
心
に
Ր
を
付
け
ま
し
た
。

発
঵
の
地
で
あ
る
こ
と
を
町
お
こ
し
に
つ
な
げ
よ

う
と
、
町
企
画
係
長
の
宮
西
義
ݑ
氏
と
総
務
係
長

の
大
野
新
氏
（
ݞ
書
は
い
ず
れ
も
当
時
）
が
中
心

と
な
っ
て
検
討
が
࢝
ま
り
ま
し
た
。
ɹ

そ
の
݁
果
、「
発
঵
の
地
め
む
ろ
」
が
全
国
に

◆◆◆

知
れ
渡
る
よ
う
な
大
会
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
、
有
志
を

募
っ
て
一
人
ひ
と
り
が
知
恵
と
࿑
力
と
資
金
を
持
ち
د

り
、「
お
も
て
な
し
」
の
心
を
ࠐ
め
た
大
会
を
成
功
さ
せ

よ
う
と
動
き
だ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
予
ࢉ
も
な
い
中
、
ÿÿ

人
の
実
行
ҕ
員
は
２
２
０
０
人
の
町
民
の
ࢧ
え
を
受
け
、

ز
多
の
ۤ
೉
を
৐
り
越
え
１
９
８
７
年
８
月
１
日
か
ら
の

３
日
間
に
わ
た
る
「
第
１
回
発
঵
の
地
ഋ
全
国
ή
ー
ト
Ϙ

ー
ル
大
会
」
の
開
催
に
こ
͗
着
け
た
の
で
す
。

大
会
初
日
、
参
加
者
を
׻
迎
す
る
レ
η
プ
シ
ョ
ン
が
開

か
れ
ま
し
た
。
ժ
室
特
産
の
食
ࡐ
を
使
っ
た
料
理
で
も
て

な
し
、
ڷ
土
ܳ
能
の
「
メ
Ϝ
オ
ロ
ଠ
ޑ
」
を
൸
࿐
。
最
後

は
北
海
道
名
෺
「
北
海
ຍ
གྷ
り
」
を
参
加
者
全
員
で
གྷ
り

ま
し
た
。
町
民
に
よ
る
全
力
の
お
も
て
な
し
が
参
加
者
の

心
を
つ
か
み
、「
お
も
て
な
し
全
国
大
会
」
が
஀
生
し
た

ॠ
間
で
し
た
。

翌
日
の
開
会
式
で
は
、
地
元
の
ए
者
の
発
૝
に
よ
る
聖

Ր
点
౮
式
や
、
༮
ஓ
Ԃ
ࣇ
の
パ
レ
ー
ド
、
中
学
ߍ
ਧ
૗
ָ

部
に
よ
る
演
૗
な
ど
で
、
全
国
か
ら
来
町
し
た
１
１
２
チ

ー
Ϝ
７
７
２
人
の
ή
ー
ト
Ϙ
ー
ラ
ー
を
׻
迎
し
ま
し
た
。

第
１
回
か
ら
昨
年
の
第
3₂
回
ま
で
継
続
し
て
大
会
を
開

催
し
、
全
国
か
ら
３
４
２
４
チ
ー
Ϝ
、
２
万
１
７
８
３
人

の
参
加
者
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
今
年
も
第
33
回
の
大
会

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
残
念
な
が
ら
中
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
第
33
回
は
来
年
８
月
₂ÿ
、
₂₉
日
に
開
催
す
る
予
定
で

す
。大

会
の
運
営
体
制
は
時
代
の
ม
化
に
合
わ
せ
て
少
し
ず

つ
ม
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
発
঵
の
地
と
し
て
全
力
の

「
お
も
て
な
し
」
で
ή
ー
ト
Ϙ
ー
ラ
ー
を
お
迎
え
す
る
心

意
ؾ
は
、
今
も
ม
わ
ら
ず
実
行
ҕ
員
に
引
き
継
が
れ
て
い

ま
す
。

北
海
道
芽
室
町

ήートϘーϧ૑࢝者・ླ໦࿨৳氏

キ
ラ
リ
と
光
る

わ
が
ま
ち
自
慢
の
全
国
大
会

︱
ή
ー
ト
Ϙ
ー
ル
発
঵
の
地
を
޿
く
紹
介
︱

田
川
　
唯
史

芽
室
町
商
工
観
光
課
観
光
物
産
係

「
お
も
て
な
し
」
の
心
で
全
国
大
会
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ή
ー
ト
Ϙ
ー
ル
ਓ
ޱ
の
ݮ
গ

高
ྸ
者
に
ര
発
的
な
人
ؾ
を
得
て
い
た
ή
ー
ト
Ϙ
ー
ル

で
す
が
、
少
子
高
ྸ
化
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
多
༷
化
に
よ

り
次
第
に
競
ٕ
人
口
が
減
少
し
、
こ
れ
に
൐
い
、
発
঵
の

地
ഋ
全
国
ή
ー
ト
Ϙ
ー
ル
大
会
の
参
加
者
も
減
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
発
঵
の
地
ഋ
を
創
設
当
初
か
ら
ࢧ
え

て
き
た
地
元
ή
ー
ト
Ϙ
ー
ル
協
会
の
メ
ン
バ
ー
や
大
会
実

◆◆◆

行
ҕ
員
も
同
༷
に
高
ྸ
化
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

世
界
規
模
で
見
れ
ば
競
ٕ
人
口
は
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
日
本
発
঵
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
国
内
競
ٕ
者
の
減
少

は
発
঵
の
地
の
本
町
と
し
て
も
大
き
な
課
題
と
ଊ
え
て
お

り
、
新
た
な
方
向
性
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ൃ
঵
の
地
ഋ
の
͜
Ε
͔
ら

ླ
໦
࿨
৳
氏
が
ή
ー
ト
Ϙ
ー
ル
を
考
Ҋ
す
る
こ
と
に
な

◆◆◆

っ
た
原
点
は
、
ઓ
後
の
ශ
し
い
子
ど
も
た
ち
に
も
؆
୯
な

道
۩
で
ؾ
ܰ
に
༡
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
、
い
わ
ば
「
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
と
の
思
い
で
す
。

ժ
室
町
は
そ
の
原
点
を
大
੾
に
し
、
ए
い
世
代
が
活
༂

で
き
る
؀
境
を
整
え
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
݁
果
、町
内
で
は
ή
ー
ト
Ϙ
ー
ル
少
年
団
「
マ
チ
ル
ダ
」

や
ന
א
学
Ԃ
高
ߍ
ή
ー
ト
Ϙ
ー
ル
部
が
஀
生
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
減
少
が
続
く
発
঵
の
地
ഋ
全
国
ή
ー
ト
Ϙ
ー

ル
大
会
も
、
਌
ળ
大
会
を
ج
調
に
し
な
が
ら
競
ٕ
性
を
高

め
る
こ
と
で
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
魅
力
を

ଧ
ち
出
し
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
出
場

を
๬
む
大
会
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

本
年
౓
か
ら
は
、
日
本
の
ή
ー
ト
Ϙ
ー

ル
界
を
౷
׋
し
て
い
る
財
団
法
人
日
本
ή

ー
ト
Ϙ
ー
ル
連
合
に
町
職
員
を
೿
ݣ
し
て

お
り
、
ή
ー
ト
Ϙ
ー
ル
の
෯
޿
い
世
代
へ

の
普
及
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ή

ー
ト
Ϙ
ー
ル
の
ָ
し
さ
を
޿
め
て
い

く
に
は
、
そ
の
ָ
し
さ
を
自
ら
体
現
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
、
役
場
内
に
職
員
の

有
志
か
ら
な
る
ή
ー
ト
Ϙ
ー
ル
チ
ー
Ϝ
も

立
ち
上
げ
、
࿅
श
に
ྭ
ん
で
い
ま
す
。
昨

年
は
全
国
大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。

ή
ー
ト
Ϙ
ー
ル
発
঵
の
地
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
ή
ー
ト
Ϙ
ー
ル
の
ৼ
興
と
共
に

า
み
、
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
住
民
の
օ

༷
に
発
঵
の
地
を
ތ
り
に
思
っ
て
も
ら
え

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

の
象
徴
と
な
る「
お
も
て
な
し
全
国
大
会
」

の
௅
ઓ
は
続
き
ま
す
。

ୈ 32ճൃ঵の஍ഋ։会ࣜ

ήートϘーϧൃ঵の஍ه೦ൾ
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フ
Ỹ
ỽ
γ
ἀ
ン
ߕ
ࢠ
Ԃ
ͱ
は

２
０
０
０
年
２
月
に
੨
৿
県
が
ࡦ
定
し
た
「
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
ৼ
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
ج
づ
き
、
₂1
世
紀
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
を
担
う
人
づ
く
り
を
目
的
に
高
ߍ
生
を
対
象
に
し
た

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
β
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
が
実
ࢪ
さ
れ
ま
し

た
。
初
年
౓
は
北
東
北
３
県
（
੨
৿
県
、
ؠ
手
県
、
ळ
田

県
）
を
対
象
に
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
ඇ
常
に
大
き
な
൓
響

が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
対
象
を
全
国
に
拡
大
し
て
２
０

０
１
年
に
「
全
国
高
౳
学
ߍ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
β
イ
ン
選

手
権
大
会
」（
通
শ
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ߕ
子
Ԃ
」）
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
1₂
月
に
は
事
務
局
を
੨
৿

県
ி
か
ら
߂
前
商
工
会
ٞ
ॴ
に
Ҡ
し
、
߂
前
商
工
会
ٞ
ॴ

と
੨
৿
県
、
߂
前
市
、
੨
৿
県
ア
パ
レ
ル
工
業
会
で
実
行

ҕ
員
会
を
組
織
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ߕ
子
Ԃ
を
運
営
し
て

い
ま
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ߕ
子
Ԃ
は
、
そ
の
名
の
通
り
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
性
と
デ
β
イ
ン
性
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
が
、
出

場
し
て
い
る
の
は
デ
β
イ
ン
ܥ
学
Պ
の
生
ె
ば
か
り
で
は

◆◆◆

あ
り
ま
せ
ん
。
普
通
高
ߍ
、
工
業
高
ߍ
、
総
合
高
ߍ
、
農

業
高
ߍ
、
特
別
ࢧ
ԉ
学
ߍ
ま
で
෯
޿
い
૚
の
生
ె
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
デ
β
イ
ン
画
に
よ
る
１
次
審
査
を
行

い
、こ
れ
を
通
過
し
た
チ
ー
Ϝ
は
実
ࡍ
に
ҥ
૷
を
制
作
し
、

大
੎
の
؍
客
の
前
で
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
形
式
に
よ

る
最
ऴ
審
査
で
上
位
を
競
い
ま
す
。
１
次
審
査
に
は
毎
年

約
３
０
０
０
ຕ
の
応
募
が
あ
り
ま
す
。
デ
β
イ
ン
画
で
あ

っ
て
も
、
ҥ
૷
を
࢓
立
て
る
と
き
に
使
用
す
る
生
地
の
イ

メ
ー
ジ
を
デ
β
イ
ン
に
落
と
し
ࠐ
ん
で
い
る
作
品
が
多

く
、
高
ߍ
生
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

Ͳ
͏
͠
ͯ
߂
લ
Ͱ
ʁ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ߕ
子
Ԃ
は
昨
年
の
開
催
で
1₉
回
目
を
迎

え
ま
し
た
が
、
初
対
面
の
人
に
ほ
΅
１
０
０
％
聞
か
れ
る

の
が
「
ど
う
し
て
੨
৿
・
߂
前
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
の
で

す
か
」
と
い
う
質
問
で
す
。
߂
前
市
は
ߐ
ށ
時
代
に
௡
ܰ

ൡ
の
৓
下
町
と
し
て
ӫ
え
、
第
２
次
世
界
大
ઓ
後
は
東
北

初
の
ඦ
՟
店
「
か
く
は
宮
川
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
（
１
９

◆◆◆

７
８
年
に
ด
店
）
な
ど
、
東
北
ݍ
内
で
は
流
行
に
හ
感
な

ؾ
質
を
持
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
౓
の
高
い
֗
で
す
。
߂

前
市
内
お
よ
び
प
ล
一
ଳ
の
௡
ܰ
地
方
に
は
高
い
ٕ
ज़
力

を
持
つ
๓
製
工
場
が
数
多
く
立
地
し
、
国
内
の
み
な
ら
ず

国
ࡍ
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
着
用
す
る
ҥ
૷
を
手
ֻ
け
て

い
る
工
場
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
土
地
ฑ
も
あ
り
、
２

０
０
０
年
当
時
の
੨
৿
県
知
事
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
β
イ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
を
決
め
た
ࡍ
に
߂
前
の
地
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

地
域
に
ࠜ
ࠩ
͠
た
大
会
を
໨
ࢦ
͠
ͯ

北
東
北
３
県
大
会
も
含
め
る
と
₂0
年
間
、
߂
前
市
で
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
ߕ
子
Ԃ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
継
続
は
力

な
り
」
と
い
う
こ
と
わ
͟
が
あ
り
ま
す
が
、
回
を
ॏ
Ͷ
る

ご
と
に
大
会
の
ೝ
知
౓
は
上
が
り
、
今
で
は
毎
年
の
よ
う

に
最
ऴ
審
査
会
の
会
場
へ
足
を
運
ん
で
く
れ
る
߂
前
市
民

や
੨
৿
県
民
が
大
੎
い
ま
す
。
昨
年
開
催
さ
れ
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ߕ
子
Ԃ
２
０
１
９
最
ऴ
審
査
会
で
来
場
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
約
３
割
が
３
回
以
上
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
ߕ
子
Ԃ
を
؍
ཡ
し
た
こ
と
が
あ
る
と
回
౴
し
ま

し
た
。
؍
ཡ
さ
れ
た
人
か
ら
は「
今
年
も
良
か
っ
た
よ
ʂ
」

「
ま
た
来
年
ָ
し
み
に
し
て
い
る
よ
ʂ
」
と
੠
を
ֻ
け
て

も
ら
う
こ
と
も
あ
り
、
大
ม
ྭ
み
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
「
߂
前
市
民
だ
け
ど
娘
が
出
場
す

る
こ
と
に
な
っ
て
初
め
て
知
っ
た
」「
会
場
ま
で
の
タ
ク
シ

ー
の
中
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ߕ
子
Ԃ
の
࿩
を
し
た
が
、
運
స

手
は
開
催
を
知
ら
な
い
よ
う
だ
っ
た
」
と
い
う
੠
も
あ
り
、

प
知
・
Ｐ
̧
面
で
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ߕ
子
Ԃ
実
行
ҕ
員
会
で
は
߂、
前
市
民
、

੨
৿
県
民
へ
の
Ｐ
̧
を
目
的
に
、
߂
前
市
内
や
प
ล
地
域

◆◆◆

青
森
県
弘
前
市

キ
ラ
リ
と
光
る

わ
が
ま
ち
自
慢
の
全
国
大
会

吉
澤
　
佳
苗

弘
前
商
工
会
議
所
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン�

甲
子
園
実
行
委
員
会
事
務
局

︱
流
行
に
හ
感
な
東
北
の
地
・
߂
前
で
₂0
年
︱

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
学
ぶ
高
校
生
の
「
甲
子
園
」
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の
商
業
ࢪ
設
で
最
ऴ
審
査
会
に
出
場
す
る
全
作
品
の
デ
β

イ
ン
画
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
５
年
前
か
ら
は
、
߂

前
市
を
中
心
に
ࢲ
మ
࿏
ઢ
を
運
営
す
る
మ
道
会
社
の
協
力

を
得
て
、
ి
ं
の
ं
྆
内
で
も
デ
β
イ
ン
画
の
展
示
を
行

っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
へ
の
興
味
・
関
心
を
高

め
て
も
ら
う
た
め
、
੨
৿
県
内
の
学
生
や
一
般
の
方
を
対

象
に
し
た「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
お
࢓
事
最
前
ઢ
η
ϛ
ナ
ー
」

も
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
普
段
な
か
な

か
઀
す
る
機
会
の
な
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
で
活
༂
し
て

い
る
人
を
ߨ
師
に
迎
え
、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
に
は
ど

の
よ
う
な
࢓
事
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
ج
本
的
な
内
༰
を

は
じ
め
、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
の
現
ঢ়
」「
関
連
企
業
の

求
め
る
人
ࡐ
」
な
ど
に
つ
い
て
ߨ
演
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
を
志
す
ए
い
人
ࡐ
に
対
し
て
、

よ
り
現
実
的
な
目
標
を
設
定
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
1₅
回
（
年
１
回
）
開
催
し
ま
し
た
。

ߨ
師
を
務
め
る
の
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
β
イ
ナ
ー
の

ଞ
に
も
、
素
ࡐ
に
こ
だ
わ
っ
た
服
作
り
を
し
て
い
る
会
社

や
、
近
年
進
化
が
目
֮
ま
し
い
制
作
過
程
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
の
代
表
な
ど
、
多
ذ

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
将
来

の
視
野
が
޿
が
っ
た
」「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
っ
て
も
い

ろ
い
ろ
な
職
種
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
」
と
い
う
コ
メ
ン

ト
を
も
ら
う
な
ど
、
毎
回
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

ࠓ
ޙ
の
ల
๬

今
年
౓
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ߕ
子
Ԃ
は
第
₂0
回
と
い
う
અ

目
の
大
会
に
な
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
世
界
的
に
流

◆◆◆

行
が
拡
大
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
̘

̤
̫
̞
̙

－

1₉
）
の
影
響
で
中
止
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
約
₂0
年
に
わ
た
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ߕ
子
Ԃ
を

開
催
し
、
過
ڈ
の
出
場
者
の
中
に
は
現
在
デ
β
イ
ナ
ー
と

し
て
活
༂
す
る
̤
̜
や
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ߕ
子
Ԃ
の
出
場

を
契
機
に
服
০
の
道
へ
進
み
、
ເ
を
実
現
し
た
̤
̜
も
い

ま
す
。
ま
た
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ߕ
子
Ԃ
の
優
উ
ߍ
に
は
෭

賞
と
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
本
場
・
パ
リ
で
の
ݚ
म
ཱྀ
行

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
機
会
も
創
出
し
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
今
年
౓
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ߕ
子
Ԃ
は
中

止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
後
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
世
界
を
志
す
高
ߍ
生
を
応
ԉ
し
、
高
ߍ
生
の
ເ
を
実
現

す
る
た
め
の
一
ॿ
を
担
う
大
会
と
な
る
よ
う
に
ᬏㆾ

い

進し
ん

し
て

ま
い
り
ま
す
。

શ国͔らԠืのあͬたσβイϯ画

ϑΝογϣϯの͓࠷ࣄ࢓લઢηϛφーの様子

ϑΝογϣϯߕ子Ԃ 20�9 ༏উ作品（ԬཱݝࢁԬࢁೆߍߴ）
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50
Φ
ー
バ
ー
の
࢈
੠

ত
࿨
₅3
年
に
行
わ
れ
た
、
あ
る
野
ٿ
の
ߚ
ന
ࢼ
合
。
ळ

田
県
野
ٿ
協
会
の
会
長
を
務
め
て
い
た
ނ
高
ڮ
政
ହ
氏
の

呼
び
ֻ
け
に
よ
り
、
実
ઓ
に
参
加
す
る
機
会
が
な
く
؍
ઓ

だ
け
に
ऴ
わ
っ
て
い
た
₅0
ࡀ
以
上
の
̤
Ｂ
た
ち
が
集
ま

り
、
೤
ઓ
を
繰
り
޿
げ
た
。
そ
こ
は
、
ळ
田
県
の
「
少
年

野
ٿ
発
঵
の
地
」
と
し
て
知
ら
れ
る
旧
神
Ԭ
町
（
現
大
ઋ

市
神
Ԭ
地
域
）
だ
っ
た
。

翌
₅4
年
６
月
、
今
౓
は
新
調
し
た
Ϣ
ニ
フ
Ỽ
ー
Ϝ
を
着

用
し
た
₂ÿ
人
が
࠶
び
ߚ
ന
ࢼ
合
を
行
い
、
さ
ら
に
町
内
外

の
大
き
な
൓
響
を
得
て
７
月
に
は
６
チ
ー
Ϝ
で
「
第
１
回

大
ۂ
ઋ
北
５
０
０
ࡀ
野
ٿ
大
会
」（
い
わ
Ώ
る
܊
市
大
会
）

を
開
催
し
た
。こ
れ
に
自
৴
を
持
っ
た
選
手
の
間
か
ら「
今

౓
は
全
県
大
会
を
開
催
し
た
ら
」
と
の
੠
が
上
が
り
、
同

年
10
月
、
旧
神
Ԭ
町
で
記
念
す
べ
き
「
第
１
回
全
県
５
０

０
ࡀ
野
ٿ
大
会
」
が
８
チ
ー
Ϝ
の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

਌ㆈ
や

෕じ

た
ち
の
「
ߕ
子
Ԃ
」
が
産
੠
を
上
げ
た
ॠ
間
だ
。
ɹ

◆◆◆

ੜ
֔
ݱ
໾
の
ເ

自
分
た
ち
も
、
ま
だ
ま
だ
現
役
で
野
ٿ
が
で
き
る
。
た

だ
、
体
力
の
ਰ
え
は
ご
ま
か
せ
な
い
。
だ
っ
た
ら
、「
高

ྸ
者
で
も
ָ
し
め
る
ル
ー
ル
を
」と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ز
౓
か
の
վ
良
を
ॏ
Ͷ
、
˜
出
場
資
֨
₅0
ࡀ
以
上
˜
１
ή

ー
Ϝ
５
イ
ニ
ン
グ
制
˜
出
場
選
手
９
人
の
合
ܭ
年
ྸ
５
０

０
ࡀ
以
上
˜
同
じ
ή
ー
Ϝ
内
で
何
౓
で
も
࠶
出
場
可
能
˜

౤
ٿ
制
限
は
₅₅
ࡀ
ま
で
の
౤
手
は
９
ア
ウ
ト
を
取
る
ま

で
、
₅₆
ࡀ
以
上
は
無
制
限
︱
な
ど
、
競
ٕ
ス
ポ
ー
ツ
を
原

点
と
し
な
が
ら
も
、「
生
֔
現
役
」
と
し
て
野
ٿ
を
ָ
し

め
る
現
在
の
ル
ー
ル
に
ࢸ
っ
た
。

こ
の
ル
ー
ル
を
駆
使
す
れ
ば
、「
野
ٿ
経
ݧ
は
な
い
が
、

普
段
の
農
作
業
で
足
ࠊ
は
஁
え
ら
れ
て
い
る
。
૸
り
は
得

意
だ
」
と
い
う
人
で
も
、
チ
ー
Ϝ
内
で
ペ
ア
を
組
む
と
相

方
が
出
ྥ
す
る
た
び
に
代
૸
と
し
て
何
౓
で
も
出
場
で
き

る
。
い
わ
Ώ
る
コ
ϛ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
野
ٿ
を
ָ
し
め

る
の
だ
。

◆◆◆

ळ
の
෩
෺
ࢻ
に

こ
の
大
会
は
、
当
初
か
ら
ळ
田
տ
新
報
社
が
主
催
し
、

旧
神
Ԭ
町
が
主
؅
を
務
め
て
き
た
。
合
併
後
の
現
在
も
同

社
と
大
ઋ
市
が
共
催
し
て
お
り
、
地
元
の
新
聞
社
と
自
治

体
が
タ
ッ
グ
を
組
む
と
い
う
少
し
௝
し
い
形
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
が
功
を
૗
す
る
。

新
聞
ࢴ
面
で
の
取
り
ѻ
い
は
高
ߍ
野
ٿ
と
同
౳
だ
。
大

会
前
日
に
は
特
集
号
が
発
ץ
さ
れ
、
全
チ
ー
Ϝ
の
メ
ン
バ

ー
紹
介
や
؂
ಜ
の
一
言
な
ど
が
ࢴ
面
を
に
͗
わ
す
。
大
会

期
間
は
、
全
ࢼ
合
に
つ
い
て
対
ઓ
ス
コ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、

バ
ッ
テ
リ
ー
や
長
ଧ
の
バ
ッ
タ
ー
の
名
前
が
ࡌ
り
、
写
真

が
付
く
こ
と
も
あ
る
。
お
じ
い
ち
Ỵ
ん
が
ଙ
に
自
慢
で
き

る
唯
一
の
ツ
ー
ル
と
な
る
。
ま
た
、
県
外
に
い
る
身
内
に

新
聞
を
送
れ
ば
元
ؾ
の
ศ
り
に
も
な
る
。

最
初
は
８
チ
ー
Ϝ
の
出
場
で
開
催
さ
れ
た
大
会
だ
が
、

出
場
チ
ー
Ϝ
は
年
ʑ
増
え
続
け
、
昨
年
の
第
41
回
で
は
１

８
０
チ
ー
Ϝ
出
場
、
ొ
࿥
選
手
数
約
４
５
０
０
人
と
マ
ン

モ
ス
大
会
に
成
長
し
て
き
た
。
４
０
０
０
人
を
௒
え
る
選

手
が
30
分
以
上
か
け
て
入
場
行
進
し
、「
Ֆ
Ր
の
ま
ち
」

の
大
ઋ
市
ら
し
い
ス
タ
ー
マ
イ
ン
（
連
発
Ֆ
Ր
）
で
׻
迎

す
る
開
会
式
は
絶
ࢍ
を
ത
す
。
ࢼ
合
で
は
、
応
ԉ
に
駆
け

つ
け
る
家
଒
の
࢟
も
定
番
と
な
り
、
今
や
５
０
０
ࡀ
野
ٿ

大
会
は
地
元
・
ळ
田
の
ळ
の
෩
෺
ࢻ
と
な
っ
て
い
る
。

͍
͟
શ
ࠃ
大
会
΁

ฏ
成
₂₆
年
に
出
場
チ
ー
Ϝ
数
が
１
８
０
を
௒
え
、
こ
こ

数
年
は
県
外
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
増

え
て
き
た
。
同
時
に
、
参
加
選
手
や
関
係
者
か
ら
「
そ
ろ

◆◆◆◆◆◆

秋
田
県
大
仙
市

キ
ラ
リ
と
光
る

わ
が
ま
ち
自
慢
の
全
国
大
会

伊
藤
　
優
俊

大
仙
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
次
長�

（
兼
）
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

︱
෩
෺
ࢻ
と
な
っ
た
全
国
５
０
０
ࡀ
大
会
︱

野
球
に
燃
え
る
親
父
た
ち
の
「
甲
子
園
」
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そ
ろ
全
国
大
会
を
目
指
せ
な
い
か
」
と
の
੠
が
聞
こ
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。

「
全
国
大
会
を
࢓
ֻ
け
る
な
ら
今
し
か
な
い
」。
そ
ん
な

思
い
で
、
大
ઋ
市
長
や
ळ
田
տ
新
報
社
長
に
協
ٞ
を
ਃ
し

出
た
。
ฏ
成
₂₉
年
౓
の
開
催
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
る

こ
と
で
ྃ
ঝ
さ
れ
る
が
、
準
備
期
間
は
実
質
２
年
し
か
な

か
っ
た
。

全
国
大
会
を
う
た
う
な
ら
、
北
は
北
海
道
、
南
は
九
州
・

ԭ
ೄ
か
ら
出
場
チ
ー
Ϝ
を
募
ら
な
け
れ
ば
「
ෆ
発
஄
」
に

ऴ
わ
る
。
そ
の
Ｐ
̧
と
普
及
活
動
で
最
初
に
目
を
付
け
た

の
が
、「
野
ٿ
で
ま
ち
お
こ
し
」
を
手
ֻ
け
「
野
ٿ
の
ま

ち
推
進
課
」
が
あ
る
ಙ
島
県
Ѩ
南
市
だ
。

Ѩ
南
市
と
ಙ
島
新
聞
社
を
訪
Ͷ
、
ळ
田
と
同
༷
の
取
り

組
み
で
ಙ
島
県
大
会
を
開
催
し
、
５
０
０
ࡀ
野
ٿ
を
県
内

に
普
及
し
て
も
ら
い
た
い
と
ئ
い
出
た
。
そ
れ
を
շ
く
受

け
入
れ
て
も
ら
い
、
ฏ
成
₂7
年
ळ
に
ಙ
島
県
５
０
０
ࡀ
野

ٿ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
２
年
間
は
、
北
海
道

か
ら
九
州
ま
で
各
地
の
野
ٿ
連
ໍ
、
自
治
体
、
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
な
ど
約
₅0
団
体
・
社
に
Ｐ
̧
や
開
催
を
働
き
ֻ
け
て

き
た
。

ฏ
成
₂₉
年
７
月
、
記
念
す
べ
き
「
第
１
回
全
国
５
０
０

ࡀ
野
ٿ
大
会
」
が
1₂
都
県
の
3₂
チ
ー
Ϝ
で
ນ
を
開
け
た
。

昨
年
の
第
３
回
大
会
で
は
北
海
道
か
ら
も
出
場
し
、
県
外

の
出
場
チ
ー
Ϝ
は
3₂
チ
ー
Ϝ
中
₂₂
チ
ー
Ϝ
と
着
実
に
増
え

て
い
る
。

目
標
は
ເ
の
ߕ
子
Ԃ
。
全
国
47
都
道
府
県
代
表
の
「
野

ٿ
に
೩
え
る
਌
෕
た
ち
の
ߕ
子
Ԃ
」
と
し
て
、
大
ઋ
市
が

第
２
の
聖
地
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
だ
が
、
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ

た
。
野
ٿ
に
೩
え
る
਌
෕
た
ち
の
今
年
の
「
対
ઓ
相
手
」

は
ノ
ー
シ
ー
ド
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ଥ

協
し
な
い
਌
෕
た
ち
の
情
೤
と
生
き
༷
を
見
せ
て
も
ら
い

た
い
と
ئ
っ
て
い
る
。

ୈ 3ճશ国大会ܾউのҰ৔໘。ηΧϯド૸ྥでΫϩεϓレー

ୈ �ճશ国大会։会ࣜで੔ྻするબख

શݝ 大会の։会ࣜٿ໺ࡀ�00
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特 集
ఱ
ಐ
温
ઘ（
山
形
県
ఱ
ಐ
市
）の
؍
ޫ
ৼ
興
の
た
め
、「
全

国
く
ち
び
る
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
」
と
໏
ଧ
っ
た
、
一
෩
ม

わ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
１
９
８
９
年
よ
り
࢝
め
ま
し
た
。
山

形
県
の
県
Ֆ
「
ߚ
Ֆ
」
が
口
ߚ
の
原
料
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
こ
と
に
ち
な
ん
だ
催
し
で
、
毎
年
６
～
９
月
に
開
か

れ
ま
す
。
第
30
回
と
な
っ
た
２
０
１
８
年
の
コ
ン
テ
ス
ト

は
ఱ
ಐ
市
の
市
制
ࢪ
行
₆0
प
年
と
ॏ
な
り
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
山
形
に
お
け
る
ߚ
Ֆ
の
ྺ
࢙
と
こ
の
コ
ン
テ
ス

ト
の
30
年
を
ৼ
り
返
り
ま
す
。

ߚ
Ֆ
ͱ
ࢁ
ܗ
ݝ

ߚ
Ֆ
の
࠿
ഓ
は
、
ߐ
ށ
時
代
中
期
を
境
に
最
上
川
流
域

で
急
଎
に
拡
大
し
、
最
盛
期
に
は
全
国
の
出
ՙ
量
の
半
分

近
く
を
占
め
ま
し
た
。
日
本
の
特
産
෺
を
相
๾
番
付
に
見

立
て
た
「
ॾ
国
産
෺
見
立
相
๾
」
で
は
、東
の
関
࿬
が
「
最

上
ߚ
Ֆ
」
で
、
西
の
関
࿬
が
「
Ѩ
೾
の
ཟ
玉
」
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

最
上
川
の
स
運
を
通
し
て
山
形
と
ژ
都
・
大
ࡕ
が
深
く

݁
び
付
き
、
こ
れ
に
৐
じ
て
ߚ
Ֆ
商
人
た
ち
が
活
༂
し
た
こ

◆◆◆

と
が
産
地
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ߚ
Ֆ
商
人
た
ち
は
、
山
形
か
ら
ߚ
໫
を
ژ
に
出
ՙ
し
、
そ

の
ؼ
り
ՙ
と
し
て
古
着
や
Ԙ
、
ڕ
、
お
஡
な
ど
を
持
ち
ؼ
り

ま
し
た
。
行
き
で
໥
か
り
、
ؼ
り
で
も
໥
か
る
た
め
、
こ
の

商
売
は
「
ノ
コ
Ϊ
リ
商
売
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

最
上
川
流
域
の
市
町
ଜ
に
は
、
富
༟
を
競
っ
た
ߚ
Ֆ
商

人
た
ち
が
ژ
か
ら
持
ち
ؼ
っ
た
ߐ
ށ
時
代
の
ひ
な
人
形
が

今
で
も
た
く
さ
ん
残
存
し
て
お
り
、「
山
形
਽ㆲ

ㆪ

の
み
ち
」

と
か
「
ঙ
内
਽
の
み
ち
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
ひ
な
祭
り

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
ߚ
Ֆ
か
ら
࠾
れ
る
口
ߚ
・
๹
ߚ
用
の
ߚ
は
、
生

Ֆ
の
ॏ
量
の
０
・
３
％
程
౓
と
少
な
く
、
ߐ
ށ
時
代
に
は

「
ߚ
一
໴㇂

ん
㇁

金
一
໴
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
高
価
な
も
の
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ߚ
は
ご
く
一
部
の
༟
෱
な
人
ʑ
し
か
使

用
で
き
ず
、
ߚ
Ֆ
を
摘
む
農
家
の
娘
た
ち
と
は
無
ԑ
の
も

の
で
し
た
。

ఱ
ಐ
Թ
ઘ
ͱ
͘
ͪ
ͼ
Δ
ඒ
ਓ

山
形
県
は
１
９
８
２
年
に
ߚ
Ֆ
を
県
の
Ֆ
と
制
定
し
、

◆◆◆

؍
ޫ
ৼ
興
の
た
め
１
９
９
７
年
ま
で
「
ߚ
Ֆ
の
山
形
࿏
」

と
໏
ଧ
っ
た
؍
ޫ
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
最
近
で
は
、
地
元
の
؍
ޫ
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、

機
能
性
食
ࡐ
と
し
て
஫
目
さ
れ
る
ߚ
Ֆ
を
使
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
料
理
を
開
発
し
、
؍
ޫ
ཱྀ
館
や
ϗ
テ
ル
、
ҿ
食
店
に

普
及
さ
せ
よ
う
と
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
ߚ
Ֆ
の
山
形
࿏
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
Ｊ
̧
と
の
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
１
９
８
２
年
౓
と

１
９
８
８
年
౓
に
実
ࢪ
さ
れ
、
ఱ
ಐ
温
ઘ
と
し
て
も
؍
ޫ

誘
客
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
؀
と
し

て
ఱ
ಐ
温
ઘ
協
同
組
合
੨
年
部
が
立
ち
上
げ
た
事
業
が
、

全
国
く
ち
び
る
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

࿝
ए
உ
女
を
問
わ
ず
だ
れ
で
も
参
加
で
き
、
口
ߚ
を
付

け
て
ࢴ
に
口
づ
け
し
、
リ
ッ
プ
マ
ー
ク
の
ҹ
影
を
競
う
と

い
う
Ϣ
ニ
ー
ク
な
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
第
５
回
か
ら
ఱ
ಐ

温
ઘ
の
女ㆈ

か
み将

で
組
織
す
る
「
お
ۨ
会
」
が
引
き
継
͗
、
現

在
の
形
と
な
り
ま
し
た
。

時
代
の
ม
化
と
と
も
に
、「
ベ
ス
ト
リ
ッ
プ
賞
」「
η
ク
シ

ー
リ
ッ
プ
賞
」「
ダ
ン
デ
ィ
リ
ッ
プ
賞
」「
チ
ャ
イ
ル
ド
リ
ッ

プ
賞
」「
カ
ッ
プ
ル
リ
ッ
プ
賞
」
と
表
জ
部
門
も
増
や
し
、

ఱ
ಐ
温
ઘ
を
訪
れ
た
お
客
༷
に
、
山
形
の
ྺ
࢙
や
ߚ
Ֆ
と
の

関
連
性
、
北
前
ધ
で
ӫ
え
た
文
化
な
ど
に
少
し
で
も
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
創
意
工
夫
を
加
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ఱ
ಐ
温
ઘ
を
訪
れ
な
く
て
も
応
募
で
き
る

よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
「
ネ
ッ
ト
賞
」
を

創
設
し
た
り
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
Ｐ
̧
を
݉
Ͷ
て
ઋ
台
や
東

ژ
で
「
出
前
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
台
࿷
な
ど
ॾ
外
国
の
来
訪
者
の
参
加
も
増

え
て
お
り
、
毎
年
３
０
０
０
～
４
０
０
０
点
ほ
ど
の
応
募

が
あ
り
ま
す
。

各
部
門
の
昨
年
౓
の
賞
金
・
賞
品
は
˜
ベ
ス
ト
リ
ッ
プ

山
形
県
天
童
市

キ
ラ
リ
と
光
る

わ
が
ま
ち
自
慢
の
全
国
大
会

山
口
　
宰

天
童
温
泉
協
同
組
合
理
事

（
栄
屋
ホ
テ
ル
代
表
取
締
役
）

︱「
ߚ
Ֆ
」
産
地
の
温
ઘ
Ｐ
̧
で
ス
タ
ー
ト
︱

老
若
男
女
が
競
う
「
く
ち
び
る
美
人
」
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賞
ử
10
万
ԁ
（
１
人
）
˜
η
ク
シ
ー
リ
ッ
プ
賞
ử
５
万
ԁ

（
同
）
˜
ダ
ン
デ
ィ
リ
ッ
プ
賞
ử
３
万
ԁ
（
同
）
˜
チ
ャ

イ
ル
ド
リ
ッ
プ
賞
ử
߽
՚
賞
品
（
同
）
˜
フ
ァ
ϛ
リ
ー
賞

ử
ق
અ
の
く
だ
も
の
（
１
組
）
˜
ཱྀ
館
え
こ
ひ
い
き
賞
ử

特
産
品（
1₂
人
）̃
ネ
ッ
ト
賞
ử
山
形
の
ถ「
つ
や
ඣ
」（
３

人
）
︱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ഄ
া
ͱ
ఱ
ಐ

松
ඌ
ഄ
া
が
元
࿣
２
年
（
１
６
８
９
年
）
７
月
13
日
に

ఱ
ಐ
の
地
を
訪
れ
、「
ま
Ώ
は
き
を
း

ㆈ
㇂
か
㆒に

し
て
ㆹߚ

ㆫค
の
Ֆ
」

「
行
く
຤
は
୭
が
ഽ
ふ
れ
ん
ߚ
の
Ֆ
」
と
ӵ
ん
だ
こ
と
に

ち
な
ん
で
、
ఱ
ಐ
市
で
は
「
お
く
の
ほ
そ
道
ɹ
ఱ
ಐ
ߚ
Ֆ

ま
つ
り
」
を
毎
年
７
月
上
०
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
ߚ
Ֆ

摘
み
体
ݧ
や
ߚ
Ֆ
染
め
体
ݧ
、
ߚ
Ֆ
リ
ッ
プ
ク
リ
ー
Ϝ
作

り
な
ど
を
実
ࢪ
し
て
お
り
、
ఱ
ಐ
を
訪
れ
た
お
客
༷
が
ָ

し
み
な
が
ら
ߚ
Ֆ
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
イ
ベ
ン

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ߚ
Ֆ
ͱ
৯

ߚ
Ֆ
は
染
料
だ
け
で
な
く
׽
方
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て

お
り
、
ߚ
Ֆ
料
理
が
݈
߁
食
と
し
て
地
元
で
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
。ཱྀ
館
や
ҿ
食
店
で
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
の
ほ
か
、

ߚ
Ֆ
や
そ
の
ए
༿
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
レ
シ
ピ
を
コ
ン
テ

ス
ト
形
式
で
募
り
、
レ
シ
ピ
集
を
作
っ
て
ま
ち
お
こ
し
に

も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
౓
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
๷

で
残
念
な
が
ら
す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
来
年
౓
に
は
多
く
の
օ
༷
の
স
إ
に
出
会
え
ま
す

こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆

「ୈ 3�ճશ国ͪ͘ͼる美人ίϯςεト」ͪ͘ͼる৹査の෩ܠ
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ࢢ
֗
地
׆
ੑ
Խ
ର
ࡦ

ཾ
ケ
࡚
市
は
ҵ
৓
県
南
部
に
位
置
し
、
྘
と
水
に
ғ
ま

れ
て
い
な
が
ら
東
ژ
・
都
心
へ
の
ア
ク
η
ス
も
よ
く
、
ൈ

܈
の
子
ҭ
て
؀
境
を
備
え
た
魅
力
的
な
ま
ち
で
す
。

市
は
ฏ
成
1₂
年
６
月
、
中
心
市
֗
地
活
性
化
対
ࡦ
と
し

て
、
Ҡ
స
し
た
ۜ
行
の
੻
地
に
全
国
で
も
大
ม
௝
し
い
ެ

立
の
ອ
画
図
書
館
「
市
֗
地
活
力
η
ン
タ
ー
ま
い
ん
」
を

開
設
し
ま
し
た
。
෯
޿
い
世
代
の
人
ʑ
が
ܜ
い
、
集
い
、

交
流
が
で
き
る
よ
う
、
３
万
࡭
以
上
の
ອ
画
を
そ
ろ
え
た

Ӿ
ཡ
コ
ー
ナ
ー
と
５
台
の
パ
ι
コ
ン
を
設
置
。
ອ
画
の

「
ま
」
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
い
ん
」
を
取
っ
て
「
ま

い
ん
」
と
い
う
愛
শ
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
少
子
化
や
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
ར
用
者
が
減
少

し
て
い
た
た
め
、
ອ
画
図
書
館
を
ด
館
し
て
高
ྸ
者
向
け

の
݈
߁
増
進
ࢪ
設
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
ྩ
࿨
２
年

２
月
に
「
ま
い
ん
」
の
名
শ
を
継
ঝ
し
た
「
ま
い
ん
݈
޾

α
ポ
ー
ト
η
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
介
ޢ
予

๷
や
ೝ
知
症
対
ࡦ
の
プ
ロ
グ
ラ
Ϝ
を
提
ڙ
し
、
高
ྸ
者
の

◆◆◆

݈
߁
ण
໋
の
Ԇ
৳
や
交
流
促
進
を
図
る
ڌ
点
に
な
っ
て
い

ま
す
。঎

޻
会
ঁ
ੑ
෦
͕
ߟ
Ҋ

こ
の
ອ
画
図
書
館
に
来
館
す
る
子
ڙ
た
ち
に
、
大
人
に

な
っ
て
も
ջ
か
し
く
思
い
出
に
残
る
も
の
を
食
べ
て
も
ら

お
う
と
、
ཾ
ケ
࡚
市
商
工
会
女
性
部
が
࢝
め
た
の
が
、
ロ

ー
ズ
ポ
ー
ク
な
ど
地
元
の
特
産
෺
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

「
ཾ
ケ
࡚
ま
い
ん
コ
ロ
ッ
ケ
」
の
創
作
・
ൢ
売
で
す
。

当
初
は
ま
い
ん
専
用
ற
ं
場
で
ൢ
売
し
て
い
ま
し
た

が
、
予
૝
以
上
に
好
評
だ
っ
た
た
め
、
こ
の
活
動
を
中
心

市
֗
地
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
ฏ
成
13
年
７

月
か
ら
は
商
店
֗
に
面
す
る
都
市
ެ
Ԃ
で
ൢ
売
を
࢝
め
、

毎
月
第
一
日
༵
日
に
約
30
店
ฮ
に
よ
る
地
元
名
産
品
の
ൢ

売
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
「
ま
い
ん
バ
β
ー
ル
」

を
開
催
。
ྩ
࿨
２
年
２
月
時
点
で
バ
β
ー
ル
の
開
催
は
２

２
３
回
に
上
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
商
店
֗
の
に
͗
わ
い
や
市
民
相
ޓ
の
交
流

を
目
的
と
し
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
工
๪
ど
ら
す
て
」（
ཾ
ケ

◆◆◆

࡚
コ
ロ
ッ
ケ
会
館
）
を
ڌ
点
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ί
ϩ
ỽ
έ
Ϋ
ϥ
ϒ
஀
ੜ

コ
ロ
ッ
ケ
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
が
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
ཾ
ケ
࡚
コ
ロ
ッ
ケ
は
全
国
的
に
有
名
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
コ
ロ
ッ
ケ
を
活
性
化
の
起
ര
ࡎ

に
し
よ
う
と
、
ス
ー
パ
ー
や
ҿ
食
店
、
ਫ਼
೑
店
な
ど
と
連

ܞ
し
て
、ฏ
成
1₅
年
に
「
コ
ロ
ッ
ケ
ク
ラ
ブ
ཾ
ケ
࡚
」（
現

在
の
加
ໍ
店
1₉
店
ฮ
）
を
組
織
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に

同
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
ま
い
ん
バ
β
ー
ル
で
「
զ
が
家
自
慢

の
コ
ロ
ッ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
５
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

ཾ
ケ
࡚
コ
ロ
ッ
ケ
は
ฏ
成
₂₆
年
７
月
、
Ϡ
フ
ー
ジ
ャ
パ

ン
主
催
の
「
第
２
回
ご
当
地
メ
シ
決
定
ઓ
２
０
１
４
」
で

優
উ
し
「
日
本
一
」
の
শ
号
を
手
に
し
、
ฏ
成
₂₉
年
に
は

特
ڐ
ி
の
地
域
団
体
商
標
に
も
ొ
࿥
さ
れ
ま
し
た
。
県
内

で
は
３
番
目
の
ొ
࿥
で
す
。

◆◆◆

茨
城
県
龍
ケ
崎
市

νϟレϯδ工๪Ͳらすͯ（ཾέ࡚ίϩοέ会ؗ）

キ
ラ
リ
と
光
る

わ
が
ま
ち
自
慢
の
全
国
大
会

︱
全
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
味
を
競
う
︱

大
竹
　
昇

龍
ケ
崎
市
商
工
会
事
務
局
長

コ
ロ
ッ
ケ
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
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ྲྀ
通
経
ࡁ
大
ֶ
ͱ
࿈
ܞ

ฏ
成
1₆
年
、
Վ
手
で
女
優
の
ޒ
月
み
ど
り
さ
ん
が
「
ཾ

ケ
࡚
コ
ロ
ッ
ケ
਌
ળ
大
使
」
に
ब
೚
し
ま
し
た
。
そ
れ
を

機
に
、
ޒ
月
さ
ん
が
Վ
う
「
コ
ロ
ッ
ケ
の
Ӗ
」
に
合
わ
せ

て
「
ど
ら
コ
ロ
体
ૢ
」
が
考
Ҋ
さ
れ
ま
し
た
。
考
え
た
の

は
、
地
元
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
流
通
経
済
大
学
ス
ポ
ー

ツ
݈
߁
Պ
学
部
の
学
生
た
ち
。
ཾ
ケ
࡚
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

必
ず
こ
の
݈
߁
体
ૢ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
大
学
の
཮
上
部

員
も
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

શ
ࠃ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
։
࠵

ฏ
成
₂1
年
11
月
、
同
じ
く
コ
ロ
ッ
ケ
に
よ
る
ま
ち
お
こ

し
に
取
り
組
ん
で
い
る
富
山
県
高
Ԭ
市
、
੩
Ԭ
県
三
島
市

と
の
間
で
「
コ
ロ
ッ
ケ
の
国
ɹ
三
国
の
共
同
એ
言
」
を
క

݁
し
、
そ
れ
を
機
に
「
三
コ
ロ
会
」
を
݁
成
し
て
イ
ベ
ン

ト
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
ฏ
成
₂₅
年
11

月
に
ཾ
ケ
࡚
市
制
ࢪ
行
₆0
प
年
記
念
事
業
と
し
て
「
第
１

回
全
国
コ
ロ
ッ
ケ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ῶ
ཾ
ケ
࡚
」
を
商
店

◆◆◆◆◆◆

֗
大
通
り
で
開
催
し
ま
し
た
。

「
三
コ
ロ
会
」
を
࣠
に
、
コ
ロ
ッ
ケ
で
ま
ち
お
こ
し
を

ࢼ
み
て
い
る
全
国
の
自
治
体
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
₂0

団
体
が
参
加
し
、
約
５
万
人
の
来
場
者
で
に
͗
わ
い
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
は
、
来
場
者
の
౤
ථ
に
よ
り
人
ؾ

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る
「
コ
ロ
ッ
ケ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
」。
そ
し
て
、
女
性
に
よ
る
「
コ
ロ
ッ
ケ
大
食

い
バ
ト
ル
」
や
ޒ
月
み
ど
り
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど

も
開
催
し
ま
し
た
。

全
国
コ
ロ
ッ
ケ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
三
コ
ロ
会
の
持

ち
回
り
で
順
次
、
三
島
市
、
高
Ԭ
市
で
開
催
さ
れ
、
ฏ
成

₂₆
年
10
月
に
第
４
回
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
当
市
の
商
店
֗

大
通
り
で
開
催
し
ま
し
た
。
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
ܭ

3₅
店
ฮ
が
出
店
し
、
７
万
人
を
௒
え
る
来
場
者
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
Ｊ
̧
常
൬
ઢ
ཾ
ケ
࡚
市

Ӻ
と
市
中
心
部
の
�
・
�
㌔
を
݁
ぶ
関
東
మ
道
ཽ
ケ
࡚
ઢ

の
ं
྆
を
「
コ
ロ
ッ
ケ
ト
レ
イ
ン
」
と
し
て
運
行
（
ॴ
要

時
間
７
分
）。
コ
ロ
ッ
ケ
の
食
品
α
ン
プ
ル
を
つ
り
ֵ
に

付
け
て
、
Ϣ
ニ
ー
ク
な
ス
テ
ッ
カ
ー
で
ं
内
を
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
こ
れ
に
৐
っ

て
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
10
月
に
は
、
当
市
で
３
回
目
と
な
る
第
７
回
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
ఱ
ީ
に
も
恵
ま

れ
て
過
ڈ
最
高
の
3₉
店
ฮ
が
出
店
し
、
日
本
一
の
味
を
競

い
ま
し
た
。
地
元
か
ら
は
高
ߍ
生
も
参
加
し
、全
国
に「
コ

ロ
ッ
ケ
の
ま
ち
ཾ
ケ
࡚
」
を
発
৴
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ί
ϩ
ỽ
έ
ٻ
め
ԕ
ํ
͔
ら

コ
ロ
ッ
ケ
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
を
࢝
め
て
今
年
で
₂0
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ッ
ケ
ク
ラ
ブ
ཾ
ケ
࡚
は
新
作
コ

ロ
ッ
ケ
の
開
発
や
市
外
・
県
外

の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
な
ど
、

引
き
続
き
意
ཉ
的
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
商

工
会
と
行
政
も
常
に
連
ܞ
し
て

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
や
情

報
発
৴
に
努
め
て
お
り
、
こ
う

し
た
活
動
が
ཾ
ケ
࡚
コ
ロ
ッ
ケ

を
全
国
的
に
有
名
に
し
、
コ
ロ

ッ
ケ
を
ങ
い
求
め
て
ԕ
方
よ
り

お
越
し
い
た
だ
け
る
ま
ち
に
な

っ
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

օ
さ
ま
も
ͥ
ひ
コ
ロ
ッ
ケ
の
ま

ち
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

関౦మಓཽέ࡚ઢίϩοέトレイϯ

ୈ 7ճશ国ίϩοέϑΣεςΟόϧ JO ཾέ࡚の表জࣜ

ୈ4ճશ国ίϩοέϑΣεςΟόϧ JO ཾέ࡚の
商ళ֗大௨り会৔
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き
ỳ
͔
͚
は
ࡶ
ࢽ
の
ί
ϥ
Ϝ

大
町
市
は
、
長
野
県
の
北
西
部
、
松
本
ฏ
の
北
に
位
置

し
、
西
部
一
ଳ
に
फ़

し
㇞
ん

㆐ݥ
ん

な
北
ア
ル
プ
ス
山
ַ
を
連
Ͷ
て
い

ま
す
。
市
֗
地
の
標
高
は
７
０
０
ἇ
༨
り
。
典
型
的
な
内

཮
性
の
ؾ
ީ
で
、
北
ア
ル
プ
ス
の
山
ʑ
を
ө
す
ਔ
Պ
三
湖

や
ਗ਼㆛

い

ႏ㇌
つ

な
Տ
川
な
ど
、
࢛
ق
ં
ʑ
の
ม
化
に
富
ん
だ
美
し

く
豊
か
な
自
વ
؀
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
立
山
ࠇ
部
ア

ル
ペ
ン
ル
ー
ト
や
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
ެ
Ԃ
を
は
じ

め
多
く
の
؍
ޫ
資
源
も
有
し
、
年
間
３
０
０
万
人
を
௒
え

る
؍
ޫ
客
が
訪
れ
る
山
ַ
؍
ޫ
都
市
で
す
。

大
町
市
で
は
、
ฏ
成
５
年
౓
に
「
ア
ル
プ
ス
ғ
ޟ
ଜ
構

૝
」
を
提
এ
し
、
日
本
ع
Ӄ
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
全
国
初
の
ࢼ
み
と
な
る
「
ғ
ޟ
ଜ

づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
全
国
の

ғ
ޟ
フ
ァ
ン
の
中
で
「
ア
ル
プ
ス
ғ
ޟ
ଜ
ử
大
町
市
」
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
が
、
著
名
な
プ
ロ
ع
࢜
を
ഐ
出
し

◆◆◆

た
わ
け
で
も
、
ޟ
ੴ
や
ޟ
൫
な
ど
の
産
地
で
も
な
い
大
町

市
が
、
な
ͥ
ғ
ޟ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
経
Ң
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ア
ル
プ
ス
ғ
ޟ
ଜ
構
૝
が
提
এ
さ
れ
た
当
時
は
、
全
国

各
地
の
自
治
体
に
お
い
て
、「
ふ
る
さ
と
創
生
１
ԯ
ԁ
事

業
」
を
活
用
し
、
温
ઘ
開
発
や
࿩
題
と
な
る
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
制
作
な
ど
「
特
৭
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
ݸ
性
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」「
Ϣ
ニ
ー
ク
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
た
取
り
組
み
が
盛
ん
で
し
た
。

大
町
市
で
も
、
豊
か
な
自
વ
؀
境
を
活
用
し
た
「
ݸ
性

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
心
豊
か
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
模
ࡧ
す
る
中
、
あ
る
ғ
ޟ
ࡶ
ࢽ
の
コ
ラ
Ϝ
が
目
に
と
ま

り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
「
ट
都
ݍ
か
ら
３
時
間
程
౓
で
行

け
る
॓
ധ
ࢪ
設
や
温
ઘ
が
あ
る
؍
ޫ
資
源
の
豊
か
な
地

で
、
全
国
の
ғ
ޟ
フ
ァ
ン
が
集
い
、
好
き
な
だ
け
ޟ
が
ଧ

て
る
ເ
の
よ
う
な
場
ॴ
が
ཉ
し
い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
北
ア
ル
プ
ス
の
૖
大
な
ܠ
؍
に
加
え
、
ࠇ
部
ダ
Ϝ
や

ਔ
Պ
三
湖
、
温
ઘ
ࢪ
設
な
ど
の
豊
富
な
؍
ޫ
資
源
が
あ
る

大
町
市
は
、
ま
さ
に
ғ
ޟ
フ
ァ
ン
が
求
め
る
ເ
の
よ
う
な

場
ॴ
に
ͽ
っ
た
り
と
、
日
本
ع
Ӄ
に
名
৐
り
を
上
げ
た
こ

と
が
࢝
ま
り
で
す
。

ғ
ޟ
は
、
୭
に
で
も
ָ
し
め
る
؆
୯
な
ル
ー
ル
な
が
ら

Ԟ
行
き
の
深
い
知
的
な
ή
ー
Ϝ
で
す
。
し
か
も
、
୯
に
ή

ー
Ϝ
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
ྱ
に
࢝
ま
り
ྱ
に
ऴ
わ
る
と

い
わ
れ
る
ғ
ޟ
は
、
人
間
形
成
や
人
ࡐ
ҭ
成
に
ඇ
常
に
役

立
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
町
市
も
「
ま
ち
づ
く
り
は
人

づ
く
り
か
ら
」
と
い
う
視
点
に
立
ち
、「
ғ
ޟ
を
学
ぶ
」

の
で
な
く
「
ғ
ޟ
に
学
ぶ
、
ғ
ޟ
で
学
ぶ
」
と
い
う
考
え

方
を
も
と
に
、
市
内
の
༮
ஓ
Ԃ
・
อ
ҭ
Ԃ
や
小
学
ߍ
を
中

心
に
行
わ
れ
る
普
及
ܒ
発
活
動
を
通
し
て
人
づ
く
り
に
ਫ਼

力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ア
ル
ϓ
ス
ғ
ޟ
ଜ
·
ͭ
り
の
։
࠵

「
パ
チ
ッ
、
パ
チ
ッ
」。
普
段
は
ス
ポ
ー
ツ
を
ָ
し
む
੠

が
響
く
総
合
体
ҭ
館
の
大
ア
リ
ー
ナ
に
、
࿝
ए
உ
女
が
ޟ

ੴ
を
ଧ
つ
Ի
が
ộ
。

３
０
０
０
ἇ
ڃ
の
山
ʑ
が
連
な
る
北
ア
ル
プ
ス
の
山
ഽ

に
特
徴
的
な
ઇ
形
が
現
れ
、
山
࿢
の
໦
ʑ
に
は
੨
ʑ
と
し

た
ए
༿
が
ൟ
る
５
月
下
०
、
大
町
市
で
は
य़
の
෩
෺
ࢻ
と

な
っ
て
い
る
「
ア
ル
プ
ス
ғ
ޟ
ଜ
ま
つ
り
」
の
ນ
が
上
が

り
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
温
ઘ
॓
に
॓
ധ
し
、
ಌ
れ
の
プ
ロ

ع
࢜
か
ら
指
ಋ
ޟ
が
受
け
ら
れ
る
前
໷
祭
と
、
長
野
県
知

事
ഋ
・
大
町
市
長
ഋ
を
目
指
し
て
ク
ラ
ス
別
で
対
ઓ
す
る

ғ
ޟ
大
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ฏ
成
８
年
、
世
界
ア

マ
チ
ュ
ア
ғ
ޟ
選
手
権
ઓ
が
大
町
市
で
行
わ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
て
第
１
回
大
会
を
開
催
し
、
回
を
ॏ
Ͷ
て
昨
年
第

◆◆◆

長
野
県
大
町
市

キ
ラ
リ
と
光
る

わ
が
ま
ち
自
慢
の
全
国
大
会

西
條
　
哲
也

大
町
市
総
務
部
企
画
財
政
課�

企
画
調
整
係�

主
任

北
ア
ル
プ
ス
山
麓
で

 

全
国
初
の
囲
碁
村
づ
く
り

︱
知
事
ഋ
・
市
長
ഋ
目
指
し
２
０
０
人
参
ઓ
︱
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1₉
回
を
迎
え
ま
し
た
。

前
໷
祭
で
は
、
毎
年
参
加
し
て
い
た
だ
く
二
े
࢛
世
本

因
๥
ल
๕
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
総
੎
８
人
の
プ
ロ
ع
࢜

に
よ
る
指
ಋ
ޟ
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
中
高
年
ま
で

の
愛
好
者
を
相
手
に
೤
心
な
指
ಋ
が
行
わ
れ
、
ന
೤
す
る

あ
ま
り
ऴ
ྃ
時
間
を
௒
え
て
も
指
ಋ
が
続
け
ら
れ
る
ほ
ど

で
し
た
。

そ
の
後
の
࠙
਌
会
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
「
二
े

࢛
世
本
因
๥
ल
๕
か
ら
の
௅
ઓ
ঢ়
」（
٧
ޟ
）
に
大
੎
の

方
が
参
加
。「
全
問
ਖ਼
解
者
は
ア
マ
５
～
６
段
に
相
当
す

る
」（
ल
๕
先
生
）
と
い
う
೉
қ
౓
の
高
い
௅
ઓ
ঢ়
と
な

り
ま
し
た
が
、
予
૝
以
上
に
当
選
者
は
多
く
、
参
加
者
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
見
事
に
全
問
ਖ਼
解

し
た
₂3
人
の
中
か
ら
ந
選
で
10
人
に
、
参
加
プ
ロ
ع
࢜
全

員
の
α
イ
ン
৭
ࢴ
や
、
地
元
の
໏
՛
「
ཕ
ௗ
の
ཬ
」
が
ल

๕
先
生
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

普
段
は
経
ݧ
で
き
な
い
プ
ロ
ع
࢜
と
の
交
流
に
加
え
、

１
年
ぶ
り
に
࠶
会
し
た
ғ
ޟ
ଜ
の
仲
間
と
大
町
市
の
໏
ञ

に
ઉ
ޑ
を
ଧ
ち
、
北
ア
ル
プ
ス
の
࿢
の
ఱ
વ
温
ઘ
で
༊
や

さ
れ
る
ひ
と
と
き
は
、
ま
さ
に
ࢸ
෱
の
時
間
と
な
り
ま
し

た
。翌

日
は
、
市
総
合
体
ҭ
館
で
「
長
野
県
知
事
ഋ
・
大
町

市
長
ഋ
争
ୣ
ғ
ޟ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
ट
都
ݍ
は
も
と

よ
り
ԕ
く
は
෱
Ԭ
県
や
޿
島
県
な
ど
全
国
各
地
か
ら
約
２

０
０
人
が
参
加
す
る
中
、
地
元
・
大
町
ַ
ཅ
高
ߍ
の
生
ె

が
選
手
એ
੤
を
行
い
、
各
֊
ڃ
に
分
か
れ
て
೤
ઓ
を
繰
り

޿
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
ғ
ޟ
普
及
の
ࢼ
み
と
し
て
、
市
内
の
年
長
ࣇ
と

อ
ޢ
者
を
対
象
に
、
プ
ロ
ع
࢜
に
よ
る
ғ
ޟ
入
門
教
室
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
10
組
の
਌
子
が
参
加
し
プ
ロ
ع
࢜
の

温
か
い
指
ಋ
を
受
け
な
が
ら
、
೤
心
に
ғ
ޟ
を
学
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
ए
い
ғ
ޟ

愛
好
者
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ަ
ྲྀ
の
ྠ
の
͞
ら
ͳ
Δ
֦
大
΁

近
年
、
ア
ル
プ
ス
ғ
ޟ
ଜ
ま
つ
り
参
加
者
は
、
各
地
で

開
催
さ
れ
る
༷
ʑ
な
ғ
ޟ
大
会
の
影
響
や
、
愛
好
者
の
高

ྸ
化
に
൐
い
、
年
ʑ
減
少
܏
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
๷
ぐ
た
め
、
人

と
人
と
の
間
の
ڑ
཭
を
อ

つ
取
り
組
み
も
、
ක
を
突

き
合
わ
せ
て
ޟ
ੴ
を
ଧ
つ

ғ
ޟ
の
世
界
に
と
っ
て
少

な
か
ら
ず
影
響
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
੾
に
す
る
ғ
ޟ
の

普
及
活
動
を
通
じ
、
今
後

も
「
ま
ち
づ
く
り
の
原
点

は
人
づ
く
り
」
と
の
ೝ
ࣝ

の
も
と
、
さ
ら
な
る
交
流

の
ྠ
の
拡
大
に
つ
な
げ
る

べ
く
、
ア
ル
プ
ス
ғ
ޟ
ଜ

の
活
動
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

◆◆◆

ϓϩ࢜عによる਌子ғޟೖ໳ڭ室

ಌΕのϓϩ࢜عとه೦ࡱӨ

ന೤したϓϩ࢜عによるࢦಋޟ
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ୈ
̍
ճ
大
会
に
̓
̌
̌
ਓ

「
ゼ
ッ
ケ
ン
番
号
１
０
０
１
番
か
ら
１
１
０
０
番
ま
で

の
選
手
は
入
場
し
て
く
だ
さ
い
」

「
一
般
の
部
１
回
ઓ
第
１
組
。位
置
に
つ
い
て
、よ
～
い
、

ピ
～
（
ϗ
イ
ッ
ス
ル
の
Ի
）」

大
会
本
番
の
࢝
ま
り
は
、
ま
さ
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開

ນ
と
同
じ
で
す
。
祭
り
の
出
店
な
ど
で
お
な
じ
み
の
金
ڕ

す
く
い
を
、
競
ٕ
と
し
て
位
置
づ
け
た
「
全
国
金
ڕ
す
く

い
選
手
権
大
会
」。
１
９
９
５
年
８
月
₂7
日
、
第
１
回
大

会
が
ಸ
良
県
大
࿨
܊
山
市
の
三
の
丸
会
館
（
大
࿨
܊
山
市

中
ԝ
ެ
民
館
）
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
６
９
６
人
の
選

手
が
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
回
を
ॏ
Ͷ
る
ご
と
に
参
加
人
数
は
増
え
、
第

５
回
か
ら
は
開
催
場
ॴ
を
大
࿨
܊
山
市
総
合
ެ
Ԃ
ࢪ
設
多

目
的
体
ҭ
館
（
現
在
の
「
金
ڕ
ス
ク
エ
ア
」）
に
Ҡ
し
、

今
で
は
定
員
２
３
５
０
人
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、
大
࿨
܊
山

市
の
夏
の
෩
෺
ࢻ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
８
月
の

第
３
日
༵
日
（
日
༵
が
５
回
の
年
は
第
４
）
に
全
国
大
会

◆◆◆

を
開
き
、
７
月
中
०
に
ಸ
良
県
予
選
と
大
࿨
܊
山
市
大
会

を
開
催
。
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
े
数
カ
ॴ
で
も
予

選
に
当
た
る
ೝ
定
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ڈ
年
の

大
会
で
第
₂₅
回
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
大
会
の
会
場
内
に
は
水
૧
が
₂₆
ݸ
ฒ
び
、
タ
レ
ン

ト
の
࢘
会
進
行
や
選
手
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
で
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
た
っ
΀
り
に
進
め
ら
れ
る
３
分
間
の
೤

き
ઓ
い
。
大
人
も
子
ど
も
も
真
剣
そ
の
も
の
で
す
。
１
回

ઓ
を
উ
ち
残
っ
た
選
手
は
準
決
উ
、決
উ
へ
と
進
み
ま
す
。

会
場
の
外
で
も
෺
産
店
・
模
ٖ
店
が
ݢ
を
連
Ͷ
、
野
外

ス
テ
ー
ジ
で
の
催
し
や
、
小
さ
な
子
ど
も
で
も
ָ
し
め
る

「
と
れ
と
れ
金
ڕ
す
く
い
」
な
ど
、
家
଒
連
れ
で
ָ
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

世
界
大
会
΁

ฏ
成
30
年
の
大
会
か
ら
α
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
て
英
ޠ
表

記
の
「(PldpTI 4DPPQinH 8

Prld $Iam
QiPnTIiQ

」

を
つ
け
、
世
界
に
向
け
て
も
発
৴
し
て
き
ま
し
た
。
ル
ー

ル
動
画
に
英
ޠ
の
ࣈ
ນ
を
つ
け
た
り
、
ਃ
ࠐ
み
フ
Ỽ
ー
Ϝ

◆◆◆

の
英
ޠ
版
を
作
っ
た
り
、
日
本
に
住
む
外
国
人
や
海
外
か

ら
の
؍
ޫ
客
向
け
に
「
金
ڕ
す
く
い
体
ݧ
会
」
を
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
݁
果
、
英
国
や
ถ
国
、
カ
ナ
ダ
、

ベ
ト
ナ
Ϝ
、
中
国
な
ど
か
ら
41
人
が
参
加
し
ま
し
た
（
多

く
は
࢓
事
౳
で
日
本
଺
在
中
の
人
で
す
が
）。
今
後
ま
す

ま
す
日
本
の
文
化
「
金
ڕ
す
く
い
」
を
海
外
に
発
৴
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

બ
ख
ݖ
大
会
の
ڝ
ٕ
ル
ー
ル

大
会
で
は
、
ݸ
人
ઓ
（
小
中
学
生
の
部
・
一
般
の
部
）

と
団
体
ઓ
の
部
（
３
人
１
組
）
が
行
わ
れ
、
約
１
０
０
０

ඖ
の
金
ڕ
（
４
₉
程
౓
の
࿨
金
）
が
ӭ
ぐ
水
૧
か
ら
、
１

人
１
ຕ
の
ポ
イ
（
ࢴ
を
ష
っ
た
す
く
い
໢
）
で
３
分
間
に

何
ඖ
す
く
え
る
か
を
競
い
ま
す
。
団
体
ઓ
で
は
二
つ
の
Ϙ

ー
ル
を
３
人
で
協
力
し
て
使
い
ま
す
。

競
ٕ
に
当
た
っ
て
は
、「
競
ٕ
者
は
必
ず
ย
手
で
競
ٕ

を
行
う
」「
ポ
イ
の
ԁ
の
部
分
に
৮
れ
て
競
ٕ
を
し
て
は

な
ら
な
い
」「
水
૧
の
น
面
を
ར
用
し
て
す
く
い
上
げ
て

は
な
ら
な
い
」
な
ど
細
か
い
ル
ー
ル
が
た
く
さ
ん
。「
ポ

イ
を
水
面
か
ら
׬
全
に
上
げ
ず
、
金
ڕ
を
Ϙ
ー
ル
に
流
し

こ
ん
で
は
な
ら
な
い
」「
体
ҭ
館
シ
ュ
ー
ズ
も
し
く
は
ス

ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
ズ
を
着
用
す
る
」
な
ど
、
回
を
ॏ
Ͷ
る
ご

と
に
追
加
さ
れ
た
ル
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
最
も

大
੾
な
心
得
は
「
動
෺
愛
ޢ
の
ਫ਼
神
を
ᔻか

ん

ཆ㇈
ㆄ

し
、
金
ڕ
に

愛
情
を
持
っ
て
઀
す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

Ϙ
ϥ
ン
テ
ィ
ア
に
ࢧ
͑
ら
Ε
Δ
大
会

そ
の
ジ
ャ
ッ
ジ
を
す
る
の
は
、
市
民
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
ެ
式
審
൑
員
で
す
。
全
国
大
会
で
は
１
０
０
人
を
௒

◆◆◆◆◆◆

奈
良
県
大
和
郡
山
市

キ
ラ
リ
と
光
る

わ
が
ま
ち
自
慢
の
全
国
大
会

︱
全
国
大
会
に
２
千
人
௒
、
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
︱

植
田
　
早
祐
美

大
和
郡
山
市
地
域
振
興
課
観
光
戦
略
室
長

ス
ポ
ー
ツ
に
な
っ
た
金
魚
す
く
い
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す
審
൑
員
が
活
༂
し
て
い
ま
す
。
ポ
イ
や
Ϙ
ー
ル
を
選
手

に
渡
し
、
൓
ଇ
行
ҝ
が
な
い
か
目
を
ޫ
ら
せ
、
す
く
っ
た

ඖ
数
の
確
ೝ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
審
൑
員
は
毎
年
募

集
さ
れ
、
大
会
前
に
は
ル
ー
ル
や
ඖ
数
の
数
え
方
を
確
ೝ

す
る
審
൑
ߨ
श
会
を
受
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
審
൑
員
以
外
の
ス
タ
ッ
フ
も
市
民
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
࿅
श
会
場
の
運
営
や
選
手
の
受
け
付
け
、
水
૧

の
؅
理
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
実
行
ҕ
員
と
し
て
事
前
会
ٞ

で
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
市
民

Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
し
で
は
成
り
立
た
な
い
大
会
で
す
。

ۚ
ڕ
を
Ϟ
ν
ー
フ
に
·
ͪ
お
͜
͠

大
会
は
毎
年
多
く
の
マ
ス
コ
ϛ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、「
大

࿨
܊
山
と
い
え
ば
金
ڕ
す
く
い
」「
金
ڕ
す
く
い
と
い
え

ば
大
࿨
܊
山
」
の
フ
レ
ー
ズ
も
少
し
ず
つ
根
付
い
て
き
ま

し
た
。
大
࿨
܊
山
を
訪
れ
る
؍
ޫ
客
に
「
金
ڕ
の
ま
ち
」

を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
֗
中
の
い
ろ
い
ろ
な
場
ॴ
で
金

ڕ
に
৮
れ
合
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

商
店
֗
で
は
、
商
店
に
合
っ
た
水
૧
を
店
の
人
が
手
作

り
し
、
ి
ث
屋
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
で
は
ి
子
レ
ン
ジ
の

中
を
金
ڕ
が
ӭ
い
で
い
た
り
、
٤
஡
店
の
ص
が
金
ڕ
の
水

૧
に
な
っ
て
い
た
り
、
自
動
ൢ
売
機
の
中
を
ӭ
ぐ
金
ڕ
が

い
た
り
。
商
店
֗
を
挙
げ
て
「
金
ڕ
の
ま
ち
」
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
す
。

ฏ
成
₂ÿ
年
に
は
「
全
国
金
ڕ
の
お
部
屋
・
お
う
ち
デ
β

イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
行
い
、
ม
わ
り
種
水
૧
の
デ
β
イ

ン
を
募
集
。
優
উ
作
品
の
「
自
動
վ
ࡳ
機
型
金
ڕ
水
૧
」

が
製
品
化
さ
れ
商
店
֗
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
を
า
け
ば
ࢸ
る
ॴ
で
ӭ
ぐ
金
ڕ
や
金
ڕ
の
オ
ブ
ジ

ェ
に
出
会
え
ま
す
。
一
౓
օ
さ
ん
も
見
に
来
て
下
さ
い
。

◆◆◆

౮᝷ܕਫ૧΍ςレϏܕਫ૧ͳͲ࣮ࡍに金ڕがӭ͙มΘりछਫ૧

金ڕのֆがඳ͔ΕたंࢭΊ΍マϯϗーϧ
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޿
ౡ
ݝ
҆
ܳ
ߴ
ా
ࢢ
ͱ
神
ָ

޿
島
県
҆
ܳ
高
田
市
は
古
く
か
ら
伝
ঝ
さ
れ
て
き
た
伝

౷
ܳ
能
「
神
ָ
」
が
盛
ん
で
、「
ひ
ろ
し
ま
҆
ܳ
高
田
神
ָ
」

と
い
う
ଞ
に
な
い
ಠ
自
の
神
ָ
ブ
ラ
ン
ド
に
成
長
し
ま
し

た
。
神
ָ
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
の
中
心

を
担
う
ࢪ
設
が
「
神
ָ
門
前
౬
治
ଜ
」
で
す
。
こ
の
ࢪ
設

は
、
地
域
活
性
化
・
؍
ޫ
の
ڌ
点
ࢪ
設
で
、
全
国
で
は
ଞ

に
例
の
な
い
２
０
０
０
人
収
༰
の
神
ָ
専
用
ド
ー
Ϝ
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
で
は
年
間
１
５
０
日
の
ެ
演
を
行
い
、
全

国
か
ら
年
に
1₅
万
人
以
上
が
ؑ
賞
に
来
ま
す
。

ߴ
ߍ
神
ָ
෦
の
ϋ
レ
の
෣
୆

神
ָ
と
い
う
資
源
を
活
か
し
て
後
継
者
ҭ
成
に
つ
な
げ

て
い
こ
う
と
す
る
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
神
ָ
の
อ
存
・

伝
ঝ
に
日
ʑ
努
力
し
て
い
る
全
国
の
高
ߍ
生
が
一
ಊ
に
会

す
る
「
高
ߍ
生
の
神
ָ
ߕ
子
Ԃ
」
で
す
。
神
ָ
ߕ
子
Ԃ
は
、

毎
年
７
月
の
最
ऴ
ि
に
神
ָ
門
前
౬
治
ଜ
で
開
催
し
て
お

◆◆◆◆◆◆

り
、
全
国
各
地
に
伝
わ
る
神
ָ
を
ؑ
賞
す
る
こ
と
が
で
き

る
و
ॏ
な
機
会
で
す
。
昨
年
で
９
回
目
と
な
り
年
ʑ
参
加

ߍ
も
増
え
、
全
国
か
ら
1ÿ
ߍ
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
２
日
間
で
５
０
０
０
人
以
上
の
؍
客
が
訪

れ
、
高
ߍ
生
の
神
ָ
と
、
こ
の
大
会
な
ら
で
は
の
温
か
み

の
あ
る
ง
ғ
ؾ
を
ת
能
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

҆
ܳ
高
田
市
の
子
ど
も
た
ち
は
、
෺
心
つ
い
た
ࠒ
か
ら

神
ָ
ば
や
し
を
聞
い
て
ҭ
ち
、
神
ָ
ご
っ
こ
を
し
て
༡
び

ま
す
。
อ
ҭ
ॴ
の
発
表
会
で
も
神
ָ
が
行
わ
れ
ま
す
。
小

学
生
に
な
る
と
、
神
ָ
団
か
ら
本
֨
的
に
神
ָ
を
教
わ
り

ま
す
。

高
ߍ
生
に
な
っ
て
よ
う
や
く
神
ָ
団
に
ॴ
ଐ
で
き
る
た

め
、「
神
ָ
を
舞
い
た
い
か
ら
」
と
地
元
の
高
ߍ
に
進
学

す
る
中
学
生
も
い
ま
す
。
ன
は
ษ
ڧ
に
ྭ
み
、
໷
は
神
ָ

の
࿅
श
、
そ
し
て
、
ެ
演
活
動
の
お
手
伝
い
。
出
演
機
会

が
多
い
神
ָ
団
と
も
な
れ
ば
、
年
間
の
ެ
演
回
数
が
40
回

を
௒
え
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の

大
人
た
ち
と
の
ॎ
社
会
の
中
で
、
神
ָ
と
共
に
社
会
性
を

学
び
、
地
域
の
人
た
ち
の
ࢧ
え
に
よ
り
成
長
し
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
神

ָ
に
対
す
る
೤
い
思

い
は
、
と
ど
ま
る
こ

と
を
知
り
ま
せ
ん
。

地
元
の
٢
田
高
ߍ
に

神
ָ
部
が
஀
生
し
た

の
は
自
વ
の
流
れ
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
同
ߍ
神
ָ
部

は
学
ߍ
の
文
化
祭
や

෱
ࢱ
ࢪ
設
へ
の
Қ
問

な
ど
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

神
ָ
部
の
̤
Ｂ
や
̤
̜
が
地
元
に
残
り
、
神
ָ
を
舞
い

つ
つ
、
地
域
を
ࢧ
え
る
人
ࡐ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ま

ち
に
と
っ
て
も
大
੾
な
こ
と
で
し
た
。「
何
と
か
部
員
た

ち
を
応
ԉ
し
た
い
」。
こ
ん
な
思
い
か
ら
実
現
し
た
の
が

神
ָ
ߕ
子
Ԃ
で
す
。

大
会
に
参
加
す
る
高
ߍ
生
た
ち
の
॓
ധ
は
、
地
域
の
民

ധ
で
受
け
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ԕ
方
か
ら
は
る
ば

る
や
っ
て
く
る
高
ߍ
生
た
ち
を
、
横
அ
ນ
を
ܝ
げ
て
׻
迎

し
ま
す
。
自
宅
に
॓
ധ
し
た
高
ߍ
生
た
ち
が
舞
台
に
ొ
場

す
る
時
間
に
は
、
神
ָ
ド
ー
Ϝ
に
出
か
け
て
大
応
ԉ
団
に

な
り
ま
す
。

２
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
す
が
、
別
れ
の
時
間
に
な

る
と
お
ޓ
い
に
ྦ
が
流
れ
る
場
面
も
。
１
、
２
年
生
に
は

「
ま
た
来
年
」、
３
年
生
に
は
「
ま
た
い
つ
か
」
と
࠶
会
を

約
ଋ
し
て
い
ま
す
。
ࢲ
の
地
域
で
も
受
け
入
れ
て
お
り
、

今
大
会
で
３
年
目
と
な
り
ま
す
。
１
年
生
の
と
き
か
ら
来

て
い
る
子
は
今
年
、
部
長
に
な
り
ま
し
た
。
１
年
間
で
子

ど
も
た
ち
は
見
違
え
る
よ
う
に
成
長
し
、
こ
の
１
年
の
出

来
事
を
た
く
さ
ん
࿩
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
も
、
受
け
入

広
島
県
安
芸
高
田
市

キ
ラ
リ
と
光
る

わ
が
ま
ち
自
慢
の
全
国
大
会

松
田
　
祐
生

安
芸
高
田
市
産
業
振
興
部�

商
工
観
光
課�

観
光
振
興
係
長

︱
伝
౷
ܳ
能
と
共
に
生
き
る
҆
ܳ
高
田
の
子
ど
も
た
ち
︱

高
校
生
が
熱
く
舞
う
「
神
楽
甲
子
園
」

ୈ 9ճߍߴੜの神ָߕ子Ԃの様子
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れ
地
域
な
ら
で
は
の
魅
力
の
一
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ݶ
界
ू
མ
ͩ
͔
ら
͜
ͦ

神
ָ
の
อ
存
・
伝
ঝ
に
努
力
す
る
神
ָ
団
に
と
っ
て
、

後
継
者
ҭ
成
は
Ӭ
ԕ
の
課
題
で
す
。
神
ָ
は
、
ถ
の
収
֭

期
に
合
わ
せ
て
自
વ
や
神
に
感
ँ
す
る
祭
り
で
あ
る
と
同

時
に
、
ࢲ
た
ち
に
と
っ
て
は
年
に
１
౓
の
੖
れ
舞
台
で
も

あ
り
ま
す
。
農
作
業
の
ۤ
࿑
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
み
ん
な

で
生
き
る
喜
び
を
分
か
ち
合
う
祭
り
で
す
。

ま
た
、
氏
神
社
を
中
心
に
神
ָ
団
が
あ
り
、
神
職
で
は

な
く
氏
子
自
身
が
神
ָ
を
舞
う
҆
ܳ
高
田
市
域
は
、
神
ָ

◆◆◆

が
そ
の
集
団
内
の
連
ܞ
と
共
同
意
ࣝ
を
高
め
る
役
割
を
担

っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
ࢲ
た
ち
の
地
域
で
は
、
い
ま
で

も
氏
神
社
を
中
心
と
し
た
共
同
社
会
が
神
ָ
を
࣠
に
根
づ

い
て
い
ま
す
。
人
間
ら
し
い
ॿ
け
合
い
を
可
能
に
す
る
社

会
の
ج
ૅ
を
形
づ
く
っ
て
い
る
の
が
神
ָ
で
あ
り
、
同
じ

よ
う
に
全
国
に
༷
ʑ
な
形
で
残
っ
て
い
る
伝
౷
ܳ
能
・
文

化
こ
そ
が
地
域
の
ތ
り
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

年
ྸ
・
性
別
も
職
業
も
༷
ʑ
な
人
た
ち
が
集
う
神
ָ
団

は
、
集
落
コ
ϛ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
交
׵
の
場
で
あ

り
、
そ
れ
が
神
ָ
を
舞
う
者
の
ָ
し
み
の
一
つ
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
ࢲ
も
「
܂
田
ఱ
使
神
ָ
団
」
に
ॴ
ଐ
し
、
団

長
を
ڼ
せ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ࢲ
に
と
っ
て
神
ָ
と
は
、

࢓
事
面
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ࢲ
自
身
、
神
ָ

を
通
じ
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
い
る
最
中
で
す
。

「
限
界
集
落
だ
か
ら
こ
そ
、
神
ָ
に
取
り
組
む
」。
ࢲ
が

地
元
で
よ
く
使
う
言
༿
で
す
。

神
ָ
が
将
来
も
地
域
で
生
活
し
て
も
ら
う
一
つ
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
、
ま
た
、
神
ָ
を
通
し
て
地
域
を
一
緒
に

盛
り
上
げ
ࢧ
え
て
も
ら
え
れ
ば
と
い
う
思
い
を
ࠐ
め
て
い

ま
す
。
地
域
を
盛
り
上
げ
る
次
世
代
の
担
い
手
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
と
も
ئ
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
魅
力
を
޿
め
、
そ
こ
に
多
く
の
人
た
ち
を
呼
び

ࠐ
む
「
き
っ
か
け
」「
手
段
」
が
神
ָ
で
あ
り
、
อ
存
・

伝
ঝ
は
も
ち
ろ
ん
、
؍
ޫ
資
源
と
し
て
大
੾
に
活
用
し
て

い
ま
す
。
定
住
人
口
が
減
少
の
一
్
を
た
ど
る
中
、
神
ָ

の
魅
力
を
発
৴
す
る
こ
と
で
、
ए
者
の
定
住
対
ࡦ
や
地
域

活
力
の
創
造
、交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
す
取
り
組
み
が
、

҆
ܳ
高
田
神
ָ
を
活
用
し
た
ま
ち
お
こ
し
で
す
。

࠷
ޙ
に

؍
ޫ
資
源
は
自
વ
、
ྺ
࢙
、
文
化
、
ࢪ
設
な
ど
さ
ま
͟

ま
で
す
が
、
何
౓
も
訪
れ
た
く
な
る
魅
力
と
い
う
の
は
、

地
域
の
持
つ
ง
ғ
ؾ
で
あ
り
、
そ
こ
に
住
む
人
の
温
か
さ

や
き
め
細
か
な
お
も
て
な
し
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自

分
の
地
域
の
魅
力
を
࠶
確
ೝ
し
、
そ
れ
を
׭
民
一
体
で
盛

り
上
げ
て
い
る
地
域
に
は
、
お
の
ず
と
人
は
集
ま
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

「
؍
ޫ
」
か
ら
「
交
流
」
が
࢝
ま
り
、
そ
れ
を
「
定
住
」

に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
今
後
は
イ
ン
ナ
ー
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
ॆ
や
定
住
対
ࡦ
な
ど
を
׭
民
一
体
で
進

め
、
人
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
҆
ܳ
高
田
市
を
目
指
し
ま
す
。

◆◆◆
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ख
࿩
は
ݴ
ޠ
ͩ

手
࿩
は
言
ޠ
だ
。
７
年
前
、
こ
の
小
さ
な
ௗ
取
県
で
全

国
に
先
駆
け
て
、
手
࿩
を
言
ޠ
と
し
て
ೝ
め
、
ろ
う
者
や

そ
の
関
係
者
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
「
ௗ
取
県
手

࿩
言
ޠ
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
。

同
条
例
で
は
、
県
に
お
け
る
手
࿩
の
普
及
に
関
し
て
ج

本
理
念
を
定
め
、
県
、
市
町
ଜ
、
県
民
お
よ
び
事
業
者
の

੹
務
や
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
ろ
う
者
の
人
権
が
ଚ
ॏ
さ

れ
、
ろ
う
者
と
ろ
う
者
以
外
の
者
が
お
ޓ
い
を
理
解
し
共

生
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
ங
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

本
県
が
全
国
で
初
め
て
手
࿩
言
ޠ
条
例
を
制
定
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
今
で
は
３
０
０
を
௒
え
る
自
治
体
で

制
定
さ
れ
、「
手
࿩
は
言
ޠ
」
と
い
う
ೝ
ࣝ
が
全
国
に
޿

が
っ
て
き
て
い
る
。

た
だ
、
実
ࡍ
に
多
く
の
方
に
手
࿩
を
޿
め
て
い
く
た
め

に
は
ど
う
す
る
べ
き
か
。
こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
加
଎

さ
せ
る
た
め
に
、「
手
࿩
の
聖
地
」
と
な
っ
た
ௗ
取
県
で

◆◆◆

何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

΋
͏
ͻ
ͱ
ͭ
の
ủ
ߕ
ࢠ
Ԃ
Ứ

手
࿩
を
޿
め
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
。そ
の
ひ
と
つ
は
、

ए
い
人
に
い
か
に
手
࿩
を
ਁ
ಁ
さ
せ
る
か
だ
。
ए
い
人
が

情
೤
を
持
ち
、真
剣
に
取
り
組
む
た
め
の
目
標
が
あ
れ
ば
、

手
࿩
を
ਁ
ಁ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
目
標
と
す
べ
く
、
ௗ
取
県
で
全
国
の
高
ߍ
生
が
集
ま
る

手
࿩
パ
フ
Ỽ
ー
マ
ン
ス
の
大
会
を
開
催
し
よ
う
ʂ
ɹ
そ
れ

が
「
全
国
高
ߍ
生
手
࿩
パ
フ
Ỽ
ー
マ
ン
ス
ߕ
子
Ԃ
」
だ
。

今
年
で
第
７
回
目
と
な
る
こ
の
大
会
に
は
、
全
国
各
地

か
ら
多
く
の
学
ߍ
が
௅
ઓ
し
て
い
る
。
中
に
は
「
こ
の
大

会
に
出
場
す
る
た
め
に
˓
˓
高
ߍ
に
入
っ
た
」
と
い
う
੠

も
あ
る
。
ࢲ
が
思
っ
て
い
た
以
上
に
、
高
ߍ
生
に
と
っ
て

は
大
き
な
目
標
の
大
会
に
な
っ
て
お
り
、
高
ߍ
生
が
目
指

す
も
う
ひ
と
つ
の
「
ߕ
子
Ԃ
」
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

全
国
高
ߍ
生
手
࿩
パ
フ
Ỽ
ー
マ
ン
ス
ߕ
子
Ԃ
は
そ
の
名

の
と
お
り
、
手
࿩
言
ޠ
を
使
っ
た
パ
フ
Ỽ
ー
マ
ン
ス
を
൸

࿐
す
る
大
会
だ
。
ダ
ン
ス
や
演
ܶ
に
限
ら
ず
、
Վ
এ
、
ອ

◆◆◆

࠽
、
コ
ン
ト
な
ど
、
パ
フ
Ỽ
ー
マ
ン
ス
で
あ
れ
ば
ジ
ャ
ン

ル
を
問
わ
な
い
。
参
加
す
る
高
ߍ
生
が
ָ
し
み
、
情
೤
を

持
っ
て
取
り
組
め
る
も
の
で
あ
れ
ば
何
で
も
い
い
。

実
ࡍ
に
昨
年
౓
の
大
会
で
は
、
ダ
ン
ス
、
演
ܶ
、
ポ
エ

Ϝ
、
Վ
এ
、
コ
ン
ト
な
ど
演
ٕ
内
༰
は
多
ذ
に
及
ん
だ
。

ど
の
チ
ー
Ϝ
の
パ
フ
Ỽ
ー
マ
ン
ス
も
真
剣
そ
の
も
の
で
、

こ
の
大
会
に
ݒ
け
て
き
た
思
い
が
表
現
さ
れ
た
素
੖
ら
し

い
も
の
だ
っ
た
。
最
後
に
は
順
位
が
つ
い
て
し
ま
う
も
の

の
、
本
大
会
に
出
場
し
た
チ
ー
Ϝ
、
予
選
に
参
加
し
た
チ

ー
Ϝ
全
て
が
ً
い
て
い
た
。

そ
れ
ͧ
れ
が
׼
や
ྦ
を
流
し
て
努
力
し
た
݁
থ
と
し
て

൸
࿐
さ
れ
る
パ
フ
Ỽ
ー
マ
ン
ス
は
、
؍
ཡ
者
の
心
を
動
か

し
、
感
動
を
呼
ぶ
。
同
世
代
の
高
ߍ
生
は
も
ち
ろ
ん
、
世

代
を
௒
え
、
手
࿩
の
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
大
会
を
通
じ
た
交
流
は
、
高
ߍ
生
た
ち
の

成
長
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
予
選
参
加
チ
ー
Ϝ
や
本
大

会
出
場
チ
ー
Ϝ
の
中
に
は
、
ௌ
֮
ো
が
い
者
を
対
象
と
す

る
特
別
ࢧ
ԉ
学
ߍ
と
そ
の
ଞ
の
学
ߍ
で
構
成
す
る
合
同
チ

ー
Ϝ
が
あ
る
。
聞
こ
え
る
人
、
聞
こ
え
な
い
人
が
一
緒
に

な
っ
て
日
ʑ
努
力
し
、
一
つ
の
パ
フ
Ỽ
ー
マ
ン
ス
を
つ
く

り
上
げ
て
い
く
。
お
ޓ
い
を
理
解
し
、
ଚ
ॏ
し
合
う
こ
と

で
次
の
一
า
に
つ
な
が
る
。

中
に
は
、
大
会
が
ऴ
わ
っ
て
か
ら
も
、
も
っ
と
ろ
う
者

の
こ
と
を
理
解
し
た
い
、
交
流
し
た
い
と
ษ
ڧ
を
続
け
て

い
る
生
ె
も
い
る
と
聞
く
。
そ
う
い
っ
た
先
ഐ
た
ち
の
࢟

を
見
た
後
ഐ
た
ち
に
そ
の
ؾ
持
ち
が
つ
な
が
り
、
ま
た
大

会
を
目
指
し
て
努
力
す
る
。
全
国
高
ߍ
生
手
࿩
パ
フ
Ỽ
ー

マ
ン
ス
ߕ
子
Ԃ
を
き
っ
か
け
と
し
て
༷
ʑ
な
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
、
手
࿩
の
੄
野
が
ए
い
人
た
ち
に
޿
が
っ
て
い
る

と
感
じ
る
。

鳥
取
県

キ
ラ
リ
と
光
る

わ
が
ま
ち
自
慢
の
全
国
大
会

米
澤
　
章

鳥
取
県
福
祉
保
健
部
さ
さ
え
あ
い
福
祉
局

障
が
い
福
祉
課
社
会
参
加
推
進
室

（
手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園
実
行
委
員
会
事
務
局
）
係
長

︱
全
国
の
高
ߍ
生
が
手
࿩
パ
フ
Ỽ
ー
マ
ン
ス
に
௅
ઓ
︱

「
手
話
の
聖
地
」
で
は
じ
け
る
熱
い
想
い
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ߴ
ߍ
ੜ
ओ
ମ
の
大
会
ӡ
営

こ
の
大
会
は
「
手
࿩
言
ޠ
」
に
よ
る
パ
フ
Ỽ
ー
マ
ン
ス
に

য
点
を
当
て
た
大
会
で
、そ
の
主
役
は
も
ち
ろ
ん
高
ߍ
生
だ
。

パ
フ
Ỽ
ー
マ
ン
ス
を
൸
࿐
す
る
高
ߍ
生
の
ほ
か
に
も
、

応
ԉ
α
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
޿
報
を
中
心
に
大
会
を
盛
り
上

げ
る
高
ߍ
生
、
自
分
た
ち
が
作
っ
た
商
品
を
マ
ル
シ
ェ
で

ൢ
売
す
る
高
ߍ
生
、
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
大
会
の
運
営

を
ิ
ॿ
す
る
高
ߍ
生
な
ど
の
参
加
を
促
し
、
高
ߍ
生
主
体

の
大
会
運
営
を
目
指
し
て
い
る
。

昨
年
౓
か
ら
は
、
࢘
会
者
の
１
人
を
高
ߍ
生
に
担
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
。こ
の
高
ߍ
生
は
一
か
ら
手
࿩
を
ษ
ڧ
し
、

◆◆◆

ペ
ア
の
࢘
会
者
に
フ
Ỽ
ロ
ー
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
も
立

೿
に
や
り
੾
っ
た
。
こ
の
大
会
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
高
ߍ

生
全
て
が
、
本
当
に
一
生
ݒ
໋
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
こ

と
が
大
会
の
成
功
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

大
会
の
力
に
な
り
た
い
と
高
ߍ
生
が
主
体
と
な
っ
て
動

い
て
く
れ
る
こ
と
で
、
同
年
代
の
学
生
や
そ
の
อ
ޢ
者
な

ど
多
く
の
世
代
の
心
に
響
く
。
そ
の
७
ਮ
な
ؾ
持
ち
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
զ
ʑ
は
こ
れ
ま
で
参
加
し
た
こ
と
の
な

い
地
域
の
学
ߍ
に
も
積
極
的
に
参
加
を
促
し
、
全
国
に
手

࿩
の
ྠ
を
޿
げ
て
い
く
た
め
の
努
力
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

࠷
ޙ
に

◆◆◆

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
高
ߍ
生
た

ち
も
行
動
を
制
限
さ
れ
、
全
国
的
な
活
༂
の
場
を
ୣ
わ
れ

て
い
る
。
特
に
最
後
の
大
会
に
向
け
努
力
を
ॏ
Ͷ
て
き
て

い
た
最
ऴ
学
年
の
生
ె
の
ؾ
持
ち
を
考
え
る
と
、
本
当
に

ڳ
が
క
め
付
け
ら
れ
る
思
い
だ
。

こ
の
全
国
高
ߍ
生
手
࿩
パ
フ
Ỽ
ー
マ
ン
ス
ߕ
子
Ԃ
に
つ

い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、
ܭ
画
ど

お
り
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
が
、
こ
の
大
会
に

出
場
し
よ
う
と
努
力
し
て
き
た
生
ె
の
ؾ
持
ち
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ঢ়
گ
に
応
じ
た
可
能
な
形
で
開
催

す
る
方
਑
だ
。
高
ߍ
生
た
ち
が
੨
य़
を
ݒ
け
て
努
力
し
た

成
果
を
൸
࿐
す
る
場
と
な
る
よ
う
、
関
係
者
と
力
を
合
わ

せ
て
大
会
を
成
功
さ
せ
た
い
。

ʲ೔ຊஂࡒ賞ʳถ子౦ߴ౳ֶߍύϑΥーマϯε

ʲ४༏উʳಸྑཱݝΖ͏ֶߍύϑΥーマϯε

ʲ༏উʳ真࿨ߴࢤ౳ֶߍύϑΥーマϯε
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ฏ
੒
の
大
߹
ซ

山
口
市
Ѩ
東
地
۠
は
प
ล
を
中
国
山
地
に
ғ
ま
れ
た
標

高
３
０
０
ἇ
前
後
の
高
原
の
ま
ち
で
す
。
ج
װ
産
業
は
農

業
で
リ
ン
ΰ
や
ས
の
生
産
が
盛
ん
な
た
め
、
そ
れ
ら
を
ར

用
し
た
؍
ޫ
業
も
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。「
ฏ
成
の
大
合

併
」
で
₂₂
年
に
旧
Ѩ
東
町
が
山
口
市
の
一
部
と
し
て
ฤ
入

さ
れ
Ѩ
東
地
۠
に
な
っ
た
経
Ң
が
あ
り
ま
す
。

ฏ
成
₂0
年
に
山
口
県
農
業
ࢼ
ݧ
場
ಙ
佐
פ
ྫྷ
地
分
場
が

ด
࠯
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
੻
地
ར
用
が
問
題
に
な

り
ま
し
た
。
ࢼ
ݧ
場
が
あ
っ
た
場
ॴ
は
、
旧
Ѩ
東
町
が
土

地
を
ॴ
有
し
て
い
ま
し
た
。
合
併
を
控
え
て
い
た
町
は
、

そ
の
土
地
と
ࢪ
設
の
؅
理
者
と
し
て
Ｎ
Ｐ
̤
法
人
「
あ
と

う
؍
ޫ
協
会
」（
現
「
Ｎ
Ｐ
̤
あ
と
う
」）
に
ന
Ӌ
の
໼
を

立
て
ま
し
た
。

੻
地
に
は
水
田
も
あ
り
、
そ
の
活
用
が
大
き
な
ٞ
論
と

な
り
ま
し
た
が
、
数
年
に
わ
た
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
݁
果
、
໫
屋
と
契
約
し
て
も
ち
ถ
を
作
付
け
・

ൢ
売
す
る
こ
と
で
落
ち
着
き
ま
し
た
。

◆◆◆

ࢁ
ޱ
ݝ
ਓ
の
ಘ
ҙ
ٕ

؍
ޫ
協
会
が
؅
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
੻
地
の
農
Ԃ
で

は
収
֭
祭
を
毎
年
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
集
客
面
で
は

良
い
効
果
が
表
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
客
が
来
な
い
の
は
イ

ベ
ン
ト
内
༰
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、「
自

分
た
ち
が
作
付
け
し
た
農
産
෺
で
何
か
で
き
な
い
か
」「
؍

ޫ
協
会
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」
な
ど
と
೰
ん
だ

຤
、
あ
る
こ
と
に
ؾ
が
付
き
ま
し
た
。

山
口
で
生
ま
れ
ҭ
っ
た
人
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
な
の

で
す
が
、
お
祭
り
の
最
後
に
決
ま
っ
て
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
໫
ま
き
」
で
す
。
も
と
も
と

は
自
宅
を
新
ங
す
る
と
き
の
神
事
で
し
た
が
、
山
口
で
は

ほ
と
ん
ど
の
お
祭
り
で
場
を
盛
り
上
げ
る
た
め
（
客
د
せ

の
た
め
）
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
の
参
加
者
の

形
相
と
一
心
ෆ
ཚ
な
࢟
は
、
ଞ
県
出
身
の
人
た
ち
に
は
近

د
り
೉
い
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ٯ
に
言
う
と
、
そ
れ

だ
け
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

◆◆◆

໫
は
र
͏
΋
の
ͳ
り
ʂ

「
໫
ま
き
」
の
ޫ
ܠ
で
見
せ
る
あ
の
エ
ネ
ル
Ϊ
ー
を
何

と
か
収
֭
祭
の
イ
ベ
ン
ト
に
ར
用
で
き
な
い
も
の
か
と
考

え
、
ル
ー
ル
に
の
っ
と
っ
た
競
ٕ
と
し
て
行
っ
た
ら
面
ന

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ถ

は
自
前
で
す
。
໫
の
加
工
業
者
も
地
域
に
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
そ
れ
な
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
、「
໫
ひ
ろ
い
世
界
選

手
権
」
が
࢝
ま
り
ま
し
た
。
海
外
の
人
た
ち
に
も
こ
の
文

化
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、「
世
界
」と
໏
を
ଧ
ち
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
量
の
໫
を
決
ま
っ
た
時
間
内
に
ま
き
、
र
っ
た

ॏ
さ
で
順
位
を
決
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
、「
໫
ま
き
」

で
は
な
く
「
໫
ひ
ろ
い
」
で
す
。

ฏ
成
₂3
年
に
࢝
ま
り
、
次
回
が
10
回
目
の
記
念
大
会
と

◆◆◆

山
口
県
山
口
市

キ
ラ
リ
と
光
る

わ
が
ま
ち
自
慢
の
全
国
大
会

Ѩ౦はݝ಺༗数のࠄ૔஍ଳ

︱
選
手
権
か
ら
学
ん
だ
地
域
の
大
੾
さ
︱

椎
木
　
耕
司

Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
と
う
理
事
長

餅
は
買
う
も
の
に
あ
ら
ず
！
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な
り
ま
す
。
募
集
人
数
１
０
０
人
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、特
に
海
外
か
ら
の
参
加
者
を
集
め
る
の
に
ۤ
࿑
し
、

地
元
の
大
学
な
ど
に
お
ئ
い
に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
現

在
は
３
０
０
人
に
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、
募
集
開
࢝

か
ら
数
日
で
定
員
を
௒
え
る
ほ
ど
好
評
で
す
。

競
ٕ
場
は
מ
り
取
り
の
ऴ
わ
っ
た
田
ん
΅
で
す
。
競
ٕ

者
に
は
専
用
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
エ
プ
ロ
ン
を
૷
着
さ
せ
る

な
ど
細
部
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。「
小
学
生
」「
中
学
生
以

上
の
女
性
」「
中
学
生
以
上
の
உ
性
」
に
֊
ڃ
分
け
し
、

そ
れ
ͧ
れ
予
選
を
行
い
ま
す
。
各
予
選
の
上
位
５
人
が
決

উ
に
進
出
す
る
方
式
の
た
め
、
運
の
良
い
人
（
実
力
の
あ

る
人
）
は
予
選
と
決
উ
の
２
回
ָ
し
め
ま
す
。

残
念
な
が
ら
予
選
で
ഊ
ୀ
し
て
も
、
र
っ
た
໫
に
は
お

ָ
し
み
シ
ー
ル
が
ష
っ
て
あ
っ
て
特
産
品
の
当
た
る
チ
ャ

ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
人
た
ち
が
家
଒
総
出
で
参
加

し
て
お
り
、
最
近
で
は
事
業
ॴ
の
社
員
や
外
国
人
ٕ
能
実

श
生
が
職
場
ご
と
に
参
加
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
ま
し
た
。

ま
た
、
県
外
か
ら
の
参
加
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
も
ڻ
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

ࢲ
た
ͪ
͕
本
౰
に
र
ỳ
た
΋
の

こ
れ
ま
で
選
手
権
を
開
催
し
続
け
て
き
て
、
学
ん
だ
こ

と
や
得
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
協
力
者
、
地
域
で

は
إ
が
見
え
て
い
な
か
っ
た
ए
者
、
ೝ
知
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
Ҡ
住
者
、
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ਫ਼
神
Ԣ
盛
な
学
生
な
ど
、

༷
ʑ
な
人
ࡐ
が
発
掘
で
き
た
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
す
。

ࢲ
た
ち
が
住
む
中
山
間
地
域
は
少
子
高
ྸ
化
の
進
行
が

◆◆◆

଎
く
、
選
手
権
の
運
営
も
年
ʑ
೉
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
人
ࡐ
（
協
力
者
）
の
ෆ
足
を
ิ
う
た
め
、
地
域
内
で

協
力
者
を
掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
、
地
域
外
で
も
協
力
を

求
め
、
大
学
生
の
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
な
ど
に
力
を

஫
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、
農
産
෺
・
加
工
品
を
提
ڙ
し
て

く
だ
さ
る
人
も
多
く
、
大
会
で
提
ڙ
者
の
紹
介
も
し
て
い

ま
す
。

選
手
権
の
参
加
者
に
地
۠
内
を
प
༡
し
て
も
ら
え
る
よ

う
؍
ޫ
マ
ッ
プ
や
ク
ー
ポ
ン
݊
を
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
そ

れ
を
手
に
प
༡
さ
れ
る
人
も
い
て
、
提
ڙ
者
か
ら
喜
び
の

੠
を
も
ら
い
ま
し
た
。
運
営
に
当
た
り
、
で
き
る
限
り
多

く
の
方
に
参
画
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
こ
の
よ
う
な

方
法
も
取
り
ま
し
た
。
選
手
権
へ
の
集
客
が
、
わ
ず
か
で

あ
っ
て
も
地
域
経
済
全
体
に
効
果
を
及
΅
し
て
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ࢲ
た
ち
の
活
動
は
、
設
立
当
初
の
؍
ޫ
ৼ
興
と
い
う
目

標
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
近
年
は
地
域
づ
く
り
へ
の
ൺ
ॏ

を
増
や
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
農
業
を

ج
൫
と
す
る
؍
ޫ
業
も
成
り
立
つ
こ
と
に
ؾ
付
い
た
か
ら

に
ଞ
な
り
ま
せ
ん
。
人
手
ෆ
足
に
ۤ
し
む
農
家
の
た
め
の

農
業
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
౓
の
確
立
や
、
Ҡ
住
者
増
加
に
向

け
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
企
画
運
営
・
受
け
入
れ
体
制
構

ங
な
ど
が
現
在
も
進
行
中
で
す
。

ؾ
の
長
い
࿩
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
໫
ひ
ろ
い
世
界
選

手
権
を
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
地
域
の
問
題
が
ු
か
び

上
が
り
、
今
後
に
つ
な
が
る
地
域
の
発
展
の
た
め
に
一
า

一
า
進
ん
で
い
る
と
考
え
ま
す
。

「
໫
は
ങ
う
も
の
に
あ
ら
ず
、
र
う
も
の
な
り
ʂ
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
選
手
権
を
運
営
し
て
き
ま
し
た

が
、
ࢲ
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
「
も
ち
」
で
は
な
く
、
地
域

の「
ひ
と
」を
一
心
ෆ
ཚ
に
र
い
ま
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ঁੑ部໳もԕྀは͝๏౓

のҰͭがউഊをܾΊ·すޙ࠷
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地
ํ
૑
ੜ
の
จ
຺
͔
ら
の
ủ
෣
୆
ܳ
ज़
Ứ

愛
媛
県
の
中
ԝ
部
、
人
口
約
３
万
４
０
０
０
人
の
東
温

市
に
޿
が
る
田
Ԃ
の
中
に
、
࢛
国
・
੉
ށ
内
の
ྺ
࢙
文
化

を
テ
ー
マ
と
し
た
ϛ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
１
年
通
し
て
上
演
す

る
「
๥
っ
ち
Ỵ
ん
ܶ
場
」
が
あ
る
。
地
元
企
業
が
運
営
す

る
こ
の
ܶ
場
で
は
、
ആ
優
を
は
じ
め
٭
本
、
演
出
、
Ի
ָ
、

ৼ
付
な
ど
༷
ʑ
な
人
ࡐ
が
଺
在
し
、
一
つ
の
舞
台
作
品
を

創
っ
て
い
る
。

東
温
市
で
は
こ
の
文
化
的
素
地
を
活
か
す
た
め
、
ฏ
成

₂₉
年
６
月
に
「
ア
ー
ト
ϰ
ィ
レ
ッ
ジ
と
う
お
ん
構
૝
」
を

ࡦ
定
し
、
舞
台
ܳ
ज़
の
聖
地
化
を
目
指
す
取
り
組
み
を
׭

民
協
働
で
進
め
る
こ
と
で
、
人
ʑ
が
多
༷
で
創
造
的
な
活

動
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。
多
༷
で
創
造

的
な
考
え
方
は
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
影
響
を
༩
え
、

༮
ࣇ
期
か
ら
઀
す
る
あ
ら
Ώ
る
も
の
の
質
や
多
༷
౓
を
高

め
、
生
き
る
力
を
ҭ
む
教
ҭ
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。
そ

う
し
て
、
住
む
こ
と
が
ָ
し
く
ތ
ら
し
い
「
わ
が
町
」
を

つ
く
り
、
そ
の
؀
境
を
求
め
て
Ҡ
住
定
住
が
進
む
と
い
う

◆◆◆

「
急
が
ば
回
れ
」
の
地
方
創
生
ࢪ
ࡦ
と
し
て
、
10
年
ܭ
画

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

ࢢ
ຽ
ϛ
ỿ
ー
δ
Χ
ル
を
ى
఺
に

起
点
と
な
っ
た
の
が
、
ฏ
成
₂ÿ
年
౓
に
総
੎
₆0
人
の
市

民
キ
ャ
ス
ト
に
よ
り
制
作
し
た
東
温
市
民
ϛ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
৓
ノ
ブ
～
愛
媛
の
マ
β
ー
・
テ
レ
α
～
」
だ
。
๥
っ
ち

Ỵ
ん
ܶ
場
の
協
力
に
よ
り
、
市
民
も
๨
れ
か
け
て
い
た
Ғ

人
「
৓
ノ
ブ
」
に
ޫ
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
೾
ཚ

万
ৎ
な
生
֔
と
一
్
な
思
い
が
表
現
さ
れ
た
ϛ
ュ
ー
ジ
カ

ル
は
、
会
場
と
な
っ
た
๥
っ
ち
Ỵ
ん
ܶ
場
の
ຬ
員
の
؍
客

を
感
動
に
แ
ん
だ
。

ฏ
成
₂₉
年
౓
に
は
、
よ
り
多
༷
な
表
現
活
動
を
可
能
と

す
る
た
め
の
ڌ
点
と
し
て
、
๥
っ
ち
Ỵ
ん
ܶ
場
に
ྡ
઀
す

る
商
業
ࢪ
設
の
一
部
を
आ
り
受
け
、
東
温
ア
ー
ト
ϰ
ィ
レ

ッ
ジ
η
ン
タ
ー
を
整
備
し
た
。
₉₂
人
収
༰
の
小
ܶ
場
「
シ

ア
タ
ー
Ｎ
̚
̨
̩
」、
₉0
人
収
༰
の
多
目
的
ܤ
古
場
「
リ

ハ
ー
α
ル
ϗ
ー
ル
Ｎ
̚
̨
̩
」、
１
０
８
人
収
༰
の
交
流

ス
ペ
ー
ス
「
ア
ト
リ
エ
Ｎ
̚
̨
̩
」
の
三
つ
の
エ
リ
ア
か

◆◆◆

ら
な
る
こ
の
ࢪ
設
は
、
文
化
ܳ
ज़
を
通
じ
た
交
流
機
会
の

拡
大
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
ฏ
成
30
年
４
月
に
開
館
し
た
。

こ
こ
を
活
動
ڌ
点
と
し
て
、
ฏ
成
30
年
౓
か
ら
は
ア
ー

ト
ϰ
ィ
レ
ッ
ジ
構
૝
専
ଐ
の
地
域
お
こ
し
協
力
ୂ
が
専
門

分
野
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
な
り
、
演
ܶ
、
ϛ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、

Ի
ָ
、
ダ
ン
ス
、
落
ޠ
、
マ
ジ
ッ
ク
、
コ
ン
ト
な
ど
多
種

多
༷
な
舞
台
ܳ
ज़
の
祭
典
「
と
う
お
ん
ア
ー
ト
ϰ
ィ
レ
ッ

ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８
ʗ
２
０
１
９
」を
開
催
し
、

市
内
外
か
ら
少
な
く
と
も
３
０
０
０
人
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

こ
れ
が
呼
び
水
と
な
り
、
同
η
ン
タ
ー
の
来
館
者
数
は

初
年
౓
約
１
万
１
０
０
０
人
、
翌
年
౓
に
は
約
１
万
５
０

０
０
人
と
増
加
܏
向
に
あ
り
、
ܳ
ज़
活
動
の
ڌ
点
と
し
て

ਁ
ಁ
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
ഽ
で
感
じ
て
い
る
。

ٔ
ۂ
৆
Ͱ
શ
ࠃ
に
໳
を
։
͘

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
Ϝ
と
し
て

開
催
し
た
全
国
ެ
募
の
ٔ
ۂ
賞
が
、「
ア
ー
ト
ϰ
ィ
レ
ッ

ジ
̩
̤
̤
Ｎ
ٔ
ۂ
賞
２
０
１
８
ʗ
２
０
１
９
」
だ
。

こ
の
ٔ
ۂ
賞
は
、
全
国
の
舞
台
関
係
者
に
ܶ
作
と
い
う

創
作
活
動
を
通
じ
て
௚
઀
関
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
取

り
組
み
と
し
て
、
ฏ
成
30
年
౓
に
初
開
催
し
た
。
全
国
的

に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
東
温
市
初
の
呼
び
か
け

で
ෆ
҆
は
あ
っ
た
が
、
全
国
の
文
化
ࢪ
設
や
関
連
ࡶ
ࢽ
で

の
प
知
に
よ
り
4₅
作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
。

最
ऴ
ީ
ิ
４
作
品
を
選
定
し
、
ฏ
成
31
年
３
月
、
そ
う

そ
う
た
る
ܶ
作
家
に
よ
る
最
ऴ
ެ
開
審
査
を
シ
ア
タ
ー
Ｎ

̚
̨
̩
で
開
催
し
た
。
審
査
員
も
೰
み
ൈ
い
た
຤
、
Ԭ
山

県
在
住
の
क
҆
久
二
子
氏
が
都
市
と
地
方
、
家
଒
の
あ
り

◆◆◆

愛
媛
県
東
温
市

キ
ラ
リ
と
光
る

わ
が
ま
ち
自
慢
の
全
国
大
会

田
井
　
秀
一

東
温
市
総
務
部
企
画
政
策
課�

地
域
振
興
係
長

︱
地
方
か
ら
演
ܶ
を
発
৴
す
る
︱

舞
台
芸
術
で
豊
か
な
未
来
を
創
造
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方
を
ஸ
ೡ
に
描
い
た
「
૲
の
家
」
が
大
賞
を
受
賞
し
た
。

こ
の
ٔ
ۂ
賞
に
よ
り
、
ຒ
も
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
か

っ
た
࠽
能
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
舞
台

ܳ
ज़
の
聖
地
化
を
目
指
す
上
で
、
大
き
な
価
஋
を
持
つ
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ྩ
࿨
元
年
౓
は
、
こ
の
「
૲
の
家
」
の
舞
台
化
に
取
り

組
み
、
ྩ
࿨
２
年
２
月
、
シ
ア
タ
ー
Ｎ
̚
̨
̩
で
無
事
上

演
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
全
国
ެ
募
の
中
で
選
ば
れ
た
ٔ

ۂ
の
良
さ
を
最
大
限
に
表
現
す
る
た
め
、
経
ݧ
豊
か
な
演

出
家
や
舞
台
美
ज़
家
を
߳
川
県
か
ら
迎
え
た
一
方
、
出
演

者
や
照
明
、
Ի
響
ス
タ
ッ
フ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
可
能
な

限
り
東
温
市
お
よ
び
प
ล
の
人
ࡐ
の
関
わ
り
に
よ
り
創
作

す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
。

さ
ら
に
特
ච
す
べ
き
は
、
ཪ
方
ス
タ
ッ
フ
だ
。
こ
の
作

品
に
関
わ
り
た
い
と
、
普
段
は
自
ら
が
舞
台
に
立
っ
て
い

る
多
く
の
地
元
演
ܶ
人
が
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
名
を
連
Ͷ
、
޿
報
・
チ
ケ
ッ
ト
ൢ
売
か
ら
ܤ
古
の
ิ
ॿ
、

࢓
ࠐ
み
、
本
番
、
ఫ
収
ま
で
、
全
て
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
。

こ
れ
ら
の
ス
タ
ッ
フ
の
多
く
は
、
東
温
市
民
ϛ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
出
演
者
だ
っ
た
。
演
ܶ
を
通
し
て
ங
か
れ
る
関
係
性

と
は
、
こ
れ
ほ
ど
ڧ
ݻ
な
財
産
と
な
る
の
か
。
そ
の
こ
と

を
深
く
ೝ
ࣝ
し
た
ॠ
間
で
あ
っ
た
。

良
好
な
ง
ғ
ؾ
の
中
で
進
む
創
作
と
ઓ
略
的
な
޿
報
は
、

チ
ケ
ッ
ト
ൢ
売
に
も
௚
݁
し
た
。
今
後
の
舞
台
ܳ
ज़
関
連

事
業
の
自
立
化
を
見
ਾ
え
、
決
し
て
҆
く
は
な
い
入
場
料

を
設
定
し
た
ެ
演
は
、
追
加
を
含
む
全
５
ެ
演
が
前
売
り

׬
売
。
ຬ
員
と
な
る
４
０
０
人
以
上
の
お
客
༷
が
来
場
し
、

シ
ア
タ
ー
Ｎ
̚
̨
̩
開
設
以
来
の
成
功
ެ
演
と
な
っ
た
。

ެ
演
ऴ
ྃ
後
、
多
く
の
関
係
者
か
ら
ٔ
ۂ
賞
の
継
続
を

๬
む
੠
を
も
ら
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
成
果
を
受

け
、
今
後
の
継
続
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

た
だ
、
ࢲ
は
地
域
活
性
化
に
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
全
般
に
お

い
て
、「
継
続
性
」
に
価
஋
を
見
い
だ
す
こ
と
は
ة
ݥ
と

考
え
て
い
る
。
開
催
そ
の
も
の
が
目
的
化
し
た
ॠ
間
、
そ

の
イ
ベ
ン
ト
は
形
֚
化
し
た
も
の
に
な
る
か
ら
だ
。
形
よ

り
も
「
志
」
の
継
続
や
発
展
性
を
ॏ
視
し
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

で
思
考
を
ॏ
Ͷ
て
い
き
た
い
。

࣭
の
ߴ
͍
ؔ
܎
ਓ
ޱ
͕
ະ
དྷ
を
૑
Δ

舞
台
ܳ
ज़
は
、
一
つ
の
ެ
演
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
何

カ
月
～
何
年
も
の
時
間
を
要
す
る
。
そ
の
中
で
、
集
客
数

や
売
上
ֹ
だ
け
で
は
見
え
に

く
い
、
質
の
高
い
関
係
人
口

が
創
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
ܳ
ज़
を
通
じ

て
地
域
や
考
え
方
、
世
代
の

น
を
越
え
て
人
ʑ
が
つ
な
が

る
こ
と
で
、
次
ʑ
と
市
民
主

体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
積
み

ॏ
な
り
、
ଋ
と
な
っ
て
ま
ち

づ
く
り
の
力
と
な
っ
て
い

く
。東

温
市
が
こ
れ
か
ら
も
ど

ん
ど
ん
豊
か
で
、
面
ന
い
ま

ち
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
構

ங
し
、
地
方
創
生
を
実
現
す

る
近
道
だ
と
思
っ
て
い
る
。

◆◆◆

賞ۂٔ/500 20�8 大賞ܾఆެ։৹査会

賞ۂٔ/500 20�8 大賞演ܶެ演「૲のՈ」

と͏͓ΜアートϰΟレοδϑΣεςΟόϧ「Իの万՚ڸ」

2� 2020・8月号 地域づくり 特集編 2020・8月号地域づくり 特集編 2�



特 集
ࣛ
ࣇ
島
県
ಙ
೭
島
の
ఱ
৓
町
で
２
０
１
９
年
５
月
３
日

か
ら
同
４
日
に
か
け
て
、
ಆ
ڇ
文
化
を
有
す
る
全
国
各
地

の
関
係
者
が
一
ಊ
に
会
し
、「
第
₂₂
回
全
国
ಆ
ڇ
α
ϛ
ッ

ト
ῶ
ఱ
৓
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ಆ
ڇ
文
化
が
残
る
６
県
９
市
町
（
ؠ
手
県
久
࣊
市
、
新

ׁ
県
長
Ԭ
市
・
小
千
谷
市
、
島
根
県
Ӆ
ذ
の
島
町
、
愛
媛

県
Ӊ
࿨
島
市
、
ԭ
ೄ
県
う
る
ま
市
、
ࣛ
ࣇ
島
県
ಙ
೭
島
町
・

ҏ
ઋ
町
・
ఱ
৓
町
）
が
「
全
国
ಆ
ڇ
α
ϛ
ッ
ト
協
ٞ
会
」

を
構
成
し
、
ྠ
番
制
で
α
ϛ
ッ
ト
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
第
₂₂
回
大
会
は
、
ಙ
೭
島
ಆ
ڇ
連
合
会
ఱ
৓
町
ಆ
ڇ

協
会
が
主
催
し
ま
し
た
。
ఱ
৓
町
で
の
開
催
は
11
年
ぶ
り

２
回
目
で
す
。

同
大
会
で
は
、「
ಆ
ڇ
日
本
一
の
島
」
を
そ
れ
ͧ
れ
自

ෛ
し
て
い
る
ಙ
೭
島
と
ԭ
ೄ
の
現
役
「
全
島
一
横
ߝ
ڇ
」

（
無
差
別
ڃ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
同
࢜
の
対
決
を
模
ࡧ
。
ԭ

ೄ
の
全
島
一
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
ಙ
೭
島
に
ԕ
੐
す
る
こ
と

で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
同
࢜
の
ເ
の
対
ઓ
が
実
現
し
、「
全
国

ಆ
ڇ
α
ϛ
ッ
ト
記
念
日
本
一
決
定
ઓ
」
と
໏
ଧ
っ
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
շ
੖
に
恵
ま
れ
、
ఱ
৓
町
北
部
に
位
置
す

る
松
原
ಆ
ڇ
場
を
舞
台
に
、
約
４
０
０
０
人
の
؍
客
が
見

क
る
中
、
11
組
の
೤
い
ઓ
い
が
繰
り
޿
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
日
本
一
の
࠲
を
ݒ
け
て
行
わ
れ
た
最
後
の
横

ߝ
ઓ
は
、
ಙ
೭
島
全
島
一
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
「
力
道
山
」

と
ԭ
ೄ
全
島
一
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
「
有
心
ᬏ
進
ཾ
」
が
対

ઓ
し
、
؍
客
の
興
ฃ
は
最
高
ை
に
。

頭
と
頭
を
突
き
合
わ
せ
た
立
ち
合
い
か
ら
ޓ
角
の
ઓ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
対
ઓ
タ
イ
Ϝ
が
₂0
分
を
過
͗
た

こ
ろ
、
ർ
れ
が
見
え
࢝
め
た
有
心
ᬏ
進
ཾ
を
、
地
元
の
੠

ԉ
を
追
い
෩
に
し
た
力
道
山
が
߈
め
た
て
、
₂₂
分
31
ඵ
で

উ
ར
を
収
め
ま
し
た
。

日
本
一
の
শ
号
を
手
に
し
た
ॠ
間
、
؍
客
の
׻
੠
と
と

も
に
「
ワ
イ
ド
・
ワ
イ
ド
」
の
ֻ
け
੠
と
「
手
舞
い
」
の

೾
が
会
場
い
っ
ͺ
い
に
޿
が
り
、
ಙ
೭
島
ಆ
ڇ
の
೤
ؾ
が

ര
発
し
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
来
場
し
た
関
係
者
も
、

そ
の
೤
量
に
ѹ
౗
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

ಆ
ڇ
大
会
ऴ
ྃ
後
に
ఱ
৓
町
๷
ࡂ
η
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
総
会
で
は
、今
年
౓
の
事
業
ܭ
画
な
ど
が
ঝ
ೝ
さ
れ
、

次
回
の
開
催
地
が
新
ׁ
県
小
千
谷
市
に
決
定
。
ま
た
、
ಆ

ڇ
文
化
の
ৼ
興
・
発
展
の
た
め
に
ٞ
論
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

「
ԭ
ೄ
こ
ど
も
の
国
」
の
前
Ԃ
長
高
田
উ
氏
を
ߨ
師
に
ট

き
「
ಙ
೭
島
・
ԭ
ೄ
の
ಆ
ڇ
と
動
෺
愛
ޢ
」
と
題
し
た
ߨ

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
ಆ
ڇ
開
催
地
域
の
交
流
促

進
や
次
世
代
へ
の
継
ঝ
、
地
域
活
性
化
の
推
進
」
な
ど
を

盛
り
ࠐ
ん
だ
α
ϛ
ッ
ト
એ
言
が
࠾
୒
さ
れ
て
総
会
は
ऴ
ྃ

し
、そ
の
後
の
交
流
会
で
各
地
域
の
਌
ກ
を
深
め
ま
し
た
。

શ
ࠃ
֤
地
の
ಆ
ڇ
จ
Խ

ಆ
ڇ
は
全
国
で
も
あ
ま
り
な
い
文
化
で
す
が
、
地
域
に

よ
っ
て
༷
ʑ
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ಙ
೭
島
の
ಆ
ڇ
は
約

５
０
０
年
の
ྺ
࢙
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
農
ߞ
用

の
ڇ
を
ઓ
わ
せ
て
ָ
し
ん
だ
の
が
࢝
ま
り
と
さ
れ
、「
な

く
さ
み
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

１
Ἁ
を
௒
え
る
ڊ
体
が
ぶ
つ
か
り
合
う
ಆ
ڇ
の
迫
力
も

ൈ
܈
で
す
が
、
大
事
に
ҭ
て
た
ڇ
を
応
ԉ
す
る
人
ʑ
の
೤

ڰ
ぶ
り
や
উ
ར
を
ॕ
う
手
舞
い
も
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で

す
。
཭
島
と
い
う
؀
境
下
で
ಆ
ڇ
は
島
民
に
と
っ
て
数
少

な
い
ޘ
ָ
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
、
現
在
で
は
ಙ
೭
島
の

伝
౷
文
化
と
し
て
、
農
ச
産
業
や
؍
ޫ
の
ৼ
興
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

新
ׁ
県
小
千
谷
市
・
長
Ԭ
市
の
「
越
後
ಆ
ڇ
」
は
神
事

と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
ॏ
要
無
形
民
ଏ
文
化
財
の
指
定

か
ら
40
年
を
迎
え
ま
し
た
。
神
事
の
た
め
、
ಆ
ڇ
を
最
後

ま
で
ઓ
わ
せ
る
こ
と
は
な
く
、「
੎㆛

子こ

」（
ಆ
ڇ
の
࿬
に
立

ち
、
共
に
ઓ
い
に
ྟ
む
人
）
に
よ
り
人
ҝ
的
に
উ
ෛ
を
分

け
、
引
き
分
け
と
し
ま
す
。
༷
ʑ
な
ٕ
を
駆
使
し
た
ڇ
同

࢜
の
ぶ
つ
か
り
合
い
だ
け
で
な
く
、
উ
ෛ
の
最
中
に
割
っ

て
入
る
੎
子
の
౓
ڳ
や
ٕ
ज़
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。

島
根
県
Ӆ
ذ
の
島
町
の
「
Ӆ
ذ
の
ڇ
突
き
」
は
、
ঝ
久

の
ཚ
（
１
２
２
１
年
）
で
Ӆ
ذ
へ
配
流
と
な
っ
た
後
ௗ
Ӌ

上
ߖ
を
Қ
め
る
た
め
に
、
御
前
で
ڇ
を
突
か
せ
た
こ
と
が

起
源
と
い
わ
れ
、
ߝ
を
付
け
た
ま
ま
人
ڇ
一
体
と
な
っ
て

ಆ
わ
せ
る
の
が
特
徴
で
す
。

全
国
各
地
で
ಆ
ڇ
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

◆◆◆

鹿
児
島
県
天
城
町

キ
ラ
リ
と
光
る

わ
が
ま
ち
自
慢
の
全
国
大
会

︱
₂₂
回
大
会
で
無
差
別
ڃ
チ
ャ
ン
プ
が
ܹ
突
︱

闘
牛
文
化
の
継
承
・
発
展
へ
全
国
サ
ミ
ッ
ト

鹿
児
島
県
天
城
町
商
工
水
産
観
光
課
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の
運
営
形
ଶ
は
「
神
事
」
と
「
興
行
」
の
二
つ
に
大
き
く

分
か
れ
、ಆ
ڇ
大
会
を
ޘ
ָ
と
ଊ
え
る
人
口
（
ಆ
ڇ
人
口
）

の
多
寡
に
よ
り
、
ಆ
ڇ
文
化
を
取
り
ר
く
؀
境
は
異
な
り

ま
す
。

ಆ
ڇ
人
口
の
多
い
ಙ
೭
島
で
開
催
さ
れ
る
ಆ
ڇ
大
会
は

「
興
行
」
の
৭
合
が
ڧ
く
、
例
外
を
আ
き
、
行
政
౳
か
ら

の
大
会
運
営
に
係
る
අ
用
の
ิ
ॿ
な
ど
は
行
わ
れ
な
い
の

に
対
し
、「
神
事
」
౳
と
し
て
ଞ
ॴ
で
開
催
さ
れ
る
ಆ
ڇ

大
会
の
場
合
、
そ
の
運
営
අ
用
に
は
行
政
౳
か
ら
の
ิ
ॿ

が
一
部
ॆ
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ଞ
、
ಙ
೭

島
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
取
り
組
み
と
し
て
、
ಆ
ڇ
の
ߪ

入
・
ࣂ
ҭ
・
ॲ
分
౳
の
අ
用
に
対
し
て
ิ
ॿ
を
実
ࢪ
し
て

い
る
自
治
体
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

今
は
ま
だ
、
多
く
の
ಆ
ڇ
人
口
に
ࢧ
え
ら
れ
て
い
る
ಙ

೭
島
ಆ
ڇ
界
で
す
が
、
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
少

子
高
ྸ
化
が
進
み
ಆ
ڇ
文
化
の
担
い
手
が
減
少
す
る
な
か

で
、
文
化
の
継
ঝ
・
存
続
の
た
め
に
行
政
の
α
ポ
ー
ト
が

求
め
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ಙ
೭
ౡ
ಆ
ڇ
界
の
औ
り
૊
Έ

か
つ
て
の
ಙ
೭
島
ಆ
ڇ
界
に
お
い
て
、「
全
島
一
横
ߝ
」

と
い
う
শ
号
は
「
無
差
別
ڃ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
に
対
し
て

の
み
༩
え
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
ಆ
ڇ

の
体
ॏ
別
に
࢛
つ
の
֊
ڃ
を
設
け
、
そ
れ
ͧ
れ
に
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
ڇ
が
存
在
し
ま
す
。
体
ॏ
別
に
優
উ
ض
を
設
け
た

こ
と
で
、
ಆ
ڇ
ࣂ
ཆ
者
や
関
係
者
に
と
っ
て
の
目
標
が
よ

り
現
実
的
な
も
の
に
な
り
、
ಙ

೭
島
ಆ
ڇ
界
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
֊
ڃ
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
ڇ
に
は
年
３
回
（
１
月
、

５
月
、
10
月
）
の
タ
イ
ト
ル
マ

ッ
チ
ઓ
出
場
が
義
務
付
け
ら
れ

て
お
り
、
同
大
会
は
島
内
外
か

ら
多
く
の
؍
客
で
೐
わ
い
ま
す
。

世
界
自
વ
Ҩ
産
ొ
࿥
を
目
指

す
ಙ
೭
島
に
と
っ
て
、
今
後
期

待
さ
れ
る
交
流
人
口
の
増
加
に

合
わ
せ
、
よ
り
一
૚
Ｐ
̧
す
る

た
め
に
は
ಆ
ڇ
の
魅
力
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
努
力
が
必
要

で
す
。
今
後
は
行
政
と
し
て
ಆ

ڇ
と
い
う
伝
౷
文
化
の
継
ঝ
・

存
続
の
た
め
に
も
、
た
く
さ
ん

の
人
ʑ
に
そ
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
׭
民
一
体
と

な
っ
て
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

◆◆◆

ワイド・ワイドの͔͚੠とともに

શ国ಆڇαϛοト։࠵
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出
の
年
１
回
の
大
行
事
で
す
。
Ϥ
バ
レ
と
い
う
近
਌
者
、

ご
近
ॴ
さ
ん
を
お
呼
び
し
御
હ
を
出
す
と
い
う
෩
श
が
今

も
残
っ
て
い
て
、
こ
れ
に
は
୭
が
إ
を
出
し
て
も
よ
い
と

い
う
素
੖
ら
し
い
श
׳
が
あ
り
、
ࢲ
も
初
め
て
Ϥ
バ
レ
に

᮪
入
し
た
時
は
「
祭
り
だ
か
ら
」
と
あ
た
た
か
く
も
て
な

さ
れ
た
よ
い
૝
い
出
が
残
っ
て
い
ま
す
。
小
型
の
も
の
か

ら
1₆
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
キ
リ
コ
が
５
台
も
出
る
૖
؍
な

も
の
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
日
本
で
も
有
数
な
催
事
だ

と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
人
口
減
少
に
よ
っ
て
や
め

地
域
お
͜
͠
の
ى
ര
ࡎ
ͱ
ͳ
Δ
イ
ベ
ン
ト

さ
ま
͟
ま
な
タ
イ
プ
の
美
ज़
家
が
地
域
に
入
り
、
地
域

の
ྺ
࢙
、
生
活
、
祭
、
ّ
式
、
食
事
、
道
۩
、
産
業
な
ど

の
特
৭
を
生
か
し
て
作
品
を
つ
く
る
、
そ
の
過
程
の
活
動

な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
多
く
の
人
が
集
ま
る
ܳ
ज़
祭
を
、

現
在
５
つ
の
地
域
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
ࢲ
の
࢓

事
の
中
心
で
す
。
地
域
型
、
あ
る
い
は
ツ
ア
ー
型
ܳ
ज़
祭

と
い
わ
れ
て
い
て
、
み
ん
な
３
年
に
１
回
の
、
つ
ま
り
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。そ
れ
ͧ
れ
、

新
ׁ
県
े
日
町
市
・
௡
南
町
の
「
大
地
の
ܳ
ज़
祭
」、
1₂

の
島
を
会
場
と
す
る
「
੉
ށ
内
国
ࡍ
ܳ
ज़
祭
」、
千
༿
県

市
原
市
の
「
๪
総
ཬ
山
ܳ
ज़
祭
い
ち
は
ら
ア
ー
ト
ʷ
ϛ
ッ

ク
ス
」、長
野
県
大
町
市
の
「
北
ア
ル
プ
ス
国
ࡍ
ܳ
ज़
祭
」、

ੴ
川
県
च
ऱ
市
の
「
Ԟ
能
ొ
国
ࡍ
ܳ
ज़
祭
」
で
す
。

ࢲ
は
９
年
前
か
ら
地
域
活
性
化
η
ン
タ
ー
主
催
の
「
ふ

る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
」
の
審
査
員
を
や
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
Ӭ
年
続
い
て
い
る
神
事
や
祭

り
、
地
域
お
こ
し
の
起
ര
ࡎ
に
な
る
べ
く
工
夫
し
ؤ
ு
っ

て
き
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
Ԟ
能
ొ
国
ࡍ
ܳ
ज़
祭
で
は
、
主
と
し
て
９
月
と
10
月
に

１
０
０
を
௒
え
る
集
落
で
連
日
行
わ
れ
て
い
る
「
キ
リ
コ

祭
り
」
や
、
そ
の
な
か
で
行
わ
れ
る
「
Ϥ
バ
レ
」
と
い
う

各
家
ఉ
で
の
食
事
の
も
て
な
し
も
ॏ
要
な
要
素
と
し
て
組

み
ࠐ
ま
れ
て
い
た
り
も
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
キ
リ
コ
祭

り
は
２
０
１
５
年
の
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
で
総
務
大

ਉ
表
জ
を
受
け
て
い
ま
す
。
期
間
と
場
ॴ
が
限
定
さ
れ
、

住
民
の
参
加
౓
が
高
い
の
が
ふ
る
さ
と
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

こ
れ
に
対
し
ܳ
ज़
祭
の
方
は
₅0
日
以
上
だ
し
、
中
間
年
に

も
小
さ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
り
、
通
年
化
し
つ
つ
あ
る

と
い
う
の
が
二
つ
の
違
い
で
す
。

こ
こ
で
च
ऱ
の
キ
リ
コ
祭
り
を
例
に
と
っ
て
、
少
し
詳

し
く
説
明
を
し
て
み
ま
す
。
こ
の
祭
り
は
「
キ
リ
コ
」
と

呼
ば
れ
る
੾
子
౮
᝷
や
ڊ
大
な
行
౯
の
山
ं
を
༦
方
か
ら

ே
に
か
け
て
神
社
に
ไ
ೲ
す
る
と
い
う
も
の
で
、
集
落
総

キ
ラ
リ
と
光
る

わ
が
ま
ち
自
慢
の
全
国
大
会

︱
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
を
௚
ܸ
し
た
コ
ロ
ナ
Ւ
︱

人
間
活
動
の
原
点
ゆ
ら
す
体
験
を

 

意
味
あ
る
も
の
に

北
川
　
フ
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͟
る
を
え
な
く
な
っ
た
地
域
も
あ
り
、
い
く
つ
か
の
例
外

を
আ
け
ば
ԟ
時
に
ൺ
べ
て
に
͗
わ
い
は
な
く
な
っ
て
き
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
は
こ
こ

に
ޫ
を
あ
て
ま
し
た
。
ฏ
成
₂₆
年
౓
の
総
務
大
ਉ
表
জ
を

う
け
ま
し
た
。

च
ऱ
は
人
口
１
万
３
８
７
０
人
（
ྩ
࿨
２
年
６
月
）、

本
州
で
は
人
口
最
小
の
市
で
す
。
ত
࿨
₂₅
年
に
は

３
万
８
１
５
７
の
人
口
が
あ
っ
た
の
に
で
す
。
日

本
海
に
と
び
出
た
Ԟ
能
半
島
の
先
୺
、
ஆ
流
と
פ

流
が
豊
য়
の
海
と
な
り
、
古
く
か
ら
ݣ
౜
使
、
ᕜ

海
使
が
ඬ
着
し
、
出
Ӣ
か
ら
北
上
す
る
古
代
人
の

ఀ
ധ
地
、
時
代
が
下
っ
て
、
ߐ
ށ
時
代
に
は
北
前

ધ
の
大
੾
な
ߓ
、
さ
ら
に
言
え
ば
ཬ
山
が
急
降
下

し
、
海
と
山
が
ほ
ど
よ
く
ਁ
し
あ
う
山
と
海
の
ູ

り
の
地
、
そ
れ
が
、
近
現
代
の
࿑
働
集
約
化
、
効

཰
一
ล
౗
、
都
市
化
の
な
か
で
、
そ
れ
は
東
ژ
と

の
交
通
ڑ
཭
に
よ
る
も
の
か
、
一
ؾ
に
ਰ
ୀ
し
て

し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
少
し
஫
意
を
こ
ら
し
て
み

れ
ば
、
神
社
、
෹
ֳ
の
数
は
そ
れ
ͧ
れ
7₉
社
、
₆ÿ

ἃ
ࣉ
と
ີ
౓
は
高
く
、
地
名
、
名
ࣈ
の
多
༷
性
は

「
ௗ
ᠯ
」、「
അ
៙
町
」、「
万
代
࿊
」、「
西
法
࢘
」、「
ऍ

ՠ
Ӄ
」、「
஡
Ӄ
」、「
ృ
師
」、「
۽
主
」
な
ど
ಡ
め

な
い
ࣈ
が
ほ
と
ん
ど
と
い
う
ぐ
ら
い
で
す
。「
あ

え
の
こ
と
」、「
高
૔
彦
神
社
の
ૣ
ધ
ڰ
言
」、「
൧

田
町
౯
᝷
山
祭
り
」
の
و
ॏ
な
神
事
の
多
さ
、
つ

ま
り
、
文
化
の
蓄
積
と
૚
の
ް
さ
は
日
本
有
数
の

も
の
で
、
そ
の
本
来
も
つ
土
地
の
力
を
生
か
そ
う

と
、
地
域
、
行
政
あ
げ
て
ܳ
ज़
祭
に
と
り
組
も
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

ί
ϩ
φ
Ւ
Ͱ
ݟ
͑
た
ࣾ
会
の
ਅ
࣮

こ
こ
で
み
た
よ
う
に
、
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大

賞
は
地
域
に
あ
る
Ӭ
く
続
い
た
伝
౷
的
な
行
事

や
、
近
年
に
地
域
お
こ
し
の
た
め
に
考
え
ら
れ
た
突
出
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ݦ
জ
し
よ
う
と
₂4
回
続
け
ら
れ
て
き

た
も
の
で
す
が
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
地
域
の
生
業
を
ベ
ー

ス
と
し
た
総
合
的
な
ఈ
上
げ
の
期
待
で
す
。
決
し
て
そ
の

場
限
り
の
؍
ޫ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ܳ
ज़
祭
も
そ
う
い
う

も
の
と
し
て
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
（
̘
̤
̫
̞
̙

－

1₉
）
が
世
界
中
に
޿
が
り
、

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ϛ
ッ
ク
と
し
て
、
あ
る
意
味
で
は
、
第
一

次
、
第
二
次
世
界
大
ઓ
を
௒
え
る
世
界
的
な
共
通
体
ݧ
と

な
り
、
今
な
お
、
と
い
う
よ
り
こ
れ
か
ら
ౙ
に
か
け
て
い

っ
そ
う
世
界
を
お
お
う
ෆ
҆
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
書
い
て
い
る
現
在
で
も
発
表
さ
れ
て
い
る
限
り
で
も

世
界
の
感
染
者
は
１
０
１
８
万
５
３
７
４
人
（
７
月
１
日

10
時
00
分
）、
ࢮ
者
は
₅0
万
３
８
６
２
人
（
同
上
）
日
本

で
も
９
７
４
人
（
同
上
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ア
フ
リ
カ
、
中
南
ถ
に
一
挙
に
拡
大
し
、
北
半
ٿ
で
も

第
２
೾
、
第
３
೾
が
予
૝
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
月
か
ら
自

ॗ
や
制
限
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
Ҡ
動
、
共
食
、

集
ま
り
、
会
࿩
の
自
由
こ
そ
人
間
が
人
間
で
あ
る
た
め
に

獲
得
し
て
き
た
大
੾
な
活
動
だ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
ࢲ

た
ち
は
と
て
つ
も
な
い
事
ଶ
に
お
ち
い
っ
て
い
る
の
で

す
。
こ
こ
に
は
地
域
に
と
っ
て
大
੾
な
問
題
が
横
た
わ
っ

て
る
と
思
い
ま
す
。

い
く
つ
か
の
現
象
的
な
こ
と
か
ら
考
え
て
み
ま
す
。
ま

ず
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
原
࢝
的
な
自
વ
の
ྖ
域

（
野
生
）
が
৵
ৰ
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
存
在
し
て
い
く
た
め

の
ม
異
が
文
明
社
会
に
入
り
࢝
め
た
も
の
だ
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
こ
の
₅0
年
間
言
わ
れ
続
け
、
ほ
と
ん
ど

յ
໓
的
に
な
っ
た
地
域
؀
境
問
題
そ
の
も
の
の
݁
果
で

す
。
ま
た
こ
の
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
し
て
い
く
に
は
人
間
に

そ
の
߅
体
が
あ
る
程
౓
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

●① ●⑤

●④●②

●③
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に
は
山
野
૲
な
ど
土
の
ष
い
を
も
つ
食
ࡐ
を
༮
い
ࠒ
か
ら

食
べ
て
い
た
方
が
よ
い
、
土
༡
び
を
し
た
方
が
よ
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
無
ە
を
絶
対
視
す
る
現
在
の
都

市
と
は
真
ٯ
の
こ
と
で
す
。
こ
こ
に
現
在
の
価
஋
؍
の
致

໋
的
な
ほ
と
ん
ど
が
集
中
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ࢲ

た
ち
が
そ
の
一
部
分
で
あ
る
自
વ
と
ほ
ど
よ
く
共
存
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

次
に
こ
の
間
Ҡ
動
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
で

す
。
４
月
７
日
の
ۓ
急
事
ଶ
એ
言
が
発
せ
ら
れ
て
か
ら
各

自
の
Ҡ
動
、
外
出
、
ҿ
食
の
自
ॗ
が
促
さ
れ
、
ެ
式
に
は

今
日
（
７
月
７
日
現
在
）
で
は
国
内
の
交
通
は
自
由
に
な

り
ま
し
た
が
、
外
国
と
は
ま
だ
࠯
国
ঢ়
ଶ
で
す
。
ま
た
஫

目
す
べ
き
は
田
ࣷ
の
集
落
で
は
ݍ
外
者
の
流
入
は
அ
ݻ
い

や
だ
と
い
う
場
ॴ
が
意
外
に
多
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
対

し
て
３
ີ
が
起
こ
り
や
す
い
ट
都
ݍ
か
ら
の
田
ࣷ
へ
୤
出

し
た
い
人
が
多
い
と
の
報
ࠂ
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
׻
迎
の
人
た
ち
が
多
い
こ
と
も
事
実
で
し

た
。
こ
れ
は
も
と
も
と
都
市
に
は
ࢗ
ܹ
と
興
ฃ
が
多
く
、

大
量
の
ফ
අ
が
で
き
る
と
い
う
ए
者
に
と
っ
て
数
年
間
の

魅
力
こ
そ
あ
る
が
、
絶
え
間
な
い
競
争
と
、
と
ん
で
も
な

い
情
報
の
多
さ
と
ロ
Ϙ
ッ
ト
の
よ
う
な
生
活
の
な
か
で
ඇ

人
間
的
に
な
ら
͟
る
を
得
な
い
な
か
で
都
市
୤
出
ئ
๬
が

多
い
こ
と
と
ූ
௉
が
あ
っ
て
い
る
と
ೲ
得
し
た
わ
け
で
、

こ
ん
な
時
こ
そ
田
ࣷ
は
都
市
を
受
け
い
れ
る
チ
ャ
ン
ス
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
う
は
な
ら
な
か

っ
た
。
؍
ޫ
客
は
良
い
け
れ
ど
、
い
͟
と
な
る
と
ࠔ
る
、

ෆ
҆
が
あ
る
、
ෆ
৴
が
あ
る
と
い
う
ズ
レ
の
中
に
ࢲ
た
ち

の
社
会
の
真
実
が
見
え
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
は
真
の
意

味
で
田
ࣷ
に
は
ҩ
ྍ
を
は
じ
め
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
が
な
い

こ
と
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
巡
り
巡
っ
て
田
ࣷ
こ
そ
ҩ
ྍ

が
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
ବ
目
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
Ւ
の
も
と
で
、
地
域
؀
境
を
こ
れ
以

上
ྼ
化
さ
せ
な
い
、
市
場
、
効
཰
第
一
主
義
を
考
え
௚
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
地
域
文
化
を
も
っ
と
ଚ
ॏ
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
ؾ
持
ち
を
大
੾
に
思
っ
て
い
く

可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
生
໋
、
݈
߁
、
予
๷
ҩ
学
、
モ
ノ

と
人
の
Ҡ
動
、
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
Ϊ
ー
、
文
化
、
教
ҭ
と

い
っ
た
根
本
的
な
イ
ン
フ
ラ
を
大
੾
に
考
え
る
方
向
に
少

し
は
行
く
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
が
ポ
ー
ズ
に
ऴ
わ
ら
な
い

よ
う
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
ࢲ
た
ち
は
い
ま
だ
か
つ

て
な
い
ほ
ど
生
໋
、
人
類
が
自
વ
と
઀
す
る
た
め
の
方
向

で
の
踏
み
分
道
に
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
の
意
味
で
ࢲ
た
ち
と
自
વ

と
の
ཬ
程
標
の
よ
う
な
位
置
に
い
る
よ
う
な
ؾ
が
す
る
の

で
す
。

イ
ベ
ン
ト
͕
ݱ
୅
จ
໌
に
ܯ
৊
໐
ら
す

さ
て
、
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
は
昨
年
౓
で
は
各
県

の
推
ન
１
２
０
݅
の
な
か
か
ら
次
の
よ
う
な
も
の
が
選
ば

れ
て
い
ま
す
。

・
大
賞 （
内
ֳ
総
理
大
ਉ
賞
） 

 

地
ࠈ
の
谷
の
َ
Ֆ
Ր
（
北
海
道
ొ
別
市
）

・
最
優
ल
賞 （
総
務
大
ਉ
表
জ
） 

 

よ
さ
こ
い
祭
り
（
高
知
県
高
知
市
）

・
優
ल
賞
ɹ
能
ొ
小
໦
ߓ
イ
カ
す
会
（
ੴ
川
県
能
ొ
町
）

・
優
ल
賞
ɹ
̧
̚
Ｎ
̚
̬
（
෱
Ҫ
県
ḉ
ߐ
市
）

・
優
ल
賞
ɹ 

༄
川
਽
祭
り 

さ
げ
も
ん
め
ぐ
り 

 

（
෱
Ԭ
県
༄
川
市
）

・
ふ
る
さ
と
キ
ラ
リ
賞 

 

ޅ
の
໷
祭
り
（
新
ׁ
県
ദ
࡚
市
）

・
ふ
る
さ
と
キ
ラ
リ
賞 

 

農
ଜ
舞
台
Ի
ָ
ެ
演
（
ಙ
島
県
ಹ
լ
町
）

・
選
考
ҕ
員
特
別
賞 

 

フ
ェ
ス
テ
ィ
ビ
タ
ス
ɹ
ナ
タ
リ
ス（
長
࡚
県
南
島
原
市
）

ΩϦί祭り
奥ೳొचऱでՆよりळにߦΘΕ͍ͯる͓祭り。
༐૖ͳڊ大ΩϦίがொ中を࿅りา͘༓ݰͳ神ࣄ

Ϥόレ
ΩϦί祭りでɺ֤Ոఉで料ཧを;る·͏

ೳొಠࣗのもͯͳしจԽ
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な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
ड़
べ
た
よ
う
に
、
人
類
が
共

通
に
体
ݧ
し
て
い
る
つ
ら
い
こ
と
だ
け
れ
ど
、
こ
れ
を
意

味
あ
る
経
ݧ
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
こ
こ
で
し
っ

か
り
し
な
い
と
、
根
本
な
と
こ
ろ
で
ಸ
落
に
落
ち
͟
る
を

え
な
い
と
思
う
の
で
す
。

ủ
৯
Ứ
の
大
੾
͞
఻
͑
Δ

ϓ
ϩ
δ
ェ
Ϋ
ト
に
΋
஫
໨

も
う
ひ
と
つ
஫
目
し
て
お
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昨
年

は
小
໦
ߓ
の
イ
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
が

近
年
ま
す
ま
す
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
੾
さ
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
食
は
そ
の
食
ࡐ
、
料
理
法
、
も
て
な
し
方
全

体
を
含
ん
で
地
域
と
最
も
深
く
、
一
年
中
を
通
し
て
か
か

わ
っ
て
い
る
も
の
で
す
。は
れ
の
日
の
料
理
だ
け
で
な
く
、

食
ࡐ
が
豊
富
で
な
い
時
期
の
つ
つ
ま
し
い
食
事
を
含
め

て
、
地
味
、
ؾ
ީ
、
共
同
体
の
在
り
方
、
流
通
が
理
解
で

き
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
宮
࡚
の
ྫྷ
や
ो
を
名

෺
に
し
て
い
く
過
程
で
、
地
域
の
シ
ス
テ
Ϝ
を
վ
良
し
て

い
く
働
き
も
あ
る
の
で
す
。
ࢲ
が
か
か
わ
っ
て
い
る
ܳ
ज़

祭
で
も
、
当
初
か
ら
食
の
占
め
る
ॏ
要
性
は
決
定
的
で
し

た
。
ア
ー
ト
は
地
域
理
解
の
入
り
口
に
は
な
り
ま
す
が
、

そ
の
ܳ
ज़
祭
が
行
わ
れ
る
土
地
へ
の
リ
ピ
ー
タ
ー
཰
が
高

い
理
由
は
食
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
例
え
ば
越
後
࠺
有

の
大
地
の
ܳ
ज़
祭
で
は
、
地
域
の
お
฼
さ
ん
達
の
料
理
を

ふ
る
ま
う
「
う
ぶ
す
な
の
家
」
か
ら
࢝
ま
っ
て
、
も
て
な

し
に
工
夫
し
た
お
ࣳ
ډ
入
り
会
食
「
北
越
ઇ
ේ
」、
ౙ
の

も
て
な
し
料
理
を
集
落
ご
と
に
催
す
「
ઇ
見
御
હ
」、
食

ࡐ
の
う
ま
さ
に
য
点
を
あ
て
た
̚
Ａ
̩
＆
Ａ
̧
̩
̩
Ａ

̧
̤
さ
ん
に
よ
る
「
β

ɹキ
ュ
ウ
リ
シ
ョ
ー
」、
各
地
の

ถ
の
特
徴
を
あ
き
ら
か
に
す
る
「
β

ɹお
こ
め
シ
ョ
ー
」

な
ど
の
展
開
か
ら
、
今
で
は
ق
અ
の
山
野
૲
、
野
ࡊ
の
加

こ
の
う
ち
̧
̚
Ｎ
̚
̬
は
も
と
も
と
全
国
屈
指
の
も
の

づ
く
り
（
࣫
ث
、
؟
ڸ
、
࿨
ࢴ
、
ଧ
ਕ
෺
、
୻
ਠ
、
ણ
ҡ
、

ম
き
෺
）
の
集
݁
地
で
あ
る
土
地
が
全
国
に
も
੠
を
か
け

て
࢝
め
た
工
๪
巡
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
フ
ェ
ス
テ
ィ

ビ
タ
ス

ɹナ
タ
リ
ス
は
も
と
も
と
キ
リ
ス
ト
教
と
ԑ
の
深

い
土
地
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
で
、
土
地
の
ྺ
࢙
と

深
く
݁
び
つ
い
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
ଞ
は
そ
の
名
の
通

り
伝
౷
的
な
も
の
で
あ
り
全
国
的
に
知
ら
れ
た
も
の
で
す
。

以
上
の
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
に
今
年
は
参
加
し
よ
う
と

ָ
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
こ
の
後
開
催
の
も
の
を
含

め
て
、
伝
౷
的
な
行
事
は
限
ら
れ
た
人
だ
け
で
や
る
と
い

う
か
た
ち
で
ऴ
わ
ら
͟
る
を
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
今
年
౓
の
表
জ
も
、
期
間
を
な
が
く
と
っ
て
審
査
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
世
の
中
の
伝
౷

的
な
行
事
が
中
止
に
な
る
の
は
、
特
に
そ
れ
を
ྭ
み
と
し

て
い
た
人
に
と
っ
て
は
つ
ら
い
こ
と
で
す
。
年
１
回
の
行

事
は
、
同
時
に
な
が
い
、
つ
ら
い
࿑
働
の
は
て
に
あ
っ
た

わ
ず
か
な
ָ
し
み
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
こ
で
ふ
る
さ
と
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
整
理
し
て
お

き
ま
す
。
そ
れ
は
地
域
の
神
事
お
よ
び
自
વ
、
生
活
と
݁

び
つ
い
て
い
て
、
し
か
も
そ
の
土
地
で
生
き
て
い
く
た
め

の
生
業
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
、
同
時
に
そ
の
ਏ
ۤ
を
ঢ
՚

す
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。
そ
れ
ނ
に
、自
વ
か
ら
཭
れ
、

自
વ
と
対
立
す
る
も
の
と
し
て
の
文
明
を
つ
く
り
࢝
め
た

現
代
の
෩
ை
、
社
会
シ
ス
テ
Ϝ
に
ܯ
৊
を
໐
ら
す
も
の
と

し
て
、
き
わ
め
て
و
ॏ
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

今
年
の
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ϛ
ッ
ク
の
な
か
に
い
て
、
そ
れ
が

ま
す
ま
す
大
੾
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
人
と
し
て
の
Ҡ
動
、
会
࿩
、
共
食
す
ら
で
き
な
く

工
品
で
の
、
通
ൢ
を
考
え
た
活
動
も
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
食
は
地
元
の
人
達
の
活
༂
の
わ
り
あ
い
が
多

く
、
な
お
か
つ
そ
の
地
で
࠾
れ
た
食
ࡐ
を
そ
の
土
地
の
料

理
法
で
そ
の
共
同
体
の
価
஋
そ
の
も
の
で
あ
る
も
て
な
し

方
で
迎
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
あ
き
ら
か
に
世
界
一
な
の

で
す
。

今
日
の
コ
ロ
ナ
の
Ւ
で
、多
く
の
人
ʑ
は
自
ら
の
生
活
、

社
会
シ
ス
テ
Ϝ
、
自
વ
؀
境
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
考
え
ま

し
た
。
࿩
す
、
動
く
、
た
べ
る
と
い
う
人
間
活
動
の
原
点

が
Ώ
ら
ぐ
体
ݧ
を
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
と
ふ
る
さ
と
の

イ
ベ
ン
ト
は
௚
઀
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ

の
間
の
体
ݧ
を
意
味
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
੾
に
思
っ
た

こ
と
で
す
。
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基調論文／大谷尚之
イベントを通じた地域資源の創造と経営資源の調達

北海道芽室町／田川唯史
「おもてなし」の心で全国大会

青森県弘前市／吉澤佳苗
ファッション学ぶ高校生の「甲子園」

秋田県大仙市／伊藤優俊
野球に燃える親父たちの「甲子園」

山形県天童市／山口　宰
老若男女が競う「くちびる美人」

茨城県龍ケ崎市／大竹　昇
コロッケによるまちおこし

長野県大町市／西條哲也
北アルプス山麓で全国初の囲碁村づくり

奈良県大和郡山市／植田早祐美
スポーツになった金魚すくい

広島県安芸高田市／松田祐生
高校生が熱く舞う「神楽甲子園」

鳥取県／米澤　章
「手話の聖地」ではじける熱い想い

山口県山口市／椎木耕司
餅は買うものにあらず！

愛媛県東温市／田井秀一
舞台芸術で豊かな未来を創造

鹿児島県天城町／鹿児島県天城町商工水産観光課
闘牛文化の継承・発展へ全国サミット

副基調論文／北川フラム
人間活動の原点ゆらす体験を意味あるものに
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